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　ユグノー・ユゥラシカの生業なりわいは何かと問われれば、本人は遊び人と答えるだろう。

　そんな職業があるかどうかは別として、たしかにユグノーはいつも遊び呆ほうけているように見える。

　けれど仕事をしないわけではない。

　仕事と遊びの割合が他人とはまったく違うというだけだ。

　普通の者が七日～十日ほど働いて一日か二日を休むとすれば、ユグノーは数日～半月ほど働いたあとに数週間から一ひと月つきも休むのである。

　ひどいときは二ヵ月くらい何もしないで遊んでいる。

　遊びに使う金も半端な額ではない。

　まだ若いのに、そんな大金をいったいどこから手に入れているのかというと、なんとそれが仕事の正当な報ほう酬しゆうというから驚きだ。

　しかし、ここでもまた一つ疑問が浮かぶ。

　僅わずか数日から長くて半月の労働で一ヵ月も二ヵ月も遊び続けられるほどの大金を手に入れるなんて、それは真っ当な仕事ではないのではないか、という疑問が。

　その疑問は正しい。

　ユグノー・ユゥラシカの本当の職業は「暗殺者アサシン」であり、請け負う仕事は「暗あん殺さつ」なのだった。
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　ユグノー・ユゥラシカはまだ十八歳。

　けれど、彼が殺し屋を生業にしてからもう五年以上が経つ。

　その間、請け負った暗殺に失敗したことは一度しかなく、今や裏の世界ではかなりの有名人だった。

　彼と繋がりリンクしている魔法人形マジカロイドはジェミニ・レミとジェミニ・レイ。

　レミとレイは、人間の子供と同じくらいの背の高さの双子人形デイオスコロだった。

　ふつう、人が繋がりリンクできる魔法人形マジカロイドは一体のみ。

　なのにユグノーは二体と繋がりリンクしている。

　しかも魔法人形マジカロイドの特性が、また並ではない。

　ふつう、魔法人形マジカロイドは主人から距離が離れると繋がりリンクが弱まる。

　限げん界かい距きよ離りを超えると繋がりリンクが切れて動きが停止してしまう。

　魔法人形マジカロイドが繋がりリンクしていられる限界距離のことを「バイタル・リンク」と呼ぶことが多いが、その距離が二体は並外れて長いのである。

　通常の限界距離バイタル・リンクは、せいぜい二、三ヤルド（約五・四～八・一メートル程度）。

　長い魔法人形マジカロイドでも十ヤルド（約二十七メートル）くらい。

　主人マステルと一ヤルド以上は離れられない、そんな魔法人形マジカロイドも少なくない。

　それなのにレミとレイは、百八十ヤルド（約五百メートル弱）ほど離れても平気で動けるのだ。

　しかも、である。

　一体が限界距離バイタル・リンク内にいる限り、もう一体はそこからさらに百六十ヤルド離れてもふつうに動けるというから驚きである。

　つまり二体のうちの片方は、主人であるユグノーから三百八十ヤルド（約一キロメートル）ほども離れて動けることになるわけで、これは驚異的な特性だった。

　何故その二体は、そんな芸当が可能なのか。

　双子の魔法人形マジカロイド同士が魂の部分で繋がりリンクしているからだとユグノーは考えている。

　だから、一体が中継基地の役目を果たし、もう一体が限界距離バイタル・リンクを越えてもユグノーと繋がりリンクし続けられるわけだ。

　その考えが正しいのかどうかはさておき、これは暗殺を生業とするユグノーにとって、とても大きなアドバンテージだった。

　護衛の者や魔法人形マジカロイドが厳重な警戒網を敷いていても、レミとレイなら警戒網の外から標的を狙えるし、人間なら忍び込めないような場所でも忍び込める。

　双子の片割れを介して、もう一方とも意思の疎そ通つうができるから、離れた場所からでも的確に、臨機応変に指示を送れる。

　この双子人形デイオスコロがいるからこそ、ユグノーによる暗殺の成功率は、その辺の暗殺者より格段に高いのだった。

　そうして裏社会で実績を積んできたユグノーは、今や仕事を選べる、そして目の玉が飛び出るほどの高額報酬を受け取れる、名の知れた暗殺者アサシンとなった。

　おかげで一つ仕事を請け負い成功させれば、一ヵ月も二ヵ月も遊んで暮らせるだけの金が手に入る。

　今回の「仕事」も、たいそう高額な成功報酬を提示された。

　しかし、成功報酬が高いということは、裏を返せば暗殺の難易度が高いということでもある。

　ユグノーは冷めた声で相手に問いただした。

「標的は？」












　代理人の男が革製の書類鞄から一枚の書類を取り出し、そっとテーブルの上に置くと、ユグノーは気のなさそうな素振りでそれを取り上げた。

　代理人はユグノーと直じかに見まみえるのは初めてだから、それとなく彼を観察する。

　ユグノーは暗色の髪に青い瞳と高い鼻筋が印象的な男だった。

　顔の造ぞう作さくは整っているのに見る者にどこか冷たい印象を与えるのは、これまでに何人、いや何十人もの人間を暗殺してきた凄みを身に纏まとっているから……だろうか。

（噂では、いつも遊び呆けているいい加減な男だと聞いていたが）

　受ける印象は真逆だった。

「ガリデア・ガリル……ガリル商会の会頭か。なるほど。こいつは大物だ」

　そう言うユグノーの声は冷たく、怜れい悧りな印象を与える。

（会うまでは少し心配していたが、これなら間違いはなさそうだ。噂は、あくまで噂ということだな）

　代理人は内心で安あん堵どの息を吐はきつつ、ええ、と頷うなずいた。

「ガリデア・ガリルは複数国に跨またがって数多くの支店を持っていて、商品の移入や売買だけでなく、手広く両替商も行っております」

　ユグノーは、ふんと鼻を鳴らした。

「依頼主は、どこぞの商売敵がたきってことか」

「いえ、それは……」

「心配するな。依頼主のことなんか、どうでもいい。聞く気も知る気もない」

　代理人は少し強ばった顔で小さく頷いた。

（そして暗あん殺さつ者しやの流儀を弁わきまえている、か。若いのに業界でも三本の指に入るといわれるだけのことはある）

　ユグノーは相手の心理や思考を気にかけていないような態度で言葉を継いだ。

「同業者の中には依頼主がわからない仕事は受けないって奴もいるが、俺は違う。金さえ払ってくれれば、誰が頼もうと関係ない。まぁ、その分、同業者より少しばかり割高かもしれないが」

「それはかまいません」

　代理人は鷹おう揚ように頷いた。

「手付け金として百デナールをお支払いいたします。成功報酬は一千デナールでございます」

　デナール銀貨は、帝国のデナリウス三世が五十年ほど前に鋳ちゆう造ぞうさせた銀貨だが、銀の含がん有ゆう率りつが高く、今でも大陸で広く流通している良質の硬貨だった。

　一デナール銀貨は百テリウス銅貨とほぼ等価である。

　百テリウス＝一デナールあれば一人の大人が一ひと月つきは食べていけると言われているから、成功報酬の一千デナールは、かなりの金額だと言える。

　手付けの百デナールだけでも、その辺の庶民がおいそれと手にできないような金額だ。

　代理人が布袋を卓上に載のせた。

「手付けの百デナールでございます」

　ユグノーは布袋の口を開けたが、ちらりと中を覗のぞき込むだけで、銀貨を数えようとはしなかった。

（銀貨の数を誤ご魔ま化かすような奴が俺に暗殺を依頼するはずもない。そして一人を暗こ殺ろすのにその金額をぽんと出せるとなると、やはり商売敵が依頼人と見て間違いない。ま、どうでもいいことだが）

　ユグノーは相変わらず気のなさそうな素振りで書類を繰った。

「なるほど。身辺には常に厳重な警備が敷かれているんだな」

「さようでございます。ですから、あなた様に依頼申し上げたのです。どれほど厳重な警備であろうと、必ず依頼を達成するという評判のあなた様に」

「べつに必ずってわけじゃないさ。俺も失敗したことはある」

「そうなの、ですか」

　首を傾げる代理人に向かって、ユグノーは、まぁでも、と言葉を継いだ。

「成功確率は九割九分九厘くらいあるから心配しなくていい。この程度の警備網なら」

　そこで言葉を切ったユグノーは、書類を指で弾いた。

「問題なく成功させるさ」

「頼りにしております」

　頭を下げる代理人に向かって、ユグノーは手を振った。

「任せておけ。で、標的は今、どこにいるんだ？」

　顔を上げた代理人は、別の書類を取り出し、それをテーブルの上に載せ、ユグノーに向かって押しやった。

　ユグノーはすぐに書類を取り上げ、文面に目を走らせる。

「なるほど。帝都に構えた私し邸ていにいるわけか」

「そこにもありますように」

　代理人は、ユグノーが手にした書類を指し示す。

「ガリデア・ガリルの私邸はひじょうに堅けん固こな作りで、おまけに警備に就ついている者はざっと百名以上。中には名うての剣士や闘士もおりますので、ガリデアの私邸は、難攻不落の要塞などと言われることもございます」

　代理人の言う「名うての剣士や闘士」とは、主人マステルが操る魔法人形マジカロイドが腕の立つ剣士や闘士であるという意味だ。

「ああ、問題ない。百が二百でも、問題ない」

　ユグノーは代理人に向かって、ひらひらと手を振った。

「ただ、私邸の見取り図はほしい。手に入るか？」

「五日いつかか六日むいかほどお待ちいただけますか？」

「俺のほうに問題はない。見取り図が入ったら具体的な準備に取りかかることにする。それまでは帝都に入って下準備を進めておく」

「承知いたしました。帝都に隠かくれ家がを用意いたしますか？」

「必要ない。帝都には幾つか、使える家を持っているからな」

「さようでございますか。では、最後に」

　代理人は書類鞄から一枚の用紙と小さな木製の札を取り出した。

「こちらが預かり証、こちらが割わり符ふでございます」

　ユグノーはテーブルに載せられた書類と木札に視線を向ける。

「……ああ、確認した」

　書類と木札を取り上げると、ユグノーはそれを無む造ぞう作さに服の物入れに押し込んだ。

　それで部屋に漲みなぎっていた緊張感が少しだけ緩ゆるんだ。

「手付け金は、成功、失敗に拘かかわらず、返却の必要はございません」

「当然だな。ところで」

　ユグノーが、代理人の背後にひっそりと佇たたずんでいる彼の魔法人形マジカロイドに目を向ける。

　魔法人形マジカロイドは人ひと型がただが、ずいぶんと細身で背が高い。

「あんたの人形ロイド、なかなかやりそうじゃないか」

　代理人も、ユグノーの背後に佇む二体の人形ロイドを見やった。

「ユグノー様の人形ロイドほどではございません」

　彼は丁寧に頭を下げると、静かに、ゆっくりと、椅子から腰を浮かせた。

「成功を確認いたしましたら、残りの割り符を持って使いの者が向かいます。どちらにお届けすればよろしいですか？」

「帝都にある『白はく亜あの梟ふくろう亭てい』という宿屋兼料理店に来てくれ。俺はそこにいる」

「承知いたしました」

　代理人は丁寧に頭を下げると、足音も立てずに部屋から退出していった。

　当然、彼の人形ロイドも一緒に、だ。

「今の人形ロイド、どう見た？」

　とユグノーが訊くと、ジェミニ・レミ──少女型──のほうが答えた。

「なかなかできそうだったわね。機動力と素早さを活かした剣士タイプ……かしら」

「その割には武器を持っていなかったようだが」

「いや、持っていた」

　と、今度はジェミニ・レイ──少年型──が答えた。












「持っていた？」

　レイが、ああ、と小さく頷いた。

「どうやら体に剣を収納するタイプらしいね。腕や足に剣を隠しているんじゃない？」

「なるほど。それであんなにひょろ長いわけだ」

　ユグノーの顔に面白そうな色が浮かんだ。

「闘ったら勝てるか？」

　というユグノーの問いに、レミは、

「あら、心外ね」

　と返す。

　そんなとき表情まで変わるのが、この双子人形デイオスコロの人間くさいところだ。

（というか、人間くさすぎるんだよな、こいつら）

　自分が繋がりリンクしている魔法人形マジカロイドなのに、ユグノーはそのことが不思議で仕方ない。

「一対一で、わたしとレイが勝てない相手などいないわ」

　今もレミは胸を反っくり返らすようにして自信満々で応えている。

「いや、おまえたちの場合、一対一じゃないけどな」

「たしかにそうだわね。では言い直すわ。わたしとレイが二対一で勝てない相手など、どこにもいないわね」

　ユグノーは小さく肩をすくめてみせる。

「二対一と言ったとたん、小物感が漂うな」

「失礼なご主しゆ人じんだこと。レイもそう思わない？」

「ユグノーが失礼なのは今に始まった話ではない」

「失礼なのはおまえらのほうだ」

　自分の人形ロイドに熱のないツッコミを入れてから、ユグノーは一つ欠伸あくびをした。

「つまらない仕事だが、ま、金にはなる。じゃ、帝都へ向かうとするか」

　二体の人形ロイドが軽く頭を下げた。

「ご主人の行くところ、どこへでも」

「ユグノーの行くところ、どこへでも」
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　三日かけて帝都までやってきたユグノーは、じっくりと標的の動向を探った。

　帝都には居住用の家以外にも幾つか家を用意している。

　とはいえ、留守にすることが多いので、戸建てではなく集合住宅アパルトメンの一室を借りているだけだ。

　その一つに腰を据えたユグノーは、標的が住んでいる屋敷の周囲を歩いて地形や距離を確認した。

　屋敷への人の出入りを見張り、警護の者の数や配置を探り。

　その後、夜に双子人形デイオスコロの片割れを忍び込ませたりもした。

　標的は毎日、朝に商会の本部へ出かけていき、夕刻に戻ってくることが確かめられた。

　行き帰りの際の警護の人数は、だいたい三十人前後だということもわかった。

　朝、家を出る時間はほぼ定時だが、帰りの時間は日によってばらつきがある。

　夜の十時、十一時になるときもあるが、日付が変わってから帰宅することも、商会に寝泊まりすることもなかった。

（割と几き帳ちよう面めんな男のようだな）

　とユグノーは想像する。

（だったら、屋敷で寝泊まりする部屋も決めているだろうな）

「ねぇご主しゆ人じん、毎日必ず朝に家を出て夜に帰宅するのなら、行きか帰りを襲ったほうが簡単ではない？」

　レミはそう言ったが、ユグノーは首を横に振った。

「襲うには人通りが多すぎる。使っている道も通行人が多くて見通しがいいしな。警護を排除するのに手間取るようだと、人が集まってきてしまう。最悪の場合、巡じゆん邏らが駆けつけてくるだろう」

「まぁ、そうかもね」

「予定どおり、屋敷にいるところを襲ったほうがいい。屋敷は広大だ。騒ぎになっても野次馬が集まってくることもないだろうさ。それに、警護の人数が多いことで安心しているだろうからな。そこにつけ込む隙すきがある。実際、レイは建物の中まで忍び込めたわけだからな」

　レイが、そうだね、と頷いた。

「警護の密度は高いけど、質はそれほど高くはなかったな。もっとも僕が見たのが全部だとは限らないけどね。隠し玉の一つや二つ、持っているかも」

　ユグノーは、ふふん、と鼻で笑った。

「玉の一つや二つ、隠していても問題はない。依頼人の側がわが、標的がどこで休んでいるかを調べ、見取り図と共にその情報を届けてきたら、実行にかかるぞ」

「了解よ、ご主しゆ人じん」

「了解だ、ユグノー」

　そうしてユグノーと双子人形デイオスコロが標的の屋敷を見張り続けていると、三日後に欲しかった情報と見取り図が届けられた。

　標的の寝所を屋敷の見取り図で確認したユグノーは、翌日の深夜に暗殺を実行すると決めた。
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　上から下までを黒ずくめの服装で固めたユグノーが──ご丁寧なことに顔や手に黒い染料まで塗っている──双子人形デイオスコロに声をかけた。

「さて、そろそろ行くか」

　時刻はちょうど日付が変わった頃合いだ。

　これから暗殺を為そうというのに、ユグノーには気負ったところがない。

　表情も声の調子も、ちょっとその辺を散歩してくると言うのと同じである。

　二体の魔法人形マジカロイドからも力みや気負いはまったく感じられなかった。

「いいわよ、ご主しゆ人じん。いつでも出られる」

「問題ない」

　レミとレイも、いつもの煌きらびやかな服装とは違って黒ずくめだ。

　レミのほうは、今で言えばハイレグレオタードのような薄手の黒服を身に纏い、背中に長細い筒のような物を二つ、交差させるように斜め十字に背負っている。

　おまけに胴体や太股に幾つも革帯を巻いているのが、背負った長筒と相まって、見た目と裏腹の剣けん呑のんさを醸かもし出している。

　レイのほうは、黒いタンクトップに黒いホットパンツといったところか。

　彼はレミのように目だった装備をしていなかったが、腰のベルトと足に巻いた革帯に何本ものダガーを挿さしていた。

　ユグノー同様、二人とも露出している部分を黒い染料で染めているので、室内の明かりを受けても表情がよくわからない。

　外に出れば完璧に夜の闇に紛れてしまうだろう。

　一人と二体は集合住宅アパルトメンを出ると、人通りの少なくなった道をゆったりとした足取りで歩き始めた。
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　夜のこの時間なら、飲食店が集まる街区を除けば、人通りはほとんどない。

　ユグノーと双子人形デイオスコロは誰に見咎められることなく目的の場所にやって来た。

　まずユグノーが、幅員の広い通りを挟んで標的の家を見通せる対面の屋敷の屋根に陣取った。

　自分だけでは登るのが難しい場所でも、二体の人形ロイドが手を貸してくれれば、それほど苦労することなく登れる。

　屋根の上からは標的の屋敷がよく見えた。

　ユグノーは訓練を重ねたせいで夜よ目めが利きくようになっている。

　今夜は半月が出ているので、庭に立つ警護の者の姿がはっきりと視認できた。

　もっとも、ユグノーに限らず、主人マステルと魔法人形マジカロイドは繋がりリンクしているから、真の暗闇でも自分の人形ロイドの位置はわかる。

　ユグノーと双子人形デイオスコロの場合、繋がりリンクしている限り、人形ロイドが見たものをユグノーもイメージとして受け取れるから、闇だろうが嵐だろうが問題はない。

　所在が把握できていても一定以上距離が離れると繋がりリンクが切れてしまうのだが、前述したように、レミとレイの限界距離バイタル・リンクは並みの魔法人形マジカロイドより遙かに長い。

　だからユグノーは自ら乗り込んでいかなくても、レミとレイを送り込むだけでいい。

　おまけに二体は魔法人形マジカロイド同士でも繋がりリンクしているのだ。

　通りを挟んだ標的の屋敷の庭のどこかにレミを潜ひそませておけば、レイが建物内に侵入しても繋がりリンク切れを起こすことなく活動できる。

　魔法人形マジカロイドを武器に喩たとえるとわかりやすい。

　普通の弓矢では百ヤルド（約二百七十メートル）以上も離れた相手を狙って射い貫ぬくのは無理だが、双子人形デイオスコロ（という弓矢）なら可能になるのだ。

　この二体なら、主人マステルであるユグノーが相手の警戒網に入ることなく離れた場所にいる標的を攻撃できるから、暗殺に使うにはもってこいだった。

　しかも二体の機動力は並外れている。

　そしてレミは小爆発フレアの、レイは非存在ヌル・デートルの特技を持っている。

　二体の特性と特技を存分に活かせば、非力さを補って余りある戦いができるのだ。

　ユグノーは、まずレミを屋敷内に忍び込ませた。

　レミの気配絶ちはレイほど完璧ではないが、護衛の任に当たっている魔法人形マジカロイドに気づかれることなく屋敷の周囲に巡らせた背の高い壁を軽々と越え、敷地内に侵入した。

　侵入したレミは、庭に配置された警護の者の数と配置を確認する。

　続いてユグノーはレイを忍び込ませた。

　レイは警護の手薄な箇所を狙って、標的のいる母おも屋やに接近していった。

　建物の中にも警護の者と魔法人形マジカロイドはたくさんいるだろう。

　けれど相手は暗殺者アサシンの人形ロイドが建物の中にまで侵入してくるとは夢にも思っていない。

　加えて隠密行動が得意なレイであれば、相手に気づかれることなく標的に接近できる。

　暗殺を為す場面では警護の魔法人形マジカロイドと戦うことになるだろうが、建物の中では小柄で素早く動けるレイのほうが有利なはずだ。

　よほど強力な魔法人形マジカロイドが何体も警護に就いていない限り、警護の人数──つまり警護の魔法人形マジカロイドの数──が多くても問題はないと、ユグノーは自信を持っていた。

　レイの侵入が早々に露見した場合は、庭に潜んだレミを暴れさせればいいだけだ。

　警護の者と魔法人形マジカロイドの意識がレミに集中した隙を衝ついて標的に接近したレイが暗あん殺さつを実行する。

　陽動として警護の注意を引きつけるレミが危険な目に遭うかもしれないが、そういう戦いをレミはこれまでに何度も経験している。

（あいつは多数を相手に暴れるのは得意だから問題ないだろう）

　自分の魔法人形マジカロイドに絶大な信頼を置いているユグノーは自信満々だった。

　ユグノーは自分の魔法人形マジカロイドとの繋がりリンクが切れないように注意を払いつつ、二体から送られてくる情報を素早く把握し、分析し、的確な指示を送ることに専念していればいいのだ。

　いちばん注意しなくてはならないのが魔法人形マジカロイド用の罠わなだった。

　落とし穴に落ちたり金属製の箱に閉じ込められたりすると厄介な事態になる。

　レイが地下深いところに落ちてしまうと、いくら双子人形デイオスコロだといっても、繋がりリンク切れを起こす危険がある。

　箱についても同様で、分厚い金属製の箱に囚われてしまうと、繋がりリンク切れを起こしやすくなる。

　分厚い石壁に囲まれた部屋に閉じ込められても、やはり繋がりリンク切れを起こしやすい。

　それらの罠を回避しつつ、護衛の魔法人形マジカロイドに悟られないようにしつつ、標的のいる部屋に迫らなければならない。

　もっとも、それらの罠にはもう何度もお目にかかっているし、経験則から、仕掛けのありそうな場所も仕掛けの発動する条件もわかっている。

　罠があっても、それほど大きな障害にはならないはずだった。

　実際、レイは誰にも気づかれることなく、すでに建物内に侵入していた。

　庭の樹の洞うろに潜んだレミも、気配を絶ち、樹と同化している。

　いつものように、このまま標的を仕留められるだろう。

　むしろ、仰々しい警護の割には手応えがなくて、ユグノーは些いささか拍子抜けだった。

　ところが。
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　レイが建物内を進んでいく。

　廊下を歩くのではなく、天井に張りつき、這はっているのだ。

　両手両足に強力な吸盤でも付いているかのように四本の手足で体を支えて天井を這っていくレイの姿は、まるでヤモリか何かのようだった。

　非存在ヌル・デートルの特技を発動しているレイは、廊下を行き来している護衛の人間と魔法人形マジカロイドに気づかれることなく天井を這い進んでいく。

　目指す部屋の近くまで来たとき、レイの脳内に警戒警報が鳴った。

（これは!?）

　部屋の中から圧倒的な存在感と他を寄せ付けないような圧迫感を感じ取ったレイは、すぐにレミを呼んだ。

　二体は繋がりリンクしていれば、離れていても念話で話ができる。

《レミ》

　仕事を完遂する前にレイが呼びかけてくることは珍しい。

　すぐに彼女は何か異変があったことを察した。

《何か問題が起きた？》

　二体のやり取りは主人であるユグノーにも伝わる。

　彼は全神経を二体の念話に集中させた。

《標的の部屋に厄やつ介かいな相手がいるようだ。少し時間がかかるかもしれない。警護の魔法人形マジカロイドをおびき出してもらえないか》

　レイはレミに、陽動として派手に暴れてくれと言っている。

《どうする、ご主しゆ人じん？》

　訊かれてユグノーは即決した。

《やってくれ、レミ》

《了解したわね》

　事切れたように動かなくなっていたレミが不意に動いた。

　早くも体から魔力が横溢している。

　洞から出現したレミに、周囲にいた警護人と魔法人形マジカロイドたちが気づいた。

「なんだ、あれは」

「刺客か」

「いつの間に屋敷内に」

　わらわらと魔法人形マジカロイドが集まってきたが、主人マステルたちはレミから離れていく。

「殺やれ！」

　警護人の長おさが他の警護人たちに命じると、それぞれの警護人は改めて自分の魔法人形マジカロイドに命じた。

「曲くせ者ものを殺やるんだ！」

　即座に二十体ばかりの魔法人形マジカロイドがレミに襲いかかった。

　長は残りの警護人に対して新たな命令を下す。

「どこかに主人マステルが隠れているはずだ。屋敷内を隈くま無なく捜せ。捜して見つけて捕らえろ。誰の差し金か訊き出さないとならねえから、人間のほうは殺すなよ」

　三十人ほどの警護人が自分の魔法人形マジカロイドを率いて駆けだした。

「その程度の数でわたしを殺やれるとでも？」

　黒ずくめのレミが笑う……嗤わらう。

　レミは背中に背負った細長い筒を抜き取った。

　それはユグノーが知人の鉄砲鍛冶職人に作らせた、特製の連発式散弾魔ま銃じゆうだ。

　これを撃つための特技＝小爆発フレアをレミは持っている。

　逆に言えば、魔銃はどんな人形ロイドでも使えるような武器ではないということだ。

　魔銃を撃つには魔銃を撃つための能力が要求される。

　レミは連発式散弾魔銃を軽々と操れる能力があるからこそ、一対多の戦いができるのである。

　レミは無造作に銃口を向けると、飛びかかってきた数体の魔法人形マジカロイドに向けて続けざまに引き金を絞った。

　轟音。轟音。そして轟音。

　三発の散弾が十体以上の魔法人形マジカロイドを薙なぎ倒たおした。

　魔法人形マジカロイドのある物は体中を穴だらけにし。

　ある物は手足を吹き飛ばされ。

　ある物は首をなくし。

　ぼたぼたと地面に落ちた。

　レミは左手で銃身を折って空から薬やつ莢きようを捨てると同時に太股に巻いた弾倉ベルトから右手で散弾を抜き取り、目にも留まらぬ速さで魔銃に散弾を込めた。

　再び銃身を戻し構えるまで一秒もかかっていない。

　信じられないほどの速さと技術だった。

　再度、轟音、轟音、また轟音。

　またも十体以上の人形ロイドが吹き飛んだ。

　自分の人形ロイドを撃ち倒された主人マステルも、ばたばたと倒れ込む。

　無事な物は五体いたが、弾丸を避けるのがやっとで、レミから距離を取り、身構えることしかできなかった。

「あら。わたしを殺すのじゃなかったの」

　素早く散弾の装塡を済ませたレミが、一歩、二歩と、その場から足を踏み出す。

　そのとき、散弾魔銃の発射音を聞きつけた警護の者と魔法人形マジカロイドが、わらわらと集まってきた。

　その数、ざっと五十体ほどもいる。

　侵入者──レミの主人マステルを捜しに行った魔法人形マジカロイドの多くも、慌てて引き返してきたようだった。

　そして今も、建物の中から主人マステルと魔法人形マジカロイドが何体も飛び出してきている。

《だいぶ集まってきたわね。もういいかな。どうする、ご主しゆ人じん？》

　レミの問いかけに、ユグノーは間かん髪はつを容いれずに答えた。

《もう少し粘ってくれ。レイ、あとどのくらいだ!?》

　部屋に突入したレイから答えが返ってきた。

《あと二分で終わらせる》

《だそうだ、レミ。行けるか？》

《行けるわよ、もちろん》

　レミは装塡を終えた散弾銃の銃口を、集まってきた魔法人形マジカロイドの集団に向けた。

「さあ、死になさい」

　またもや屋敷の庭に轟音が三度、響き渡った。
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　ドアの前に立つ護衛人形ロイド二体に──主人マステルは少し離れた場所にいた──天井から降ってきたレイがダガーを突き立てた。

　護衛人形ロイドは即死。

　繋がりリンクしていた主人マステルは、魔法人形マジカロイドの死のショックで行動不能に陥る。

　音もなく着地したレイは、部屋のドアを開けて室内に躍り込んだ。

　レイは刹那の間に標的の姿を捜すが、標的の姿は見当たらなかった。

　標的の代わりに小山のような物が部屋の中央に蹲うずくまっている。

　その小山の向こうで何者かが動く気配がして、瞬時にレイは悟った。

（標的はあの大きな魔法人形マジカロイドの陰にいる）

　ふだんのレイなら躊ちゆう躇ちよせずに標的に向かって突き進んでいただろう。

　だが、今回は進めなかった。

　目の前に蹲る巨体の魔法人形マジカロイドが放つ剣呑な殺気。

　それがレイの足を止めた。

　巨体の向こうで誰かが立ち上がる気配があった。

（いや、誰かというか、標的のガリデア・ガリルに間違いない）

「まさか、わたしの寝所までやって来る暗殺者アサシンがいるとはな」

　自分の屋敷にいる限り安全。

　そんな確信が破られたにも拘わらず、ガリデアの声に焦りはない。

　彼は己の前にいる魔法人形マジカロイドに絶大な信頼を置いているのだ。

「お下がりください、御ご前ぜん」

　巨体の向こうでもう一人の声がした。

（このデカブツの主しゆ人じんか）

「刺客は我がライアンスが片づけます故、御前はどこかに避難を」

　主人マステルの声に応じて、ライアンスと呼ばれた小山のような魔法人形マジカロイドがのそりと立ち上がった。

　ライアンスの圧倒的な質量に、レイは内心で舌打ちする。

　広々としたガリデアの寝所が、そいつがいるだけで狭苦しく感じられるほどだ。

　眼前のライアンスは四足歩行型、即ち獣けもの型がたとされるタイプに属する魔法人形マジカロイドだった。

　口から覗く鋭く大きな牙と足の指の先に見え隠れする鋭い爪、そしてしなやかな身のこなし。

　見た目は剣虎サーベルタイガーに似ているが、大きさが桁外れだった。

　犀さいのように巨大な剣虎サーベルタイガーと言えば想像しやすいだろうか。

「殺やれ、ライアンス！」

（虎なのに獅子ライアンって、どんなボケさ）

　レイは内心でツッコまずにはいられなかった。

（けれど厄介そうな相手ではある）

　倒せない相手とは思わないが、倒すのには少し時間がかかりそうだ。

　その間に標的に脱出されてしまっては意味がない。

　相手の虚きよを衝き、室内に飛び込んだ瞬間に標的を殺すつもりだったのに、その目もく論ろ見みが空を切ったことにレイは少し苛いら立だっていた。

《レミ》

　即座にレミから返答があった。

《どうかした、レイ？》

《厄介な相手がいた。少し時間がかかりそう。標的を追ってくれないかな》

《仕方ないわね。そちらに回るわ。立ちはだかる魔法人形マジカロイドは全破壊……でいいかしら、ご主しゆ人じん？》

《ああ、かまわない。標的を逃がすなよ》

《わかっているわね、ご主しゆ人じん》

《僕はこいつを倒したら追う》

《早めに片づけろ》

《ユグノーは人使いが荒くて困る》

《おまえは人じゃないだろ》

《言い直そう。我が主しゆ人じん、ユグノーは人にん形ぎよう使づかいが荒くて困る》

《戯ざれ言ごとを言ってる暇ひまがあったら、とっとと護衛を片づけろ》

《承知したよ》

　レイが巨大な魔法人形マジカロイドに向かって飛んだ。

　飛びかかってくるレイを狩るべく、太くて頑丈そうな前足が持ち上がった。

　と思った次の瞬間、前足が横薙ぎに振られる。

　恐るべき速度と恐るべき威力。

　まともに当たれば、小柄なレイの体など、一瞬で四し分ぶん五ご裂れつするだろう。

　だが、レイは相手の予測を超える速さで飛んでいた。

　前足が薙いだのはレイの残像だ。

　巨大な魔法人形マジカロイドの内懐に飛び込んだレイが、ダガーで魔法人形マジカロイドの喉元を一刺しした。

　けれど致命傷にはほど遠い。

　レイは着地することなく、続けざまに右手を動かす。

　突いて、突いて、また突いて、さらに突く。

　そこに見えない足場でもあるかの如く、レイは軽々と跳び、何度も何度も刺した。

　相手の喉を、額を、目を、耳を。

　巨大な魔法人形マジカロイドは怒りの咆ほう哮こうを上げる。












　だが、頭の周りを高速で動きながら自分を攻撃しているレイに対して有効な反撃手段を見出せないまま、巨大な剣虎サーベルタイガーは次第に魔力を削られていった。

（思ったとおりだ。破壊力はあっても、素早さでは僕より遙かに劣る。こうして削り続ければ確実に倒せる）

　レイはダガーを振るいながら、冷静に彼ひ我がの力量を把は握あくしていた。

　もっとも、削り続けているあいだに標的は室外に逃げてしまったから、レイとしては予定変更を強いられたわけで、あまり愉快ではなかった。

「ば……馬鹿な」

　部屋の隅で魔法人形マジカロイドを操っている主人マステルの顔が驚愕に歪んだ。

　この部屋まで忍び込んできた隠おん密みつ性せいも驚きなら、ライアンスの攻撃を悉ことごとく躱かわす機動性も驚異だった。

　驚異で、かつ脅威だった。

　室内にいる他の護衛人形ロイドもレイを攻撃しようと試みるのだが、ライアンスの首回りや背中を高速で動き回っているレイを離れた場所から狙うことはできなかった。

　かといって、迂闊に近づけば前足を振り回しているライアンスの餌食になるだけだ。

　じっさい、すでに五体ほどの魔法人形マジカロイドが、ライアンスの爪でずたずたに切り裂かれていた。

　ライアンスが振り回す前足の威力は並外れている。

　ライアンスが前足を振るう度に室内に旋風が巻き起こり、天井や壁や床がびりびりと震え、調度品が宙に舞った。

　太い前足が直撃さえすれば。

　鋭い爪が当たりさえすれば。

　主人マステルは躍起になってライアンスを操った。

（当たれ当たれ当たれ！）

　だが、当たらない。

　どれほど爪が鋭くても、どれほど威力が大きくても、当たらなければ意味がない。

　先ほどからの前足の攻撃はレイに悉く避けられ、掠かすりもしていなかった。

「くそ、くそ、どうして当たらない!?」

　レイによるダガー攻撃を喰らい続けるライアンスは、結果、主人マステルに痛みを与え続けた。

　その痛みに耐え、脂汗を流しながら、主人マステルは必死になってライアンスを動かした。

　それなのに、未だに一撃を見舞うことができない。

　すでにライアンスも自分もボロボロという状態だった。

　繋がりリンクしている魔法人形マジカロイドのダメージは主人にも伝わっていくから、魔法人形マジカロイドが攻撃を受ければ受けるほど、主人の肉体にも精神にもダメージが蓄積していく。

　同時に、魔法人形マジカロイドの魔力は散逸していく。

　魔力が減じれば、敵の攻撃の衝撃がダイレクトに主人マステルに跳ね返る。

　レイがダガーを突き立てる度に、ライアンスの主人マステルの体に激痛が走るようになった。

（相手は人型なのだ。どうしてこれほど素早く動ける　素早く動き続けられる!?）

　明らかに相手は、今まで屠ほふってきた暗殺者アサシンの魔法人形マジカロイドとはレベルが違っていた。

　レイのダガーが煌きらめいた。

　切っ先がライアンスの首筋に深々と突き刺さり。

　直後に、主人マステルの体が跳ね上がった。

　主人マステルはそのまま床に横倒しになり、小刻みに体を痙けい攣れんさせながら悶もん絶ぜつした。

　ライアンスもその動きを止めた。

　振り上げた右の前足が空中で固まっている。

　やがてライアンスの全身から魔力が消え。

　魔法人形マジカロイドはただの人にん形ぎように還って、その場に崩れ落ちた。

　間髪を容れず、レイは残りの魔法人形マジカロイドに襲いかかった。

　七、八体いた護衛の人形ロイドとその主人マステルが倒れ伏すまで、数秒しかかかっていない。

（やれやれ、思った以上に手間取ったな。レミの奴、ちゃんと標的を始末できたかな）

　レイは改めてレミの意識に自分の意識を同調シンクロさせてみる。

　レミの見ている映像がレイの脳裏に映った。

　レミの足下には穴だらけになったガリデア・ガリルと彼の魔法人形マジカロイドが転がっていた。

　周囲には他にも何体もの魔法人形マジカロイドが倒れていたが、レミを攻撃しようという物はいないようだ。

（ガリデアが倒れたのを見て逃げ去ったか。それともレミの無差別殺戮に恐れをなして逃げ去ったか）

　いずれにせよ、仕事は成じよう就じゆした。

　となれば、長居は無用だ。

《レイ、標的の始末、終わったわよ。わたし、もう戻るけど？》

《いま確認した。こちらも終わったから引き揚げる》

《了解。ご主しゆ人じん、見つかっていないわよね？》

《残っていた護衛と人形ロイドは、すでに尻尾を巻いて逃げていった。俺は問題ない》

《すぐに戻るわ。待っていて》

《僕もすぐに行く》

《生き残りを見つけても手を出すなよ、レミ》

《失礼ね。仕事が終わったのに、そんなことしないわよ？　手当たり次第に殺して喜ぶ快楽殺人形者ロイドキラーじゃないんだから》

《どうだかな》

《どうだろうな》

《失礼なご主しゆ人じんと失礼なレイね！》

　レミはユグノーとレイを罵る言葉を垂れ流しながら主人マステルの下へ駆け戻ってきた。

　すぐにレイも姿を現した。

　レミは暗殺成功の証として、ガリデアの魔法人形マジカロイドの首を持っていた。

　さすがに本人の首を持ち帰ることはできないから、ユグノーはいつも標的の魔法人形マジカロイドの首を持ち帰ることにしている。

　それは依頼主に仕事が成就したことを報せる、暗殺者のあいだでは割と一般的な方法だった。

「じゃ、帰るとするか」

　屋根の上に身を潜めていたユグノーは、立ち上がると大きく伸びをした。

「少し苦労したが、まぁ、想定の範囲だったな」

「あの護衛の魔法人形マジカロイドは想定の範囲外だったけどね。思ったより苦労したんだよ」

「ああ、なかなか手強かったようだな。もっとも、俺とおまえらが相手じゃ、どんな奴が来ようと勝てやしない」

「その意見には賛成するけど」

「ま、あのデカブツと主人マステルは運が悪かったってことさ」

「それにしても、あいつのことを依頼主が事前に調べておいてくれれば、予あらかじめ戦い方も準備できたのに。というか、ユグノーが依頼主にもっと正確な情報を求めておけばよかったんじゃないかな」

　そうレイが返すと、ユグノーは小さく肩をすくめた。

「勝ったんだからいいだろ。いちいち細かいことに拘こだわるなよ。男らしくねえぞ」

「僕は人形ロイドだけどね。そしてユグノーは相変わらず無責任極まりないね」

「その無責任極まりない俺は、おまえとレミの主人マステルなんだが？　おまえはもう少し主人マステルを敬うやまったらどうだ？」

「敬うに値する人間なら、僕は主人マステルであろうがなかろうが敬意を払うのに吝やぶさかではないんだけどね」

「その態度が不ふ遜そんで不敬だと」

「そんなこと言っても」

　とレミが横から口を挟んできた。

「使役されるわたしたちの性格や物言いは、主しゆ人じんであるユグノーを反映しているのよ？　わたしたちが不遜で不敬だというならば、それはご主しゆ人じんが不遜で不敬で不実で不能だからではないかしら？」

「徒いたずらに不が増えてるんだが!?　そして俺は不能じゃねえ」

「ふふふふ」

「何を笑っている？」

「不が増えたから笑ってみたわね？」

「少しも上う手まくねえな」

「言い争っている場合じゃないと思うけど？　そろそろ人が集まってくるよ」

「ああ、そうだな。とっとと退散するか」

　二体の人形ロイドに支えられて屋根から飛び降りたユグノーは、着地すると辺りを窺うかがった。

「巡邏や警備の兵が集まってきてはいるが、周囲を囲まれた様子はないな」

「今のうちだよ」

「レミ、先に行って様子を探り、巡邏や兵の密度の薄い道を報せろ」

「了解よ、ご主しゆ人じん」

　魔銃を背負って駆け出したレミの姿は、すぐに闇に紛れて消えた。

「じゃ、俺たちも行くとするか」

「ユグノー、手を」

　レイが右手を差し出すと、ユグノーが左手でその手を握った。

　とたんに、ユグノーの気配が薄らぎ、姿が朧おぼろになる。

　レイの魔力が主人のユグノーにも働き、彼の特技、非存在ヌル・デートルが効果を発揮したのだ。

　こうしてユグノーは二体の魔法人形マジカロイドと共に軽々と現場から脱出していった。
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　その五日後──。

　成功報酬を受け取ったユグノーは帝都を離れ、帝国の外れにあるヤブーシュの街までやって来た。

　仕事の成就を祝う恒例の打ち上げを敢行するために、である。

　ユグノーは仕事が終わると、どこか適当な街を選んで、そこで盛大な打ち上げを行うのを慣習としていた。

　暗殺者アサシンがそんな派手なことを、と業界仲間の中には顔を顰しかめる者もいたが、ユグノーは気にしていない。

　暗あん殺さつは気の滅入る仕事だ。

　相手に知られないように相手を調べ。

　相手の抵抗を排除して相手を殺す。

　相手の命を奪うことで多額の報酬を得る。

「糞くそのような世の中の最悪の糞が俺たち暗殺者アサシンってわけだ」

　ユグノーはよくそんなことを言って自じ嘲ちようしていた。

　だからこそ暗殺を成し遂げたあとに盛大な馬鹿騒ぎをして、憂うさ晴ばらしをしたくなるのだ。

　今回、ヤブーシュの街を選んだことに深い意味はなかった。

　いちばんの理由は、今まで行ったことのない街だったことだ。

　見知らぬ土地を歩き、見知らぬ風景を見、見知らぬ食べ物を食べるのが、ユグノーは好きだった。

　仕事が成就して金が入ると、打ち上げをした後、ふらりと旅に出るのが常だった。

　もっとも、打ち上げは盛大だが、旅は慎ましやかなものだ。

「打ち上げの宴会で報酬の大半を使い切ってしまうから、節約旅行にならざるを得ないんだけどな」

　とユグノーはいつも言っている。

　そう、ユグノーの打ち上げは常軌を逸していると言っても過言ではないほど、派手で盛大なものだった。

　今回も例外ではない。

　ヤブーシュの街の高級宿兼料理屋を一軒借り切ったユグノーは、三日三晩に亘わたってのどんちゃん騒ぎに興じている最中だった。
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　ヤブーシュの街の食堂街にある二階建ての高級宿兼料理屋はユグノーの貸し切りにも拘わらず、来る者は拒まずで開放されている。

　とはいえ開放されているのは一階の料理屋部分だけで、二階の宿屋は余人の出入りが禁じられている。

　そちらは正真正銘、ユグノーの貸し切りだ。

　料理屋では大量の食事や酒が無料で振る舞われているから、ふだんなら、そんな高級な店に決して足を運ばない農民や工人、旅人、果ては物乞いまでもが押し寄せ、店内は大賑わいの大盛況だった。

　料理屋の大ホールでは、着ているのかいないのかわからないほど薄くて小さな布きれだけを身に着けた踊り子や遊女が、体をくねらせて踊っている。

　彼女らは、今回の遊興のためにユグノーが大たい枚まい叩はたいて集めた女たちだった。

　際きわどい衣装で踊って場を盛り上げれば、出演料が貰える上に店内での飲み食いは無料なのだから、街の食堂や飲み屋で働く女性食仕人ミニストラや踊り子、あるいは街にたむろする遊女らが大挙して押し寄せた。

　ユグノーは、それらのほとんどを臨時雇いの踊り子として雇こ用ようし、こうして店で踊らせているのである。

　ステージの上では半裸の踊り子たちが音楽に合わせて肢体をくねらせ。

　その横では臨時に雇われた楽団がアップテンポの音楽を奏でて。

　それに客の歓声や踊り子の嬌きよう声せいが混じり合い。

　店内は狂きよう騒そうに充ち満ちていた。

　ユグノーは、先ほどから大ホールのステージに面した特等席で酒を飲み、料理を食べていた。

　ユグノーが宴うたげの主催者だということはおおっぴらにしていないため、周りの酔客たちが彼に注目することはなかった。

　客たちの目には、半裸の踊り子をかぶりつきの席で見ようとしているスケベな若い男としか映らないだろう。

　もっとも特等席が用意されているのだから、無料の飯と酒にありつこうとして立ち寄った貧乏人でないのは明らかだったが。

　どこかの大おお店だなの馬鹿息子か、というのが衆しゆう目もくの一致した見方だった。

　それほど今のユグノーからは、暗殺を実行しているときの剣呑な雰囲気は欠片かけらも感じられなかった。

　ユグノーと同席しているのは二体の人形ロイド──ジェミニ・レミとジェミニ・レイのみ。

　ステージ上で半裸で踊る踊り子たちを見ながら、同時に、そんなステージに熱狂している酔客たちを見ながら、ユグノーは食事を続けていた。

「ご主人、あまり楽しそうじゃないわね。まぁ、いつものことだけれど」

　と双子人形デイオスコロの片割れ、少女の姿をしたレミが言った。

　すると、少年の姿をしたもう一体、レイが大きく頷いた。

「そうだね。自分もバカ騒ぎに興じているような顔をして、けれどどこか冷めている。まぁ、いつものことだけどね」

　二体とも人形ロイドとは思えないほど人間っぽく見える。

　ここまで完全な人ひと型がた人形ロイドというのも珍しい。

　二体は人間くさい外観に相応ふさわしく、人間と同じような衣服を着ていた。

　レミは透けるほど薄い淡いピンクの高価なドレス──絹製で裾すそ丈たけは短めだ──を重ね着している。

　レイのほうは白いドレスシャツに短めのトラウザーズという出で立ちだ。

　着ている物こそ違えど、背格好から顔立ちまで、寸分違わぬほどそっくりである。

　衣装を交換すれば、主人マステルであるユグノー以外には見分けがつかないだろう。

「おまえら、興ざめなこと言ってるんじゃねえよ。せっかくの打ち上げなんだからよ」

「って言われてもね？」

　レミが小首を傾げるような仕草をする。

　そんな仕草が、レミの可愛らしい外観によく似合う。

　レイが、そうだね、と頷いた。

「僕たちは飲み食いしないからね。酒を飲んで盛り上がることもできないしね」

「そういう物言いが興ざめだって言ってるんだ。おまえら、もういいから、部屋に戻ってろよ」

「いやよ」

　レミがにべもなくはねつける。

　魔法人形マジカロイドは、たしかに人型になるほど自律的になる傾向があるが、主人マステルの指示をここまできっぱりと拒絶する物も珍しい。

　この一事を以もつてしても、レミとレイがふつうの魔法人形マジカロイドとは違うことがわかる。

「そうだね。主人マステルが楽しいときも辛いときも一緒にいるのが僕たちの務めだ。こうしてユグノーが馬鹿騒ぎを無理やり楽しもうだなんていう苦行にも等しい行いをしているのだから、僕たちは主人マステルにつき合う必要があるね」

　レイに図星を指されてユグノーが黙り込んだ。

　図星というか、お見通しというか。

　繋がりリンクしている人形ロイドに隠し事などできはしない。

　ふて腐れた顔で麦ばく酒しゆの入った酒しゆ盃はいを手にすると、ユグノーはそれを一気に呷あおり、飲み干した。

　レミとレイから視線を外してステージ上で踊る半裸の踊り子に視線を向けるユグノーの傍かたわらで、二体はお構いなしで会話を続けた。

「どれほどの大金を手にしようと、可愛い女の子を抱こうと、ご主人の心が満たされることはないのよね」

「そうだね。ユグノーの心は空っぽだ。虚うつろだと言ってもいい」

「だから、心の底から楽しめないのよね」

「ああ。生きている実感を感じたくて、こうして馬鹿騒ぎをしているのに、楽しくなれないんだ」

「人生に喜びも希望も目的もないのなら、ご主しゆ人じんはどうして生きているのかしら？」

「そうだね。そんなの、死んでるのと同じだよね」

　空になった金属製の酒盃をユグノーが、どん！　とテーブルに叩きつけた。

「おまえら、もう黙れ！　それ以上喋るってんなら、舌を切り落とすぞ！」

　ユグノーに思いきり睨みつけられ、レミとレイは肩をすくめた。

　口に出さなくても念話で意思の疎通ができる二体としては、口を閉じることに大して意味はないのだが、これ以上やって本気でユグノーを怒らせるわけにもいかない。

　二体は念話も行わずに黙り込んだ。

　ようやく表情を和らげたユグノーは、改めて周りの席を見回し、それからステージの上に目を向けた。

　ステージ上では半裸の踊り子が煽せん情じよう的てきな踊りを繰り返し。

　中には薄布を剝はぎ取り、全裸になっている踊り子さえいた。

　楽団が激しい音楽を奏で、酔客は野次と歓声を上げ。

　中にはステージに向かっておひねりを投げる者もいる。

　宴の盛り上がりは最高潮に達していた。

　けれどユグノーの心は動かない。

　心が躍らない。

（双子の言うとおりだ。俺は生きてる実感がほしくてこんな酒宴を企て馬鹿騒ぎに身を投じているが、いくら周りが騒いでいるのを見ても少しも盛り上がれない。女を抱いても楽しめないし、大金を手にしても嬉しくない）

　ユグノーの顔に冷笑が浮かんだ。

　その冷たい笑いは、無た料だ飯めしと無た料だ酒ざけを目当てに集まり他人の金で飲み食いすることを少しも恥じない酔客に向けられるものではなく、自分に向けられる、いわば自嘲の笑みだった。

（まったく、なんのために俺は生きてるんだろうな）

　酒宴のあとは踊り子として雇った娘の中から何人かを見み繕つくろって、二階に取った部屋で夜通し遊ぶ──もちろん口に出せないようないやらしいことをして──つもりだったが、ユグノーはそんな気も失せてきた。

　人を殺し、その金で遊び尽くし。

　金がなくなるとまた殺し。

　金ができればまた遊び。

　いったいいつからそんなことを繰り返しているのか。

　ユグノーには、もうわからなくなっている。

　自分がいつから暗殺者アサシンとして働いてきたかすら、自分でもよく覚えていない。

　殺しと遊びの繰り返し。

　殺すために遊んでいるのか。

　遊ぶために殺しているのか。

　何が人生の目的なのかわからない。

（本当にそれで俺は生きていると言えるのか）

　レミとレイの言うとおりではないか。

　そう思うと、ますます虚しくなるユグノーだった。

（なんでもいい。何か人生の目的みたいなモノ、生きる意味みたいなモノ、そんなモノができればいいのにな）

　そんな主人マステルを見やって、双子人形デイオスコロは密かに思うのだ。

（ご主しゆ人じんに生きがいを与えてくれる誰かが現れればいいのに）

（ユグノーが生きる意味を見出せるだけの存在が現れればいいのに）

　けれど、そんな願いが実現することなどないだろうとレミとレイは諦めていた。
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　二日後──。

　宿屋兼料理屋に代金を支払い、料理人や踊り子たちに残りの金を支払うと、ユグノーの手持ちはほとんど底をついた。

「今回は用意した食事もいつもより多かったし、雇った踊り子の数も多かったからな。旅に出る余裕はなさそうだ。しかたがない、また仕事を受けるか」

　とはいえ、自分から「暗あん殺さつは如何いかがですか」と売り込むわけにはいかない。

　この商売は相手から依頼が来るのを待つしかないのだ。

　そこでユグノーは、そのままその宿屋に腰を据えることにする。

　あと数日間、この宿屋に泊まるくらいの金は残っているから問題はない。

　業界では仕事を終えたユグノーがどんちゃん騒ぎをすることはよく知られている。

　ここにいれば、新たな依頼主が訪れる可能性が高いのだ。

　そういう意味では、あのどんちゃん騒ぎは、ユグノー・ユゥラシカがここにいることを報せるパフォーマンスというか、パブリシティでもあったわけだ。

　案の定、三日後に依頼主が現れた。

　密かな訪問者を宿屋の一室に通したユグノーは、双子人形デイオスコロを従え、相手と話を始めた。

「俺のことは知っているな？」

　相手は頷き、条件を提示してきた。

　それはユグノーが今までに受けた仕事と比較しても、破格の値段だった。

　ユグノーは冷え切った声で告げた。

「よし、聞かせてくれ。俺はどこの誰を殺せばいいんだ？」
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　前方に砦が見えてきた。

　帝国の前線基地、ジェクシオンの砦である。

　石造りの城壁を巡らせた砦に籠こもる兵は一千。

　つまり千の魔法人形マジカロイドが詰めているわけだ。

　それに対して攻め手は三百しかいない。

　個々の魔法人形マジカロイドの戦闘力には優劣があるから、いちがいに兵数が少ないほうが不利だとは言い切れないが、さすがに千と三百では差がありすぎる。

　しかも、数の多いほうが砦に籠こもっているのだ。

　攻城戦ともなれば、攻める側は守る側の五倍以上は欲しいと言われている。

　城郭都市ほど堅けん固こではないとはいえ、ジェクシオンの砦もそれなりの守備力を誇っている以上、三百で攻め寄せてきた共きよう国こく軍ぐんは無む謀ぼうの誹そしりを免まぬがれないだろう。

　しかし、彼らには成算があった。

　玉ぎよく砕さい覚悟の突撃ではなかったのだ。

　何しろ攻撃部隊の先頭を行くのは。
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「な、なんだ、あれは」

「あれが噂のズムウォルトか！」

「なんてデカさだ！」

　城壁上に居並んだ兵士の口から驚きよう愕がくの声が漏もれた。

　敵の魔法人形マジカロイドは、二足歩行で二本の腕を持っている。

　ということは、あれは「人ひと型がた」に分類できるのだろうが、果たしてあれを「人型」と呼んでいいものか。

　姿形は「人型」であっても、その大きさは人とはかけ離れていた。

　すでに腰の引けている兵がいるのを横目にした隊長は、内心で舌打ちしながら部下を叱しつ咤たする。

　主人マステルの闘気が萎なえれば、どうしたって魔法人形マジカロイドの戦闘力も落ちる。

　主人と魔法人形マジカロイドは繋がりリンクしているから、主人の精神状態は必ず魔法人形マジカロイドに反映されるのだ。

「何をしているか。弓の用意をせい！」

　隊長の怒号に、兵たちは慌てて自分の人形ロイドに弓矢を構えさせた。

　しかし兵の顔には、あからさまな疑念が浮かんでいる。

（あんなに強大な相手に矢を撃ち込んだくらいで効き目があるのだろうか）

　いや、疑念というより恐怖だろうか。

　隊長は腰の引けた兵のあいだを自分の魔法人形マジカロイドと共に駆け回って、部下の戦意を高めようと努めた。

「撃て、撃て、撃て、撃て！　相手は大きいから狙わずとも当たるぞ！」

　隊長の声に勇気づけられ──彼の人形ロイドは四足歩行型なので、兵たちに命令を下すのは苦手だった──数本の矢が飛んでいった。

　彼ひ我がの距離はざっと二百ヤルド。

　矢を当てるにはまだ遠すぎる。

　しかし、隊長としては敵の接近を黙って見ているわけにはいかない。

　今のうちから撃っておいて、敵との距離感を把は握あくしておく。

　それが大事なことだと隊長にはわかっている。

　それに、巨大人形ロイドを掩えん護ごする敵兵（と魔法人形マジカロイド）も近づいている。

　そちらの接近も阻止しなくてはならない。

　そのためには、とにかく矢を撃って撃って撃ちまくるしかないのだ。

「いくら巨大でも、針はり鼠ねずみのように矢を撃ち込まれたらまともに動けるはずがないのだ。矢玉の残りなど気にせず、とにかく撃ちまくれ！」

　という隊長の叱しつ咤たは、兵を勇気づける言葉であると同時に、自分を勇気づけるための言葉でもあった。

　それほど敵の先頭に立つ魔法人形マジカロイドは巨大だった。

　城壁の高さはおよそ二ヤルド（約五・四メートル）。

　兵たちはその上に立っているから、視点はさらに半ヤルド以上も高い。

　しかし、迫り来る敵の巨大魔法人形マジカロイドの頭頂部は自分たちよりも高いところにあった。

　まだ距離があるので確しかとわからないが、後ろに続く兵と比較する限り、全高は三ヤルド（約八・一メートル）ほどもあるのではないかと思われる。

　そんな巨大な魔法人形マジカロイドは見たことも聞いたこともない。

　いや、聞いたことはあったのだ。

　共国が北方の蛮族を退しりぞけたとき。

　国内の反乱分子を次々と平定したとき。

　沿岸を荒らし回っていた海賊を平らげたとき。

　いずれのときも巨大な魔法人形マジカロイドが大活躍をしたという噂は聞いていた。

　だが、あそこまで巨大だとは誰も思わなかった。

（あんな魔法人形マジカロイドが、いったいどこの人形庫にあったのか。どんな人形士があれを創ったのか。そもそも、どんな人間があの人形ロイドに適合したのか）

　そんな疑念に囚われた隊長だが、すぐに考え事をしている場合ではないことを思い出した。

　巨大な魔法人形マジカロイドが、じりじりと近づいてくる。

　近づけば近づくほどその大きさが実感でき、兵たちの心に生じた怯きよう懦だが大きく育っていく。

　いつの間にか彼我の距離は百ヤルドを切っていた。

　敵勢が守備側より少数だとはいえ、あの巨大な魔法人形マジカロイドがいるところへ突撃する気にはなれない。

　籠ろう城じよう戦せんを選んだ砦指揮官の決断は正しかったと言えるが、城壁西側で防御戦の指揮を執る隊長の脳のう裏りを、

（もしかすると、討って出たほうがよかったんじゃないか）

　という考えが過よぎった。

（図体はデカイが、その分、動きは鈍い。であれば、騎兵を押し立てて、あのデカブツを攻撃したほうが）

　だが、もう遅い。

　討って出る時機を失している。

　それに、敵の掩護兵には騎兵が多い。

　人の兵が馬に乗り、その周囲を魔法人形マジカロイドが走っている。

　中には二人乗り──正確には一人と一体乗り──している騎馬もあった。

　どうやら機動力に長けた魔法人形マジカロイドを集中的に投下してきたらしい。

（であれば、やはり籠城戦が正解か……いや、本当に正解なのだろうか）

　動く小山とでも呼びたくなるほど巨大な魔法人形マジカロイドは、すでに指し呼この間かんまで迫っていた。
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　すでに彼我の距離は三十ヤルド（およそ八十メートル）と少し。

　ここまで距離が詰まれば矢は当たる。

　当たるはずだった。

　ところが。

　無数の矢が飛んでいくが、巨大な魔法人形マジカロイドが右腕を振り回すと、その風圧で矢の軌道は乱れ、大半が逸それていった。

　当たった矢も勢いをなくしているから、魔法人形マジカロイドに刺さった矢は一本もなかった。

「くそ！　なんて奴だ！」

　隊長は呪じゆ詛その言葉を吐きながら、兵に射撃を続けさせた。

　しかし、巨大魔法人形マジカロイドがぐるんぐるんと腕を振る度に、飛んでいった矢はあらぬ方向に逸れていったり、力なくその場に落ちたりを繰り返すばかりだ。

　針鼠のようにしてやるという隊長の意図はまったく実現できていない。

「む？　待てよ、あれは」

　隊長の目が奇妙な事実を捉えた。

　巨大な魔法人形マジカロイドの頭部に人が乗っているのが見えたのだ。

　あれが巨大人形ロイドを操っている主人マステルに違いない。

　しかし、頭部には矢や避よけの覆おおいなどは見当たらなかった。

　主人マステルは剝むき出しの頭部に乗って魔法人形マジカロイドを操っているのだ。

（だったら。人形ロイドを倒さずとも、あいつを狙えば）

　矢が当たれば、主人マステルは間違いなく死ぬ。

　そして主人マステルが死ねば、魔法人形マジカロイドがどれほど巨大だとしても、即座に無害な置物と化す。

　光明が見えた気がして隊長は逸はやり立った。

「頭だ！　頭を狙え！　あそこに主人マステルが乗っている。主人を殺せばそれで終いだ！」

　その命令に兵も奮い立った。

　あの巨大な魔法人形マジカロイドが相手では矢で倒せる気がしなかったが、人なら射い殺ころせる。

　問題は巨大人形ロイドが振るう腕で矢の軌道が逸れてしまう点だが、百本もの矢で集中的に狙えば、一本や二本くらいなら届くに違いない。

（そう、一本。一本でいいんだ。それだけで、あのデカブツは動けなくなる。あれさえ動かなくなれば、残りの兵と人形ロイドなど大した脅威にはならん）

「撃てぇえぇえ！」

　隊長の絶叫が轟き。

　兵の魔法人形マジカロイドが一斉に矢を放った。

　西側の城壁上に居並ぶ兵は二百ばかりいる。

　彼らの使役する人形も二百体ばかりいる計算だ。

　城壁上の通路は狭く、そのすべてが矢を撃つことは無理だったが、それでも百本近い矢が迫り来る巨大な魔法人形マジカロイドの頭部に向かって飛んでいった。
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「王ひ女め様！　敵は王女様を狙っています！」

　馬に人形ロイドと二人乗りした共国軍兵が巨大な魔法人形マジカロイドの足下で叫ぶと、頭部から凜り々りしくも涼やかな声が返ってきた。

「先刻承知ですよ、ラヴァール」












　涼やかな声の主は、パルミラ・ミュレル・ファガラゥシュ。

　フルミネンス共王国を構成する四し王おう国こくの一つ、ファガラゥシュ王国の第二王女である。

　パルミラが操る巨大な魔法人形マジカロイドの名はズムウォルト。

　ズムウォルトは全高約三ヤルド（八・一メートル）で、二足歩行の人型である。

　ズムウォルトの戦い方は、その巨体を活かした強襲戦。

　つねに部隊の先頭に立って敵に突っ込んでいくのだ。

　もっともズムウォルトの進行速度は人が歩くのと大差がないので、突っ込んでいく、という形容が正しいかどうかはわからないが。

　機動性がない分、ズムウォルトは野戦に向いていない。

　広い戦闘空間で騎兵に闘いを挑まれると、ズムウォルトでは相手を捉えきれないのだ。

　だが、攻城戦になると無類の強さを発揮する。

　ズムウォルトが一体あれば、攻城兵器要らずだ。

　ズムウォルトが両腕を城壁に叩きつければ、城壁は抉えぐられ、崩れ落ちる。

　城壁上を薙なぎ払はらえば、居並んだ兵はまとめて吹き飛ばされる。

　運んできた岩を投げつければ、望ぼう楼ろうも一撃で破壊できる。

　破壊した城壁からズムウォルトが城内に乗り込むと、守備側には抵抗の手段がない。

　開けた平原ならともかく、戦闘空間が限定される城内での闘いなら、ズムウォルトはどんな人形ロイドにも負けはしない。

　騎兵による重囲攻撃を受ける虞おそれもない。

　敵が何百いようと問題なかった。

　腕の一振りで主人マステル共々、十数体の魔法人形マジカロイドが吹っ飛んでいくのだから。

　これまでズムウォルトはそういう戦い方をしてきたし、それは今回も同じだった。

　けれど、その戦い方は大きなリスクを伴う。

　どうしたって敵との接近戦になるから、ズムウォルトに乗っているパルミラが集中的に狙われることになる。

　ズムウォルトの座乗場所には覆いがなく、剝き出しだ。

　覆いを付けてしまうとパルミラとズムウォルトの繋がりリンクが弱まるので、付けたくても付けられなかった。

　王女が全身を覆う重装鎧を着ればまだなんとかなりそうだが、それはそれでズムウォルトとの繋がりリンクが薄まってしまう。

　魔法人形マジカロイドの側も同じことが言える。

　ズムウォルトを装甲で覆ってしまうと、やはり繋がりリンクが薄まる原因となる。

　それでは、いざというときに魔法人形マジカロイドの反応が遅れることになる。

　それを嫌う王女は、自分にもズムウォルトにも鎧を着けさせようとはしなかった。

　軽装鎧は着けているものの、あくまで軽装鎧、露出している部分がある。

　自ら剣を振るって叩き落とすこともできない以上、飛んでくる矢を防ぐのはズムウォルトの両腕のみである。

　もし一本でも矢がすり抜けてくれば。

　そしてそれが装甲の薄い箇所に当たれば。

　王女は確実に死ぬ。

　だが、王女とズムウォルトは、その戦い方しかできなかった。

　主人マステルの安全を放棄したからこその、比類なき破壊力なのだ。

　それなのにパルミラは、これまでの戦いで傷を負ったことがない。

　運命の女神に祝福されし王女。

　無敵無傷の戦いくさ女め神がみ。

　それが味方から受けるパルミラの尊称だった。

　そんな無謀な戦い方はやめるべきだと諫いさめる者もいた。

　少しくらい繋がりリンクが薄まっても、重装鎧を着けるべきだと進言する者もいた。

　けれど王女は、軽装鎧を身に着けただけで戦場に立ち続けた。

　どれほど危険な目に遭おうとも。

　何度、危険な目に遭おうとも。

　パルミラはズムウォルトを駆って敵の城塞や砦に向かい。

　城塞や砦を破壊し。

　国を脅おびやかす勢力を駆く逐ちくしてきたのだった。





　５






「ズムウォルト！　あと少しです、気き張ばりなさい！」

　間近に迫る城壁を睨みながら、座乗場所に立った王女は胸を張る。

　白しろ銀がねの軽装鎧と兜に身を包んでいるパルミラだが、軽装鎧である以上、装甲に覆われていない箇所がある。

　面当てはないから、美しい造ぞう作さくの顔にでも矢が当たれば即死は間違いない。

　それなのに王女は身を屈めようともせず、むしろ身を乗り出すようにして自分の魔法人形マジカロイドを操っていた。

　今や城壁上に立つ敵兵の顔も、敵兵の傍かたわらに立っている魔法人形マジカロイドが自分に向けている矢の一本一本も、はっきりと視認できた。

　矢は引っ切りなしに飛んでくる。

　大半はズムウォルトが叩き落とし、あるいは風圧で逸れていくが、中にはパルミラの体を掠かすめる矢もあった。

　それなのに王女は退ひくことなく怯むことなく、前を見つめたままズムウォルトを動かしている。

　かしん。

　矢が兜に当たって弾かれる音がした。

　当たる角度が浅かったから矢は弾かれたが、あと少し角度が深かったら、あるいは、あと少し当たり場所が悪かったら。

　矢は王女の頭に刺さっていただろう。

　王女の額にうっすらと冷や汗が浮かぶ。

　けれどパルミラは怖おじ気けづくことなく胸を張る。

（吾われはあのとき死んでいた身。そして今も死につつある身。緩かん慢まんな死から己を解放するためには。吾の野望を実現するためには。どうしてもあれが必要。ここで命を惜しんでも仕方がない。ただ生きながらえるだけでは、やがて確実な死が吾を襲うだけ。すべてを解決する方法は。自身を解放する方法は。あれを手に入れることでしかそれが実現しないのなら、そのために命を懸けるのみ。何を惜しむことがある）

　パルミラは眦まなじりを決して城壁を見据えた。

　すでに城壁は眼前に迫っていた。
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（あり得ない。なんだ、あいつは。あの主人マステルは。死ぬのが恐くないのか？　矢が当たらないと信じているのか、それともただの馬鹿なのか）

　城壁上で指揮を執る隊長の目には、パルミラが自分の命を一いつ顧こだにしない自暴自棄の戦い方をしているとしか見えなかった。

　隊長は恐怖した。

　巨大な魔法人形マジカロイドにではなく、最初から命を捨てているような主人マステルの姿勢に。

（死ぬことも厭いとわないような者を、どうやったら止められる!?）

　隊長のその思いは、多くの兵に共通するものだった。

　小山のような、という形容が相応ふさわしい巨体が城壁の間際まで迫ってきた。

　すでに座乗している主人マステルの顔もはっきりと見える。

　それが女だったことに兵たちは驚き、言葉を失った。

「行きなさい、ズムウォルト！」

　凜とした涼やかな声が響き、魔法人形マジカロイドが太くて大きな腕を振り上げる。

　その動きに、兵たちが我に返った。

　巨大人形ロイドは城壁を破壊しようとしているのだ。

「逃げろ！」

　誰かが叫び。

　兵たちは我先にと通路を走り出した。

　彼らに従っている魔法人形マジカロイドもあとに続く。

　狭い通路は押し合い圧へし合いする兵と人形ロイドで溢れ返り、大渋滞を来きたした。

　そこへズムウォルトの右腕が振り下ろされる。

　恐るべき衝撃。

　何十人もの兵と何十体もの魔法人形マジカロイドが吹き飛び。

　轟音とともに石造りの城壁上部がごっそりと抉り取られた。

　大地震に襲われたときのように城壁が揺れ、隊長は通路の側壁で体を支え、かろうじて転倒するのを防いだ。

　なんとか体勢を立て直して前を見ると、自分の足下のすぐ先で通路が消滅していた。

　彼の足に、四足歩行型の彼の魔法人形マジカロイドがしがみついていた。

　隊長はすでに戦意をなくしている。

　彼の魔法人形マジカロイドも同様である。

　当然だ。

　主人マステルが戦意を喪失したのに魔法人形マジカロイドだけが戦おうとすることなどない。

　隊長は兵たちと共にその場を離れようとした。

　けれど通路は兵たちで大渋滞しており、逃げられない。

（どうする？　飛び降りるか？）

　隊長が逡巡していると、ズムウォルトの次の一撃が来た。

　城壁の中程に大穴が開く。

（なんだ、この破壊力は！　こんな魔法人形マジカロイドがこの世界に存在するのか。いったいどうやったら、これほどの人形ロイドを操ることができるというのか。あの女は、それほどの魔力量を持っているというのか!?）

　驚き呆れる隊長の足下が崩れていく。

　足場をなくした隊長が落下しようとした瞬間、彼の魔法人形マジカロイドが彼に体当たりした。

　崩れる城壁に巻き込まれることだけは避けられたが、宙に浮かんだ隊長の体は、すぐに落下を始めた。

　このまま地面に叩きつけられれば、よくて骨折、運が悪ければ内臓破裂か頭部挫ざ傷しようで死ぬことになる。

　と思った瞬間。

　彼の魔法人形マジカロイドが宙を跳んだ。

　跳んで、空中で今まさに落ちようとする隊長の軍務服を咥くわえ、そのまま見事な着地を決めた。

　おかげで隊長はかすり傷で済んだ。

　他にも同様に、自分の魔法人形マジカロイドに助けられた兵もいたが、それは少数だ。

　多くの兵は魔法人形マジカロイドと共に城壁の崩壊に巻き込まれ、崩れ落ちてくる石の下敷きになって死んだ。

　守備部隊の大混乱を後しり目めに、ズムウォルトは巨大な両腕を振るい続けた。

　至る所で城壁が削られ、穴が開き。

　やがて穴が広がり、城壁は幅十ヤルドに亘わたって崩れ落ちた。

　城壁が消えた箇所から、ズムウォルトが砦の中に乗り込んでいく。

　西の城壁で起きた混乱は、すでに砦の中のそこかしこに感染している。

　守備部隊一千を率いる指揮官や幹部が率先して逃げ出してしまっていた。

　おかげで指揮系統はずたずたになって、組織だった抵抗は皆無という有様だ。

　散発的に矢が飛んでくるが、ズムウォルトは両腕ですべて叩き落とした。

　中には火矢を撃ってくる魔法人形マジカロイドもいたが、ズムウォルトが腕の振りで作り出す風圧で火矢の火は消え、矢は吹き飛んだ。

　砦内のあらゆる建物、望楼、兵舎、宿舎、武器庫、食糧庫などが、ズムウォルトによって破壊されていく。

　その頃には後続の騎兵や歩兵（と彼らの魔法人形マジカロイド）が砦内に突入してきていた。
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　騎兵が縦横無尽に砦内を駆け回っている。

　馬上の兵が操る魔法人形マジカロイドによって、逃げ惑う兵と魔法人形マジカロイドに容赦のない攻撃が加えられた。

　歩兵が連れている魔法人形マジカロイドの大半は獣型だった。

　獣型は総じて限界距離バイタル・リンクが人型より長いという特性がある。

　追撃戦ではその特性が遺い憾かんなく発揮された。

　獣型の魔法人形マジカロイドは四足の優位を活かし、凄まじい速度で駆け抜け、敵の兵と魔法人形マジカロイドを襲っている。

　それらの魔法人形マジカロイドの主人マステルは、護衛兵の魔法人形マジカロイドに守られる形でやや後方に控えている。

　彼らは魔法人形マジカロイドが砦内の敵を掃そう討とうするのに合わせて前進していった。

　限界距離バイタル・リンクの短い魔法人形マジカロイドは単体で進むと繋がりリンク切れを起こしてしまうから、その手の魔法人形マジカロイドは、人形ロイドを先に進めた兵の護衛役に回ることが多かった。

　騎兵と（魔法人形マジカロイド）歩兵と（魔法人形マジカロイド）、パルミラとズムウォルト。

　総数では守備側の三分の一以下しかいない攻撃部隊だが、しかし、もはや砦の制圧を目前にしていた。

「逃げる者は追わなくていい。抵抗する者だけを排除するように！」

　パルミラ親衛隊副長であるサンフロンランヌが声を限りに友軍に指示を送る。

　親衛隊長のラヴァールはすでにズムウォルトの下もとへ馳せ参じているから、部隊の指揮は彼女が執らざるを得なかった。

（まったく隊長ときたら、王ひ女め様べったりなんだから。まぁ、気持ちはわからないでもないけれど）

　パルミラのことを崇敬しているのはサンフロンランヌも同様だ。

　王おう女じよの身を案じて一直線にズムウォルトのところへ走っていったラヴァールを、隊長失格だと責めはしないが、もう少し全体のことを見てくれると助かるのに、とは思う。

　ただ、ラヴァールが知らないことをサンフロンランヌは知っている。

　隊長は知らないが自分は知っている。

　王女の秘密を知っている。

　その事実こそが、サンフロンランヌが隊長ラヴァールに対して感じる密かな優越感の原動力だ。

　そんな優越感があるから、サンフロンランヌはラヴァールが少しくらい仕事をさぼっても大目に見てやろうという大らかな気分になれるのだった。
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　今回の攻撃部隊はパルミラ親衛隊三百から成っている。

　逆に言えば、砦に籠もる帝国兵一千を相手に、パルミラは自分の親衛隊だけで戦っていることになる。

　ファガラゥシュ王国兵も、その他、フルミネンス共国軍の正規兵も参加していない。

　これは共国内におけるパルミラ王女の微妙な立場を示しているのだが、いずれにせよ、たった三百で砦に籠もる一千の兵を蹴散らし砦を陥おとすのだから、王女の乗るズムウォルトの戦闘力たるや恐るべし。

　まさに一騎当千の兵つわものだった。

　そのズムウォルトが悠ゆう揚ようたる足取りで戻ってきた。

　すでに砦内の建物はほぼすべてが破壊されているから、その巨体はどこにいてもよく目立った。

「エインシャ、ズムウォルトの下まで走れ」

　サンフロンランヌは跨またがっている自分の魔法人形マジカロイド、エインシャに命じた。

　彼女の魔法人形マジカロイドは馬に似た四足歩行の獣型で、馬よりも大きく、主人を乗せて疾しつ駆くできるだけの走力と耐久力があった。

　人型の魔法人形マジカロイドの多くは馬よりも機動力に劣る。

　だから、たいていの場合は主人マステルと共に馬に乗る。

　走力に自信のある獣型は、馬に乗った主人マステルと共に走る。

　だが、主人マステルを乗せて走る魔法人形マジカロイドは珍しい。

　人が魔法人形マジカロイドに跨がる利点は、馬を操るより機敏に動けることと、乗り手（主人マステル）の意志がダイレクトに魔法人形マジカロイドに伝わるということだ。

　結果、馬を操るよりも速く正確に動けるのである。

　主人マステルを乗せて高速移動する魔法人形マジカロイドはそれほど多くない。

　そのほとんどが、蹴ったり嚙みついたりはできても離れた敵を攻撃する手段を持たないが、サンフロンランヌの人形ロイドは口に含んだ小さな鉄球を飛ばして攻撃することができるという、希け有うな存在だった。

　ズムウォルトほどではないにせよ、とびきり希少で貴重な魔法人形マジカロイドである。

「王ひ女め様！」

「ランヌ」

　サンフロンランヌは、ズムウォルトに従っている馬上のラヴァールにちらっと目をやった後、ズムウォルトの頭部に乗っているパルミラを見上げた。

「ご無事でよかったです」

　すると、馬上のラヴァールが大声で応えてきた。

「まったくだ。王ひ女め様がズムウォルトと共に単騎で城内に乗り込んでいくのを見るのはいつも心臓に悪い」

（いや、あんたには訊いてないから）

　と内心密かにツッコんだサンフロンランヌは、彼を無視してパルミラに呼びかけた。

「部下には抵抗する者の排除を優先して、追撃はしないよう命じてあります」

「それでいいです。相変わらずランヌの指示は的確で助かりますね」

「お褒めのお言葉、ありがとうございます」

　と恭うやうやしく頭を下げてから、サンフロンランヌは改まって訊いた。

「他に何かございますか？」

「味方だけでなく、敵の負傷者も回収して治療をするように命じてください」

「承知いたしました。で、王ひ女め様は？」

「二度と使われないように、この砦を徹底的に破壊しておきます。まずは城壁を完全に崩しておいて、そのあと壊した建物群を粉々に砕いて廃材を運び出すとしましょうか。あとは、そうですね、井戸の破壊ですか」

　たしかに、それだけやれば、この砦を再利用したくてもできはしない。

　敵も味方も、だ。

　本当なら、奪った砦を整備して味方に使わせたいところだが、この場所は敵方の城郭都市に近いため、生半可な兵力ではすぐに再奪取されてしまう。

　それよりは、破壊して使えなくしたほうがいいというのがパルミラの判断だった。

「それとランヌ、敵の増援が近づいてこないかを見張るため、足の速い者を何人か物もの見みに出してください」

「了解であります。自分が三人ほど率いて出ます」

　パルミラは、う～ん、と首を捻った。

「たしかにランヌのエインシャは部隊でも一、二を争う快足ですが、今あなたにここを抜けられると少し困ります」

　パルミラは視線をラヴァールに向けたが、すぐに顔を戻して言葉を継いだ。

「誰か別の者を送ってください」

　サンフロンランヌは、すぐに王おう女じよの意図を理解した。

　要するに、ラヴァールだけでは部隊の取りまとめが難しいから、サンフロンランヌにこの場から離れて欲しくない、ということだ。

（隊長なのに）

　サンフロンランヌは内心密かにため息を吐つき、王おう女じよに向かって敬礼を送った。

「承知いたしました」

「そうですね、物見の指揮はラヴァールに頼みましょう」

　するとラヴァールが真面目くさった顔で異議を唱えた。

「しかし、王ひ女め様、わたくしは王女様のお側を離れるわけには参りません」

「困りました。ラヴァールの騎乗の腕は隊でも一番、おまけに人形ロイドは目がいいですから物見には適任。やってもらえないかしら？」

「ですが、王ひ女め様」

「ラヴァールにやってもらえるなら、吾はとても嬉しいのですけど？」

　パルミラが困ったような、懇こん願がんするような表情を作ってラヴァールを見やると、彼は雷にでも打たれたようにその場で小さく跳んで姿勢を正し、パルミラに敬礼を送った。

「は！　承知いたしました王ひ女め様！　このラヴァール、身命を賭として物見の任務を成し遂げてご覧に入れます！」

　サンフロンランヌは噴き出しそうになるのを必死で我慢する。

（王ひ女め様は隊長のあしらい方が上手い。自分も見習わないと）
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　それから一時間以上かけて、パルミラとズムウォルトは帝国の砦を破壊した。

　破壊し尽くした。

　帝国軍が、ここを再建してもう一度利用する気を起こさないくらい徹底的に。

　そうして約二時間の後。

　物見に出ていたラヴァールが部下を引き連れて戻ってきた。

　城郭都市グイスダンの駐留部隊が動き出したことを彼が告げると、パルミラは直ちに部隊の撤収を決めた。

「ランヌ、敵の部隊が来るなら敵の負傷兵は彼らに任せればいいでしょう。吾らに負傷兵を抱えていくような余裕はありませんからね」

「承知であります、王ひ女め様」

　サンフロンランヌが部下にてきぱきと指示を与えているのを後目に、パルミラは再びズムウォルトに乗り込んだ。

「では、撤収します！」

「撤収用意！　総員、撤収用意！」

　エインシャに跨がったサンフロンランヌが砦内を駆け回って、パルミラの命令を伝えていく。

　後方に控えていた予備部隊が大きな台車を引っ張ってくると、パルミラがズムウォルトを台車に乗せ、静かに横たわらせた。

　すぐにわらわらと多くの魔法人形マジカロイドが登ってきて、ズムウォルトの巨体を台車に括りつけていく。

「綱つな取れ、綱──！」

　サンフロンランヌの号令で数十体の魔法人形マジカロイドが進み出て、台車に結んだ綱を摑んだ。

　サンフロンランヌの魔法人形マジカロイドエインシャも、台車に結んだ綱を自分の体に巻き付けている。

「引け──っっ！」

　サンフロンランヌの号令一下、綱を持った魔法人形マジカロイドたちが一斉に歩を進め。

　ズムウォルトを乗せた大きな台車が、ごとり、と動き出した。

「よ──し、急げ急げ！　ぐずぐずしていると新たな敵部隊がやって来るぞ──！」

　エインシャに乗ったサンフロンランヌが周りの魔法人形マジカロイドと彼らを操る兵を大声で叱咤する。

　綱を引く魔法人形マジカロイドたちの足が速まり、それにつれて台車の速度が少し上がった。

　巨大なズムウォルトを乗せた台車を引いて、パルミラ親衛隊三百は平原の彼方に遠ざかっていった。
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《視みえていた、レイ？》

　というレミの呼びかけに、レイは、うん、と頷うなずいた。

《もちろん視えていたよ、レミ》

《では、ご主しゆ人じんも視たわよね》

《ああ、視たとも》

　双子人形デイオスコロがユグノーと繋がりリンクしている限り、レイとレミが見た映像を送れば、ユグノーも二体が見たものを見ることができる。

　それは脳裏に不鮮明なイメージ映像が浮かぶといった程度のものだったが、自分が直じかに見ていなくても、魔法人形マジカロイドを介して見ることができるという利点は計り知れないほど大きい。

　レミとレイは限界距離バイタル・リンクの距離が並みの魔法人形マジカロイドより長く、おまけに二体を直列にして使えるのだから、視認可能な距離はさらに長くなる。

　ユグノーは中間点にレイを配することによって、砦近くに潜んでいたレミと繋がりリンクし、三百五十ヤルド以上（一キロメートル近く）も離れた場所から攻防の様子を見守ることができたのだ。

《大きいわね、あれ》

　砦から引き揚げていく共国軍の後尾を行くズムウォルトに視線を留めたまま、呟くようにレミが言うと、まったくだ、とユグノーが応じた。

《あのデカさは異常だな。このあいだの剣虎サーベルタイガーみたいなデカブツが、今のを見たあとだと子猫に思えてくる》

《あんな巨大な魔法人形マジカロイドが存在していたんだね》

　と、これはレイの感想だ。

《おまけに、ただ大きいだけじゃなく、大きさに見合った破壊力を持っている。一対一、いや僕とレミの二対一でも、戦って勝つ方法が思いつかないよ》

《あれと戦う必要はないだろ》

《でも》

　瞬時、言い淀んだレイは、しかし、すぐに言葉を継いだ。

《あのお姫様を暗こ殺ろすのが次の仕事でしょ》

《そうだな。だが、何もバカ正直に人形ロイド同士で戦う必要なんかないっていう話だ。あいつに乗っていれば手出しができないかもしれないが、毎日毎晩、あれに乗りっぱなしってわけじゃないだろ。降りてるところを襲えばいいだけだ》

《護衛がたくさん付いていると思うよ》

《護衛が何人いようが、手て練だれの人形ロイドが何体いようが、おまえたちの敵じゃない。そうだろ？》

《そうだけどさ。ところで、最後、台車に乗って引かれていったけど、あれはどういうことかな？》

　とレイが訊くと、ユグノーは、さて、と言って考える素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

《主人マステルの魔力が切れかかっていたのか。あるいは、自分の足で歩こうとすると移動速度が遅すぎるから……じゃないのか》

《なるほど。だとすると、破壊力優先で、機動力はない人形ロイドなんだね》

《あの巨体で素早く動けたら、それこそ反則だろ》

《まぁ、そうかな。にしても、あれだけ巨大な魔法人形マジカロイドをあそこまで見事に操るって、あのお姫様は大したものだね》

《それは認めるがな。しかし》

　ユグノーは小首を傾げるような仕草を見せた。

《ん？　どうかしたの？》

《ちょっと気になることがあってな》

《ふうん？　気になることは僕にもあるけど》

《ほう？　おまえは何が気になったんだ、レイ？》

　そのとき。

《ねえ、ご主しゆ人じん》

　とレミが念話に割り込んできた。

《わたし、もう引き揚げてもいいかしらね？》

《ああ、もういいぞ。ご苦労さん》

　レミにそう伝えてから、ユグノーはレイにも呼びかけた。

《レイも戻って来い。念話じゃ細かなニュアンスが伝わりにくい。話の続きは改めてにしよう。どうせ今回の偵察を踏まえての作戦会議をしなくちゃならないからな》

《了解だよ、ユグノー》

　二体との念話はそれで終わり、繋がりリンクが弱まった。

　今ごろレミとレイは全力で走っている最中だろう。

　二百ヤルドも三百ヤルドも離れている場所から高速移動で戻ってくるときは、一時的に魔法人形マジカロイドとの繋がりリンクが弱まる。

　限界距離バイタル・リンクぎりぎりまで離れたところでの戦闘になると、それも繋がりリンクが弱まる原因になるから、ユグノーとしては、あまり遠いところで二体を敵と戦わせることはしたくなかった。

　限界距離バイタル・リンクぎりぎりまで二体を離すときは、偵察に専念させるようにしている。

　すぐにレイが戻ってきた。

　少ししてレミも。

　今日の二体は草原での偵察に適した草色の服を着て、露出した部分に草色の迷彩模様を施している。

　戻ってきた二体に向かって、ユグノーが暢のん気きな様子で声をかけた。

「じゃあ、セイジャンの街に行くとするか。あそこの近くに、共国軍の大きな駐ちゆう屯とん地ちがあって、標的が率いる部隊はそこに駐留しているらしいからな」

「了解よ、ご主しゆ人じん」

「了解した、ユグノー」

「その前に、おまえらは服を着替えて迷彩を落とす必要があるけどな」

「ああ、そうだったわね」

「向こうに見える森、あそこで水場を探して、おまえらは手や顔を洗って着替えるのがいいんじゃないか」

　そう言いながら、ユグノーは自分の背はい嚢のうを背負った。

　荷物はすべて人形ロイドに持たせるという者が多い中、ユグノーは自分の荷物は可能な限り自分で持つようにしている。

　主人マステルに倣って、レミとレイもその場に置いてあった背嚢を背負った。

「じゃ、行くか」

　一人と二体は西の彼方に遠望できる森に向かって歩き出した。
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　セイジャンの街の食堂街──。

　そこにある高級な料理屋にユグノーと二体の魔法人形マジカロイドはいた。

　ユグノーは、金があるときは高級な料理屋や宿屋を使うことにしている。

　今回も支度金をふんだんにもらっているから、高級な店を使うことに躊ちゆう躇ちよはない。

「金など貯めてもしかたがない。ある金は使う。なくなれば仕事をすればいいだけだ。それが俺の生き方だな」

　などと嘯うそぶいているユグノーだが、レイに言わせると、

「ユグノーの金銭感覚が破壊されているだけだね」

　となる。

　それもユグノーに言わせれば、

「高級な店を使うことには、それなりの意味はあるんだよ」

　となるのだが、レミとレイは疑わしそうな顔を崩さない。

「俺の金を俺がどう使おうと俺の勝手だろ」

「あ、逃げた」

「逃げたわね」

「いいから。それより今は次の仕事をどう成功させるかに集中しろよ」

　とユグノーに睨まれ、二体は肩をすくめて口を閉じた。

「まずは標的の普段の行動パターンを探らないとならないな。肝心なのは魔法人形マジカロイドから離れるのはいつか、ということだ。あんな巨大なヤツが住居に入れるわけないからな。食事時や寝るときは必ず人形ロイドから離れているはずだ。もちろん風呂に入るときもな」

　ユグノーがそう言うと、レミが手を口に当てた。

「まぁ。お聞きになりました、レイさん？　ご主しゆ人じんったら、標的のお姫様の入浴を覗のぞく気満々ですわよ？」

「ユグノーも健全な若い男子だし、仕事の前に標的の若くて綺麗なお姫様の裸を見たくなったとしても、それは致し方のないことさ」

「おまえら、俺をなんだと思ってやがる」

　ユグノーがレミとレイを睨ねめつけたが、二体はどこ吹く風で応えた。

「ユグノーは、わたしの大事な大事なご主しゆ人じん様よ♡」

「ユグノーは、僕にとっても大事な大事なご主しゆ人じん様さ」

「おまえらの言葉には誠意というものがまったく感じられないな」

（ほんとにこいつらときたら、人間くさくて困るわ）

「それはユグノーの勘違いだと思うな」

「そうね。大いなる勘違いよね。わたしたちほどご主しゆ人じんのことを愛している魔法人形マジカロイドは他にいないと思うわ」

「いや、そんな奴が他にいたら、それはそれで恐いがな」

　と言ってから、ユグノーはため息を吐ついた。

「おまえらが茶々を入れてくるから、肝心の話が進まないじゃないか。少しは真面目にやれ」

「心外だね。僕は、いつでもどこでも真面目なのに」

「あ～、わかった、わかった。もういいから。それより。話を戻すぞ」

　そう言ってからユグノーはテーブルの上の酒しゆ盃はいを手に取り、持ち上げ、麦ばく酒しゆを喉に流し込んだ。

　ふぅと一息吐はくと、ユグノーは酒盃を荒っぽくテーブルに戻す。

「よし、話を再開しよう」

　レイは小さく肩をすくめてから、徐おもむろに口を開いた。

「僕が気になったのは、あんな巨大な魔法人形マジカロイドをあんな華きや奢しやなお姫様が、どうして動かせているのだろう、ということだね」

「ふむ？」

「間近で直に見たわけじゃないからなんとも言えないんだけど、それでも僕には巨大な人形ロイドに座乗していたあのお姫様に、そんなたいそうな魔力が備わっているとは思えなかったんだよ」

「はぁん、なるほど」

　ユグノーはレイからレミのほうへと視線を向けた。

「おまえはどう感じたんだ、レミ？」

「わたしは、そうね、何か不可思議な力の波動を感じた……かしら」

　ユグノーが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「不可思議な力の波動？　なんだ、それは」

「それが何かわからないから、不可思議な、という形容をしているのよ？」

「ちっ。適当な物言いだな」

「だってそうなのですもの、仕方がないでしょう？　それも、なんというか、魔力とは違う何かの力が働いていたような気がしたのよ」

「仮におまえのその感覚が正しいとして、それはなんだと思うんだ？」

　というユグノーの問いかけに、レミは、さぁ、と肩をすくめた。

「わからないわね。あんな力の波動を感じたのは初めてなのよ。しかも、かなり曖あい昧まいなものだったし」

「適当な上にいい加減な奴だな」

「ねえ、ユグノー」

　テーブルの上に置かれていた、依頼人側が持ち込んだ標的の資料をぱらぱらと捲っていたレイが顔を上げた。

「ユグノーはこれを読んでいる？」

　と、レイは資料を指さして訊いた。

「ざっとだが読んだよ」

「あのお姫様、子供の頃に魔法人形マジカロイドを替えているみたいだね」

　ユグノーの目つきが鋭くなった。

「なに？　本当か」

「読んだんじゃないの？　後ろのほうに標的の略歴があるけど、そこに書いてある」

「略歴なんかに興味はないから、そこは読んでなかった」

　レイの手から奪うように資料を取り上げると、ユグノーは忙しなく用紙を捲った。

　ユグノーの手が止まる。

　用紙の文字に向けられた視線が左右に動き。

　やがて彼は、ゆっくりと顔を上げた。

「たしかに、八歳のときに魔法人形マジカロイドを替えたとあるな。けど」

　ユグノーは首を傾げざるを得ない。

「そんなことって、あるのか？」

「自分の魔法人形マジカロイドが事故か何かで壊れた人が、後に別の魔法人形マジカロイドを得たという例は聞いたことがあるけど」

「でも、替えられる人間なんてごく一部だろ。極めて希まれな例のはずだろ」

「そうだね。それに、新たに魔法人形マジカロイドを得られたとしても、前に使っていた物より能力的に劣るはずだよね。あんなに巨大な魔法人形マジカロイドを新たに得るって、普通ならあり得ないことだよね」

　レイがそう言うと、レミが続いた。

「でも、そこに書いてあるってことは事実なんでしょ？　だったら、その普通じゃないことをあのお姫様はやったってことじゃない。魔法人形マジカロイドを替えざるを得ないような何かが主人マステルであるお姫様の身の上に起きた……のかしらね」

「身の上に何か……か。ここには、八歳のとき、父親の謀む反ほんに連座して捕らえられたとも書いてあるな」

　ユグノーがそう言うと、レミが、へぇ、と身を乗り出してきた。

「謀反人の娘なのね、あのお姫様。でも、今はああして国のために戦っているのだから、罪は許されたってことよね？」

「たしかに八歳の子供が謀反に荷担するとも思えないが、だからといって、無罪放免ってわけにもいかないだろ？　親の謀反だからな。最悪の場合、子供だろうが赤ん坊だろうが死罪になることもあるぞ」

「一般的にはそうなんだとしても、お姫様がああして戦っているんだからさ。死罪どころか、幽閉されることもなかったんでしょ」

「そうだな。翌年にはもう、侵入してきた敵国部隊をあの巨大な魔法人形マジカロイドで蹴散らしたとある。それにしても。謀反で父親が捕まり処刑された頃に、本人は魔法人形マジカロイドを替えているわけか。なんか意味深な符ふ合ごうだな」

　このときユグノーは、もう少し考えるべきだったのだ。

　普通ならあり得ない、八歳になっての人にん形ぎよう替え。

　しかも、替わったのは普通ならあり得ないほど巨大な魔法人形マジカロイド。

　その一事を以もつてすれば、標的の王女が普通でないことは容易に想像できた。

　しかし、ユグノーには、それ以上深く追及する気持ちが湧いてこなかった。

　ユグノーは王女の過去に少しだけ興味を持ったが、彼が標的のことを調べるのは暗こ殺ろすのに最善の方法を探るためで、それ以上でもそれ以下でもなかった。

　ユグノーは頼んだ魚介のマリネを口に運びながら、気のない様子で言った。

「で、どちらが先だったんだろうな」

　レイが訝いぶかしげな目をユグノーに向けた。

「どちらとは？」

「父親の謀反と、当人の人形ロイド替えだよ」

「おや？　ユグノーは標的のお姫様に興味を持ったのかな？」

　そんなレイの問いかけに、ユグノーは、ふん、と鼻を鳴らした。

「興味というか、間違いなく変わった過去を持っているとは言えるよな」

「自分の生せいにも他人の生にも興味がないユグノーにしては、珍しいね」

「ほっとけよ」

「でも、あんまり対象に興味を持ちすぎると、仕事に差し障りが出ない？」

「相手が標的である限り、暗こ殺ろすだけだ。そいつがどんな来歴を持っていようと、今の境遇がどんなだろうと、仕事にはなんの関係もない」

「それを聞いて安心したよ」

「偉そうに」

　ユグノーはレイを睨みつけるが、レイはどこ吹く風で受け流す。

「で？　具体的にはどうするの？」

「だから。策を練るのは、標的の日常を調べ、普段の行動を把握してからだって言ってるだろ。あの魔法人形マジカロイドは超強力だからな。確実にあいつがいない時間、いない場所を選んで狙わなくちゃならない」

「だから、標的の入浴を狙うと」

　レイがそう言うと、レミがわざとらしく天を仰いだ。

「ああ、いやだ。標的が美人だと、すぐそれなんだもの」

「べつに標的が美人かどうかは関係ないだろが」

「あら。標的がむさ苦しい男のときは風呂場を覗こうと言わないじゃないの」

「……言ってほしいのか？」

　レミがぴしゃりと冷たく言い放つ。

「いいえ、要らないわね。わたしも、どうせお風呂を覗くのなら、可愛い女子のほうがいいもの」

「だったら、俺たちの利害は一致してるじゃないか」

「ええ、そう、そうね。わたしが覗けば、ご主人にも素敵な光景は筒抜けなのだもの。では、わたしがあのお姫様の入浴を覗いて、素敵な光景をご主人にも見せてあげるわ。それでいいかしら」

「いや、べつに入浴を覗くのが目的じゃないからな？　それは暗殺ころしの方策を練るための手段に過ぎないことを忘れるなよ」

「そうね。そういうことにしておきましょう」

「しておくんじゃなくて、そういうことだからな？」

「ねえ、レミもユグノーも、ちょっと待ってくれないかな」

「何かしら、レイ？　あなたも素敵映像は見られるのだから文句はないでしょう？」

「文句はないけど、そうじゃなくてさ。レミが入浴を覗ける場所まで忍び込めるんだったら、もうその時点で暗こ殺ろせるでしょ」

　というレイの指摘に、二人は思わず顔を見合わせた。

「言われてみればそうよね。入浴のとき、あのデカブツが一緒なわけないのだし」

「そうだな。デカブツがいないから風呂場まで忍び込めるんだしな」

　レイが呆れた顔で頭を振る。

「だいいち、お姫様がいるのは駐屯地の中だよ？　そこに忍び込んで、さらにお風呂を覗くって、障害が高すぎると思うんだけど。いくら僕とレミでも難しいと思うな」

「いちいちごもっともだな。さすがに駐屯地に忍び込んで暗殺しごとをするってのには無理がある。どこか遠征に出たとき野営地で……ってのが、いちばん可能性が高いな」

「四王国のうちの一つ、ファガラゥシュ王国のお姫様なんでしょ。ずっと駐屯地にいるかしら。王宮に戻ったりはしないのかしらね。もし王宮に戻っちゃったら、もっと手が出せないんじゃない？」

　とレミが言った。

「その可能性もたしかにある。いずれにせよ、標的がどういう暮らしをしているのかを把握するのが大事だな。いざとなったら駐屯地に出入りしている商家に潜り込むなんて手もあるが、時間がかかるのが難点だ」

「兵士に志願すればいいんじゃない？」

　というレイの指摘に、ユグノーは目を見開いた。

「ああ、その手もあったな。いま兵士を募集しているかどうかわからないが」

「それも要確認、だね」

「今回はいろいろ面倒だな。手て強ごわい護衛が付いてても、前回みたいな手っ取り早いのが好みなんだがなぁ」

「仕方がないじゃない。今回の相手は王族なんだもの。大物なんだもの。前回のように簡単にはいかないわよ」

「ま、そういうことだな。その分、報酬も大きいんだしな」

「報酬の多た寡かなんてユグノーには関係ないでしょ。どうせすぐに使っちゃうんだから。使い切っちゃうんだから」

　レイがそう指摘すると。

「金が多いほうが派手に遊べるだろ」

　駄目だこりゃ、とばかりにレイが肩をすくめる。

「そうよねぇ。元手が多ければより多くの女の子を雇えるし？　雇った女の子に給金を弾めば、より多く服を脱いでくれるし？　ご主しゆ人じんは金貨で女の子の頰を叩いて脱がせるのが趣味だものね」

「そんな趣味はねえよ。だいいち、あれは女のほうが勝手に脱いでくれるだけだ」

「なんて勝手な言い草。男って、これだからもう」

「人形ロイドのおまえに男を語られたくはねえな」

　そうレミにツッコんでから、ユグノーは三分の一ほど残っていた酒盃の麦酒を一気に飲み干した。

　麦酒はもう温くなっていたので大して美味くなかった。

「とにかく、まずは駐屯地の見張りだな。王族なんだから専用の宿舎にいると思うし、必要なら駐屯地に出入りできる手段を考える」

「見張りが大勢いると思うから、昼間だとあまり近づけないわよ？」

「そうだな。まずは近づかずに見張れる場所がないかを探す必要があるな」

「いつ行くの？」

「どうせだから、今夜のうちに見に行ってみるか」

　そう言ってユグノーは椅子から腰を上げた。

「え？　もう入浴を覗きに行くの」

　レミがわざとらしく驚いてみせる。

「そんなにお姫様の裸を見たいの？」

「ユグノーにとっては王族なんて高たか嶺ねの花だからね。お姫様の裸を見たくなるのも当然じゃないかな」

「違うだろ！　駐屯地を見張れる場所を探しに行くんだよ」

「いやね、わかってるわよ、そんなこと。ちょっとした冗談じゃない。いちいちツッコんでこないで」

「いや、僕は割と本気だったんだけど」

（こいつらは、ほんとにもう）

　ユグノーは、主人の言うことを素直に聞くだけの魔法人形マジカロイドより人間くさい魔法人形マジカロイドのほうが好みではあったが、さすがにこの二体は極端すぎると思うことがある。

（まぁ、こいつらがこんななのは、主人マステルである俺のせいなんだろうけどな）

　魔法人形マジカロイドを規定するのは主人の魔力であり、気質であり、思考（志向、嗜好）などである。

　だからレミとレイが人間くさくても、二人に責任はない。

　それがわかっているからこそ、ユグノーはツッコみたくなる。

　他人との関わりを持たない、いや、持てない暗殺者アサシンのユグノーは、この二体以外には話し相手すらいないのだ。

（だからこいつらは、ことさら人間くさく振る舞う……か。俺は、それほど人との関わりに飢えているのかな）

　そう思うと、二体の反応もいじらしく思えないでもないが。

（いや、やっぱり扱いが面倒くさい）

　ユグノーは内心でため息を吐つきつつ腰を上げた。

「行くぞ。最悪、今夜は野宿だ」
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　帝国軍の砦を陥おとしたパルミラの部隊が駐ちゆう屯とん地ちまで戻ってきた。

　部隊は毎日、朝から夕刻まで歩き通しだったが、ズムウォルトを乗せた台車を引いての移動であるために行軍速度は上がらず、部隊が帰還したのは五日後の昼になってからだった。

　駐屯地には親衛隊の残り百が部隊の帰還を待ち受けていた。

　この百は輜し重ちようや連絡を受け持つ部隊である。

　本隊が戦闘を行っているあいだ、駐屯地の留守を預かっているのだ。

　パルミラは勝利の報を携えた早馬を走らせていたから、部隊が帰還したとき、駐屯地では出迎えの準備ができていた。

　五日間に亘わたって歩いてきた人と馬のために温かな食事や飼い葉が用意され、希望する兵には湯浴みのためのお湯も提供された。

　そして柔らかく温かな寝具。

　何しろ兵たちは出撃して以降は野営の連続だったのだ。

　久しぶりに温かな食事を摂った兵たちは、温かな寝具に包まれ、疲れを癒いやすためにゆっくりと眠ることができたのだった。





　２






「王ひ女め様、サンフロンランヌでございます」

　食事を摂った兵たちが寝込んだ頃に──もうじき日付が変わろうとしている──パルミラ用の簡易宿舎内にある王女の寝室をサンフロンランヌが訪ねてきた。

「お入りなさい、ランヌ」

「失礼いたします」

　王女の寝室に足を踏み入れたサンフロンランヌはまだ軽装鎧姿だったが、パルミラはすでに鎧を脱いでいて、柔らかな部屋着に着替えていた。

「お待たせいたしました」

「人払いは？」

「ご安心を。この部屋の周囲には誰もおりません」

「そうですか。これでようやく素に戻れますね」

　そう言うとパルミラは椅子から立ち上がり、すぐ側に置いてあるベッドの上に背中から倒れ込んだ。

「あぁぁ、今回も疲れたな」

「ご苦労様でした、王ひ女め様」

「疲れるのはいい。それは吾われが我慢すればいいことだ。それよりランヌ」

「はい」

　パルミラはベッドの上に仰向けに寝そべったまま、顔だけをサンフロンランヌに向けてきた。

「どうかな？　何か噂は拾えたか？」

「いえ、今のところ、なんの報告も入っておりません」

　パルミラは、そうか、と呻うめくように言うと、擡もたげた頭をベッドに落とした。

「彼かの地には繋がり切れロストロイドの巣はないのかな」

「断定することはできませんが、何も引っかかってこないところを見ると、そうなのかもしれません」

「では、別のところを探そう」

「それは……ですが、少し休まれては如何いかがですか。王ひ女め様だけでなく、兵も限界に近いかと」

「そうだな。だが、のんびり休んでいるわけにはいかない。いつ最期を迎えるかわからないのだ。残されている時間は、あまり多くない……」

　パルミラがそう言うと、サンフロンランヌは沈痛な顔で、はい、と頷うなずいた。

「それはそれとして」

　むくりとパルミラが起き上がった。

「戦は肉体的な疲労よりも精神的な疲労が徹こたえる。何しろ兵たちの前では善よき王女様を演じなくてはならないからな」

「ご苦労、お察しいたします」

　一礼したサンフロンランヌは、顔を上げると真面目な顔で言った。

「王ひ女め様は、本当はいい王おう女じよ様ではありませんものね」

「そう言い切られるのも何か納得がいかないが……いや、ランヌの前で格好をつけても始まらないな。では、吾がいい王女ではないところを見せるとするか」

　パルミラはにやりと笑うとベッドの上でサンフロンランヌに向かっておいでおいでをした。

「はい、王ひ女め様」

「吾の精神的な疲弊を癒やす手伝いをしてもらうぞ」

「承知してございます」

　恭うやうやしく頭を下げたサンフロンランヌは、

「すぐに湯浴みの用意をさせます。少しだけお待ちください」

　と言い残して部屋を出ていった。

　サンフロンランヌの後ろ姿を見送ったパルミラは、もう一度ベッドの上に倒れ込み、大の字になって、天井を睨みつける。

（兵を休ませても吾が休むことはできない。そろそろ探す範囲を国の外まで広げたほうがいいのかもしれない。が、そうなると、サンフロンランヌだけでは手駒が足りないな。圧倒的に足りない。やはり誰か手練れを雇うべきか。雇うというか、従えるというか。それにしても、究極の世界人形ムンデイ・ドロイドとはいったい……どんな物なのだ。あの男は……）

　ベッドに横たわっているパルミラを眠気が襲った。

　瞼が重い。

　薄れゆく意識の片隅で、あの男が笑っている。

「世界人形ムンデイ・ドロイドを手に入れれば、おまえは救われるだろう」

「世界人形ムンデイ・ドロイドとはなんなのだ」

　というパルミラの問いかけに男は黙して答えない。

　男は笑い声だけを残してその姿を消してしまった。

「……待て！」

　跳ね起きたパルミラは、そこが駐屯地にある自分の部屋のベッドの上だということに気づいた。

「……またあの男の夢か」

　パルミラの唇が戦慄わなないた。

「最近、よく夢を見る。あの男の夢だ。まさか吾に……」

　パルミラは、その先を言葉にできなかった。

　王女はベッドの上で、両膝に額を載せるようにして膝を抱えて丸くなった。

「王ひ女め様、すぐにお湯の用意が調います」

　戻ってきたサンフロンランヌの声に、パルミラが顔を上げた。

　顔を上げ、足を抱えていた両手を解くと、大儀そうに立ち上がる。

「……どうかなさいましたか、王ひ女め様」

「ランヌを脱がすのが待ちきれなかっただけだ」

「あ、そうで、ありま、すか」

「よし、湯浴みに行くぞ」

　先ほどまで見ていた悪い夢を脳のう裏りから追い出すように頭を振ると、パルミラは着ていた部屋着を脱ぎ捨てる。

「王ひ女め様、お行儀が悪うございます」

「行儀なんて丸めて犬の餌えさにでもしてしまえ。どうせ今から吾は、とても行儀の悪いことをするのだ。そうであろう、ランヌ？」

　パルミラの目が妖しく燃えている。

「あ、あの、ええ、まぁ」

「よし、ランヌも脱げ」

「こ、ここで、でございますか？」

「どうせ湯浴み場所まで行けば脱ぐのだ。ここで脱ぐのも湯浴み場で脱ぐのも、大した違いなどない」

　そう言いつつ脱衣の手を止めないパルミラは、あっという間に下帯まで外して全裸になってしまった。

　サンフロンランヌはパルミラの体から視線を外せない。

　美しく盛り上がった乳房。

　双丘の頂点のピンクの乳輪とそこに載っている可か憐れんな乳首。

　肌き理め細やかな肌と、大きくくびれた腹部。

　股間の薄い金色の翳かげり。

　すらりと伸びた筋肉質の両足。

（いつ見ても、優れた彫刻のような美しさです）

　パルミラの肉体美に見とれながら、サンフロンランヌは抗議の声を上げる。

「いえ、大違いだと思うのですが。だいいちここで脱いだら、湯浴み場までどうやって行けばよろしいのですか」

「そんなもの、裸で行けばいいだけではないか。人払いがしてあるのだろう？　湯浴み場にも信の置ける侍じ女じよしかいない。裸でも、なんの問題もない」

「い、いえ、しかし」

　王女ほど思い切りよく開き直れないサンフロンランヌが、その場で固まっていると、全裸のパルミラが近づいてきた。

「あの、王ひ女め様？」

「脱がないのなら、吾が脱がせる」

「わ、わかりました、脱ぎます。脱ぎますので、少しお待ちください」

「早くするように。裸で待つのは寒い。サンフロンランヌがぐずぐずしているせいで、吾は風邪を引きそうだ」

（自分で勝手に脱いだくせに、わたしのせいにされても）

　と思ったものの、そんなことを口に上すことはできない。

　サンフロンランヌは自分を見つめるパルミラの視線を感じつつ、歯を食いしばって軽装鎧を脱ぎ、軍務服も脱ぎ、胸覆いと下帯を外した。

「王ひ女め様、あの、脱ぎ終わりました」

「うん、見てたから知っている」

「あ、はい、そうで、すね」

「では、湯浴み場へ行こう」

　パルミラが左手を差し出してきたので、サンフロンランヌはそれを右手で握った。

　全裸の二人は手を繋ぎ、パルミラの寝室を出て、湯浴みのための部屋に向かった。
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　浴室として使われているのは建物の隅にある小さな部屋だ。

　そこへ四体の魔法人形マジカロイドが、熱いお湯を張った浴槽を運んできた。

　人間なら三人、四人で持ち運べる代しろ物ものではないが、魔法人形マジカロイドなら運べる。

　だから、何往復もしてお湯を入れた手桶を運ぶより、お湯を入れた浴槽を運ぶほうが手っ取り早いのだ。

　そのため王女の周りには、力のある魔法人形マジカロイドを持っている侍女が配されている。

　駐屯地であっても、王族のパルミラには侍女を伴う権利があった。

　四体の魔法人形マジカロイドは主人マステルである侍女に指図され、浴室に浴槽を運び入れた。

　宿営地の簡易宿舎だから、造りは簡単な物だ。

　独立した浴室を用意することは難しく、浴室は物置小屋を改造して使っている。

　とはいえ、床や壁をタイル張りにして濡れても平気なようにして、床に排水口を設け、壁に排気口を開け、竈を置くといった程度の改造だが。

　四体の人形ロイドが浴槽を浴室の中央に置くと、続けて二体の人形ロイドが熱湯を入れた陶製の瓶かめを運び入れた。

　二体はそれを竈に乗せると火を熾す。

　こうしてお湯を火にかけておけば、浴槽内のお湯が少しくらい冷めたとしても、熱いお湯を注ぎ足せるというわけだ。

　浴槽に手を入れ、お湯の温度を確かめていたサンフロンランヌが振り返った。

「王ひ女め様、ちょうどいい湯加減です」

「そうか」

　一つ頷いたパルミラは、浴槽へ向かって足早に近寄った。

「ランヌ、お湯をかけてくれ」

「はい、王ひ女め様」

　サンフロンランヌは浴槽の前に立ったパルミラの体にお湯をかけ、王女の体に付いた戦塵を洗い流してやった。

　パルミラは気持ちよさそうに一つ大きく息を吐はくと、浴槽の縁を跨またいで、お湯に足を入れた。

　王女はすぐに濡れた体をお湯に沈め、長々と体を横たえる。

「ランヌも早く来るように」

「はい、王ひ女め様」

　パルミラと一緒に湯浴みするのは、いつであっても胸が高鳴る行為だ。

（ふっふっふっ、ラヴァール隊長、あなたには逆立ちしてもできないことですねぇぇ）

　優越感と自尊心が膨らんで胸の中で爆発しそうになるサンフロンランヌだった。

「失礼いたします、王ひ女め様」

　と声をかけ、サンフロンランヌが静かに浴槽内に足を入れる。

「背中を流してくれ、ランヌ」

　浴槽の中で膝立ちになったパルミラが背中を向けてきた。

「はい、仰せのままに」

　サンフロンランヌは石鹼を手に取ると、お湯をかけて泡立て、泡だらけになった手で優しくパルミラの背中を撫で回す。

「敵兵の弓矢も吾にとっては強敵だが、やはり年頃の女子には汗や埃も強敵だ」

「さようでございますね」

　王女の背中と首筋を石鹼の泡だらけにしたサンフロンランヌは、そのままお尻や太ふと腿もも、脹ふくら脛はぎも両手で優しく擦っていく。

　それからサンフロンランヌは、パルミラを浴槽の外に立たせると、手桶でお湯をかけてやって、石鹼の泡を洗い流した。

「さ、王ひ女め様、もう一度、こちらへ」

　サンフロンランヌが呼びかけると、王女は再び浴槽内に戻った。

　浴槽内に立ったパルミラの眼前に跪いたサンフロンランヌは、もう一度、両手で石鹼を泡立てる。

「では、失礼いたします、王ひ女め様」

「うん。存分に洗え」

　サンフロンランヌは王女の首筋から胸元、乳房、腹部、脇腹、下腹部、太腿から脛、足の甲、足の指までを優しく丁寧に洗ってやった。

　パルミラはうっとりとされるがままになっている。

　首から爪先まで泡だらけになったパルミラを、またもや浴槽の外に立たせると、サンフロンランヌは彼女の体にお湯をかけた。

「気持ちよかったぞ」

「王ひ女め様に喜んでいただけて満足です」

「次は吾の番だな。ランヌの体を、全身、隈無く、洗ってやろう。それはもう丁寧に、入念に、執拗に、優しく洗ってやろう」

　少し顔を赤らめたサンフロンランヌは、浴槽の中で膝立ちになって上体を突き出す。

「王ひ女め様の仰せのままに」

　パルミラは石鹼を手に取ると、お湯をかけて泡立て、石鹼を置いた。

　泡でぬるぬるになった両手をサンフロンランヌの豊かな乳房に置くと、真面目な顔で擦り始める。

「ランヌのおっぱいは本当に見事だな」

「あ……お、お褒めに与り、あっ、恐縮でございま、あぁっ」

「ランヌは美人でスタイルもいいし、おっぱいも大きい。言い寄る男は星の数ほどいるのではないのか？」

「そんなことは、あ、ございま、せん、あぁ、だいいちわたしには王ひ女め様にお仕えするという、あっん、大事なお役目が、あぁぁ、ございます故っ」

「べつに吾に仕えていても、男の一人や二人、相手にできるだろう」

「そ、そんな、あん、王ひ女め様は、あぅ、わたしが男の相手をしてもあぁ、よ、よろしいのですか？」

「よろしくはない」

　パルミラは擦る手に力を込めた。

「サンフロンランヌの体は吾の物だ。吾だけの物だ。この素敵なおっぱいを触ったり揉んだり舐めたりしていいのは吾だけだ。もしそんな巫ふ山ざ戯けたことをする男がいたら、首を刎はねてやる」

「あっ王ひ女め様っ強く擦りっ、あんっ、すぎでございますっ」

「そんなつれないことを言うな。ランヌのおっぱいを洗うのが吾の生きがいなんだぞ。洗うついでに揉み拉しだくのもな」

「あっ、あっ、あぁっ」

「しかし、いつ見ても、いつ揉んでも思うのだが」

　パルミラがにゅるにゅると忙しなく動かしていた手を止める。

「あ……はい？　な、何がでございます、か？」

「どうしたらこれほど見事に成長するものなのか。何か秘訣とかないのか？」

「そ、それは……いつも申し上げていますように、秘訣など、ございません。わたしは気がつくと成長していただけでありまして」

「羨うらやましい話だ」

「だ、大丈夫でございますとも。王ひ女め様は大器晩成型でございます故、わたしなどより立派なお胸に成長なさいます」

「さてな」

　パルミラは皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「吾の体が本当に大器晩成型だとしても、十分に成長するまで生きていられるかはわからないが」

　パルミラの声が少し暗くなっているのに気づき、サンフロンランヌは大いに焦った。

「だ、大丈夫でございます。いくら呪いとはいえ、王ひ女め様のお命、そう簡単に尽きるはずがございません。王ひ女め様は祝福されし戦いくさ女め神がみなのでございますから、呪いと祝福とでお相子でございますよ」

　少し白々しかったかな、と思いつつ、それでも必死にサンフロンランヌがパルミラを元気づけると。

「そうだな。まぁ、そう簡単に死んで堪るかという話だな。だが、吾が生き延びるためには、あれを見つける必要がある。今のところまったく手がかりがないが」

「ですが王ひ女め様、本当に究極の世界人形ムンデイ・ドロイドなどという物が存在するのでしょうか」

「吾には判断ができないが、彼かの人形士が存在しない物を存在していると噓をつく理由もない。ならば、それは本当にあるのだろう」

「そうですね。ええ、そうです。きっとあるのでしょう。やはり一刻も早くそれを見つけなくては。王ひ女め様にかかった呪いを解くために。不肖、このサンフロンランヌ、そのためなら、どのような危険であろうと顧みない覚悟であります。必ずや王ひ女め様のお役に立ってご覧に入れます」

「礼を言うぞ、ランヌ。こんな話ができるのもランヌだけだ。吾の手伝いをしてもらえるのはランヌだけだ。本当に助かっている」

「王ひ女め様……」

　サンフロンランヌの胸から幸福感が溢れそうになる。

「さて、それはそれとして」

　パルミラが手の動きを再開させた。

「続きをしよう」

　王女は、むぎゅ、とサンフロンランヌの豊かな胸を摑むと、再びにゅるにゅると洗い始めた。

「あぁぁ王ひ女め様！　王ひ女め様はわたしが必ずお守りいたします！　命に替えましても！」

「頼りにしている、ランヌ」

　にゅるにゅる。

「おっ任せください、いぃっ」

「任せるとも」

　それからパルミラはサンフロンランヌの体を洗いまくった。

　洗うだけでなく、揉んだり、叩いたり、舐めたり、吸ったりした。

　サンフロンランヌも負けずに、王女への奉ほう仕しを捧げた。

　洗い、洗われ。

　揉んだり揉まれたり。

　情熱的な湯浴みは延々と深夜まで続いた。

　やがて二人はパルミラの寝室に戻り、情熱的な宴うたげを深しん更こうまで繰り広げたのだった。
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　夜明けに近い時刻──。

　サンフロンランヌとの情熱的な宴を終えたパルミラは、侍女に用意させたお湯で体を拭かせていた。

　侍女の魔法人形マジカロイドがお湯で濡れたタオルでパルミラの全身を丁寧に拭き終えると、王女は彼女たちを下がらせ、一人で着替えを始めた。

　パルミラがただの王女なら、着替えも侍女（の人形ロイド）にやらせてしまうところだが、彼女は軍人でもある。

　着替えくらいは自分でしなくては部下に示しがつかない。

　寝間着を着終えたパルミラは、窓辺に立つと、外を見やった。

　透明な硝子ガラスを通して明るい半月が輝いているのが見えた。

　今の王女には入浴時に見せた高揚感や戦場で見せる凜々しさの欠片かけらもなかった。

　物もの憂うげな顔で、ぼんやりと月を見上げている。

「あの人形士が言った二十歳まで、あと四年。それまでになんとしても、あれを見つけなくてはならない。けれど、本当に見つかるのだろうか。探し始めてもう八年になる。これまでも手を尽くして情報を求めてきた。けれど確実な情報は得られていない」

　王女は半月から視線を外し、ゆるゆると天井を見上げる。

（あるのか、ないのか。いや、あの男があると言ったのだ、必ずどこかにある。だが、いったいどこにあるのだろうか）

　王女は恐れていた。

　死期が近づくのを恐れていた。

　戦女神と称えられても、パルミラは、まだ十六歳。

　戦場で飛び交う矢を恐れることはなくても、人知れず忍び寄ってくる死神の存在は、喩えようもなく恐ろしい。

　けれど、それを恐がる自分は、誰にも見せられない。

　サンフロンランヌにさえ見せられない。

　知られたくない。

「あと四年……たった四年。あの男は、運がよければもう少し……と言ったが、猶予はないと思ったほうがいいだろう。四年のあいだに見つけることができるだろうか。あの男が言った世界人形ムンデイ・ドロイドを……」

　王女は俯うつむき、ほう、と一つため息を吐ついたが、しかし、すぐに顔を上げ、挑むような目つきで再び輝く半月を見上げた。

「いや、見つける。必ず見つけて、吾に懸かった呪いを解く。あの呪いさえ解ければ、あとは後こう顧この憂うれいなく進んでいけるというものだ」

　パルミラの表情は冷たく冴えていて。

　瞳はどこまでも澄んでいて、けれど熱く燃えている。

　月に向かって挑むような視線を向けている王女の姿を、窓硝子を通して差し込む銀色の月光がいつまでも照らしていた。
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　セイジャンの街までやって来たユグノーと双子人形デイオスコロは、パルミラ親衛隊が宿営しているファガラゥシュ王国軍駐屯地の見張りを始めたのだが、王女の日常がどんなものかを確認する前に見張りを終えざるを得なくなった。

　駐屯地に張りついて三日後、パルミラ王女が率いる部隊が出撃していったのである。

　それを知ったとき、ユグノーはずいぶんと驚いたものだ。

「マジかよ。たった三日でもう移動するのか!?　兵が休む間もありゃしないだろ」

「そうだね。ずいぶんと無茶使いするね」

　そうレイが応じると、レミも不審げに首を傾げた。

「っていうか、王族でしょ？　王女様に対する遠慮とか敬意とか、少しも感じられないわね。そこまで切羽詰まっているのかしら、ファガラゥシュ王国は」

「切羽詰まっているというより、少し複雑なお家の事情を抱えているみたいだな」

　とユグノーが言うと、そうなの？　と二体が主人の顔を見やった。

「複雑な事情って、どんな？」

　とレイが訊く。

「今の国王はあの王女の叔父に当たるのは知ってるだろ」

「あ、そうだった。お姫様の父親は謀む反ほん人にんとして処刑されたんだ」

「謀反人に連なって一族の多くも処刑されたらしいが、謀反人の弟に当たる今の国王は処刑どころか国王に昇ったわけだからな。もしかすると前国王の謀反を鎮めたときに、なんらかの働きというか、大きな功績があったんじゃないのか？　自分で鎮圧に動いたのか、共きよう国こく府ふに注進に及んだだけなのかはわからないが。そうでなければ謀反人の弟が国王位に即つくってのがありえないだろ」

「なるほど、たしかにね。でも、第二王女であるパルミラも助かっているんだよね」

「そう、それもわからない点の一つだな」

　レイは瞬時、考え込む素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

「もしかして父親を売った……とか？」

　ユグノーは小さく肩をすくめた。

「父親の国王が謀反人として処刑されたのに王女が生き残ってるってことは、そうなのかもしれない。ま、可能性の問題でしかないがな」

　さて、と言ってユグノーは立ち上がった。

　すでに夜が明け、辺りはすっかり明るくなっている。

「一度、その叛逆事件のことを詳しく調べてみたほうがいいのかもしれないが……今は王女を追いかけるのが先決だ」

「そうだね。だけど、今度はどこに向かうのかな」

　とレイが訊くと、ユグノーは、ふん、と鼻を鳴らした。

「そんなの、追いかけていけば嫌でもわかるさ」

「行き先がわかれば、先回りできるじゃない」

　とレミは些いささか不満そうな顔だが、ユグノーは薄笑いを浮かべて言った。

「張りついていれば行軍の途中で暗こ殺ろせる機会が巡ってくるかもしれないだろ。途中で殺やれるなら、それに越したことはない」

「そんな機会があるかしらね」

「少なくとも駐屯地に忍び込むより行軍中の夜営地に忍び込むほうが楽だ。違うか？」

　ユグノーに言われ、レミは渋々といった体ていで頷いた。

「そうね。それは認めるわね」

「ってわけで、しばらくは付かず離れずの追跡行だ。そんなに強行軍ってわけでもないだろうから、ま、気楽に行こうや」
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　戦をしたばかりの部隊が移動するのだから行軍速度はそれほど上がらないだろうと、ユグノーはそう思っていた。

　だから、のんびりあとを追っていけばいいと高をくくっていた。

　ところがパルミラの部隊は思いの外、強行軍だった。

　今回は多数の荷馬を用意して、ズムウォルトを載せた台車を引いているから、人が引いて歩くよりも行軍速度はずっと速い。

　おまけに、あまり休まない。

　ゆっくりついていけばいいと思っていたユグノーが購入したのは、安い馬だった。

　あまり速度が出せないし、耐久力もない。

　すでに馬は疲ひ弊へい気味で、このままだと、途中の街で別の馬を調達しなくてはならないかもしれない。

「まったく。こんなことなら最初からいい馬を買っておけばよかったぜ」

「安物買いの銭失いとは、まさにご主しゆ人じんのためにある諺ことわざね」

「そんな諺が俺のために用意されてるなんて知らなかったな」

　ユグノーは、自分のすぐ前で馬の鞍にちょこんと跨がっているレミの頭を軽く叩いた。

「おまえはいつも一言余計なんだよ」

「痛いわ、ご主人。頭蓋骨にひびでも入ったらどうするの」

「いや、お前の頭には頭蓋骨なんかなかったと思うけどな」

「あぁ、そうだったわね」

「こいつは、まったく」

　ユグノーはレミの後頭部を睨みつけるが、レミはどこ吹く風の体だ。

「それより、ユグノー」

　今度はユグノーの背中で声が上がった。

「お姫様の部隊、なんであんなに急ぐのかな。ついこのあいだ戦ったばかりじゃない。兵を休めるという気配りがないのかな、あのお姫様には」

　馬にはユグノーとレミ、レイの三人が──正確には一人と二体だが──乗っている。

　双子人形デイオスコロは軽くて小柄なので、一緒に乗って馬を走らせても大きな問題はない。

　馬に乗せずにレミとレイを走らせることもできるのだが、それだとユグノーが魔力を消費するので、移動のときは、たいていこうして一緒に馬に乗る。

　急がなければ三人で馬車に乗る。

　急がなくてもよくて金がないときは三人で歩く。

　レミとレイがいれば、たとえ野盗に襲われても返り討ちにすることは容易たやすいから。

　レイの問いかけにユグノーが応えた。

「王女に気配りが足りないのか、それとも戦況がそこまで切羽詰まっているのかはわからないが、この行軍速度は普通じゃないな。普通じゃないというより、ちょっと異常だと言ってもいいくらいだ」

「戦況がそこまで悪化してるとは聞いていないけど？」

「じゃあ、王女が兵を虐いじめて喜ぶ加虐趣味の持ち主なんだな」

　ユグノーがそんな軽口を叩くと、すかさずレイが茶々を入れてきた。

「へえ。ユグノーと気が合うかもね」

「俺はそんな趣味を持ち合わせてないぞ」

　すると今度はレミが割り込んでくる。

「あら、ご主しゆ人じんったら、わたしやレイを虐めて喜んでいるではないの。さっきだって、頭を思い切り叩かれて頭蓋骨が割れそうになったわね」

「だから。おまえには頭蓋骨なんてないだろと。っていうか、べつに喜んじゃいないわ。おまえが余計なことを言うから、教育的指導として叩いただけだろが。しかも思いっきり優しく」

「優しく叩くって、意味がわからないわね」

「おまえが余計なことさえ言わなきゃ叩かれることはないんだ」

「叩く代わりに脱がすの？」

「脱がすか。阿あ呆ほか。俺をその辺のヘンタイと一緒にするな」

「レミ、ユグノーはヘンタイではないよ」

「あら。レイがご主人の味方をするなんて珍しいわね」

「変人ではあるけどね。もしかすると偏執病かもしれないけどね」

「ぜんぜん味方じゃねえな」

「で？　どうする？　次の街で馬を買うの？」

「そうだな」

　手綱を操りながら、ユグノーが考える素振りを見せた。

「ここのところ野宿が続いてて疲労も溜まってきてる。温かくて柔らかな寝台ベツドで寝たい気分ではあるな」

「それはわかる。ユグノーに疲労が溜まると、繋がりリンクしている僕たちも本調子じゃなくなるしね」

「だろ」

　すかさずレミが口を挟んできた。

「騙されちゃダメよ、レイ。ご主人は街に泊まって女の子を呼んで、いやらしいことをして遊びたいだけなの。それができないから欲求不満になってるの」

「ああ、なるほど。それもわかる」

「わかるな。そんなこと考えちゃいないわ。そんな真似したら疲れが増すだけだろうが。暗殺しごとの最中には女遊びも賭け事もしないのが俺の流儀だ。いや、むしろ信念だな」

　レイとレミが疑わしそうな顔になる。

「その流儀も、もう何度も破られているわよね」

「簡単に破られるようなことを、信念！　とか格好良く言わないでほしいな」

「うるせえな。だからおまえらは、ごちゃごちゃと余計なことを言ってないで、黙って従ついてくればいいんだよ」

「ユグノーが文句ばかり言ってるから、少し慰なぐさめてあげようとしただけなのにね。ねぇレミ」

「そうよね。不平不満ばかり垂れ流しているご主しゆ人じんの浅ましい姿を見ていられないから少し気を紛らわせてあげようとしただけなのにね、レイ」

「おまえらにそういう気を回されると、よけい苛つくんだよ。っていうか、俺を挟んで前後で勝手に話すなよ」

「ユグノーはいつも文句を言ってるけど、そんなに怒ってばかりで楽しい？」

　レイがそう言うと、手綱を操るユグノーの手の動きが一瞬、止まった。

　が、彼はすぐに手綱を操る動きを再開させる。

「べつに人生を楽しもうとか思ってねえよ」

「そうね。ご主しゆ人じんは大たい枚まい叩はたいてどんちゃん騒ぎしても、女の子を呼んでいやらしいことをしても、少しも楽しそうじゃないものね」

「それこそ大きなお世話だ」

（本当にこいつら、人形ロイドらしくない奴らだ。まぁ、そこが気に入っているんだが）

「いくら王女が加虐趣味だったとしても、兵たちがこれ以上、行軍速度を上げられるとも思えないし。次の街に入って馬を買い換えて、ついでに宿屋に泊まるとするか」

「ああ、僕はかまわないよ」

「わたしもご主しゆ人じんがそう決めたのならそれでいいわ。もしかしたらお姫様の部隊がどこへ向かっているのかの情報を、街で得られるかもしれないしね」

「ああ、俺もそれを考えていたところだ。ってことで、この先にある街、メジュルーに寄るぞ」

「了解だよ」

「了解よ」

　どうせ買い換えるのだから乗り潰してもかまわないとばかりにユグノーは馬の速度を上げ、十リーグ（約四十八キロメートル）ほど先の城郭都市、メジュルーに向かった。
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　メジュルーに入ったユグノーは、泊まれる宿屋を探して部屋を確保すると、レミとレイを連れ、仕事を探している旅の者を装って街を歩いた。

　いろいろな店を周り、幾つかの商工業組合ギルドや傭兵組合、斡あつ旋せん屋やにも顔を出し。

　何かいい仕事はないかという話を持ちかけては、相手の反応を窺うかがい。

　それとなく戦の話なども織り交ぜる。

　最初の何軒かは実のある話はできなかったが、その後、立ち寄った斡旋屋で耳寄りな情報を入手できた。

　それは、北方のウグノーシュの街で人手を集めている、というものだった。

「何か大がかりな工事があるんじゃないかな。この街にも人集めの募集が来るくらいだからね。あと、作業員だけじゃなく兵隊も徴募してるみたいだよ」

　斡旋屋の主しゆ人じんは、そんなふうに言った。

「兵隊をか。それ、期間は？」

「長期から短期まであるよ。最短だと、三ヵ月だけ、なんてのも」

「ここで紹介状を書いてもらえる？」

「ああ、いいよ。ウグノーシュにある司令部の徴募係宛の物になるけどね」

「じゃあ、頼むわ」

　主人はすぐに紹介状と応募先の地図を書いてユグノーに渡した。

　彼は紹介状の料金に少し色を付けて主しゆ人じんに渡した。

「何かあったら、またいつでも来てくれ」

　機嫌よさそうに笑う主しゆ人じんに軽く手を上げ、ユグノーは店を出る。

　出たところでレイが訊いてきた。

「わざわざお金を払って紹介状を書いてもらう必要あった？」

「大した金じゃないからいいんだ。斡旋屋の紹介状を持っていると、他の店を回るときもいろいろと便利だからな。それに金を払ったからこそ紹介状をもらえたんだ。余よ所そ者ものがあれこれ話を聞くときは、これがあったほうが胡散臭い目で見られなくて済むからな。しかし、北方の街、ウグノーシュか」

「ユグノーは、お姫様の部隊がそこへ向かうと考えているの？」

　というレイの問いに、ユグノーは思案気な顔で応えた。

「まだ確実なことは言えないが、ウグノーシュで大々的に人手を集めているのは、おそらく街の城壁や望楼の補強をしようっていうことだろ。もしくは、どこかに陣地を築こうってことだろ。ならば、王女の部隊がそこへ向かう蓋がい然ぜん性せいは高い。わざわざ東方戦線を離れて、こんなところまで来たんだからな。方角的にはこのまま北へ向かうと考えるのが妥当だな」

　ユグノーの推論を聞いたレイが、なるほど、と頷く。

「ウグノーシュ北方で蛮族の動きが活発になっているから街の守備力を高めようとしているのかな。お姫様の部隊が急いで現地へ向かっているのは、まさか、こちらから攻勢をかけようというつもりなのかな？」

「攻勢をかけるにせよ、このあいだ戦ったばかりの部隊を呼び寄せて、というのが謎だがな。まぁ、あのデカブツは超強力だから、援軍として呼び寄せたのかもしれないが。攻勢に出るにせよ守勢に回るにせよ、ウグノーシュの駐留軍は戦に備えて動いているに違いない」

　ユグノーがそう言うと、レイは、で？　と小首を傾げた。

「その場合、ユグノーはどうするの」

「戦が起こりそうだというなら、その前に仕事を済ませてしまいたいところだ。そのためにも王女の部隊に追いついておかないと。どこかで隙すきができるかもしれないし、できないならできないで、部隊がどこまで進んでどこに陣を張るのかを確かめないと。明日は城門が開き次第、街を出るぞ」

「了解したよ。ところで今夜は？　女の子を呼んでいやらしいことをする？　それとも酒場で痛つう飲いん？」

　レイがそう訊くと、レミが小声で言った。

「その両方ではないの？」

　ユグノーはレミを睨みつけてから首を横に振った。

「今夜はやめとくさ。疲れが溜まってるし、明日も早いし。おとなしく寝て、疲労回復に努めなきゃあな」

　レミがわざとらしく口に手を当て、まぁ、と驚く真似をする。

「真面目なのね、ご主人。明日、嵐にならなきゃいいのだけど」

「なるか。っていうか、俺は暗殺しごとをしてるときは、いつだって真面目だ」

　すかさずレイがツッコんできた。

「逆に言うと、暗殺しごとをしてないときは、いつも不真面目ってことだよね」

「ほんっとに一言多いな、おまえら」

　ユグノーは辟へき易えきした顔になって吐き捨てるように言った。

「もういいから少し黙ってろよ」

　レミが、えへん、と薄い胸を張る。

「仕方がないわね。すこし黙ってあげるわよ」

「なんで上から目線なんだよ。主人マステルの言うことにいちいち反抗するおまえらは、じつは欠陥品なんじゃないかと思えてくるわ」

「主人マステルと人形ロイドは繋がりリンクしているからね。僕たちが欠陥品ということは、ユグノーも欠陥人間だということさ」

　レイがそう言うと、レミが、あら！　と手を打った。

「言い得て妙ね」

「だから。黙れと」

　ユグノーが殺人光線を発射しそうな目つきで睨むと、ようやく二体は口を閉じた。

　おとなしくなった二体を連れ、ユグノーはさらに何軒かの組合ギルドを回った。

　これという決定的な情報こそ得られなかったが、それでもパルミラ親衛隊の行く先はウグノーシュ近郊に滞陣している北方軍団の軍団本部と見て間違いなさそうだった。

　そこでユグノーは、レイとレミを連れ、予定どおり翌朝にメジュルーの街を出てウグノーシュへと向かったのだった。
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　ウグノーシュへと向かう一級街道──カンデュー街道と呼ばれている──をユグノー一行が北上していた。

　パルミラの部隊とは少し距離が空いてしまったが、その差を詰めようとして、ユグノーは馬を疾しつ駆くさせている。

　メジュルーで新しく買った馬は、値段が高かったこともあって、速度も出せたし耐久力にも優れていた。

　カンデュー街道は南北を結ぶ重要な街道で、普段ならかなり往来が多いのに、先ほどから前後に人影が見えない。

　メジュルーの街で仕入れた情報の中に、最近、カンデュー街道で野盗が頻繁に出るというものがあったから、もしかしたら隊商や旅人は野盗の存在を嫌って、別の道へ迂回しているのかもしれない。

　先を急ぐユグノーは、野盗の存在などまったく気にせず、ひたすら単騎駆けでパルミラの部隊を追いかけていく。

　それまで丘陵地帯を縫ぬうように北上していたカンデュー街道に、左右から山の斜面が迫ってきた。

　季節は春から初夏へと巡る頃合い。

　山の斜面は一面の新緑に、そして原野も野草に覆われ、初夏のまばゆい日差しの下、辺りは草いきれに満ちていた。

　やがて街道は谷筋に入り、山塊を縫うようにして少しずつ高度を上げていく。

　街道も山の陰に入ることが多くなり、咽むせるような草いきれは遠のいた。

　このまま街道はオザック峠まで登り、その先は、だらだらと北の平原地帯へと下りていくことになる。

　麓ふもとの郷ごう村そんからオザック峠までの道のりの半分ほどを過ぎた頃だろうか。

　左右の山の斜面が急峻になり、道が蛇行していることもあって見通しが悪くなる。

「ねえ、ユグノー」

　ユグノーの背中に密着するようにして鞍に跨がっているレイが小さな声を発した。

「いま崖の上に人影が見えた気がするんだけど」

「ほう、そうか。たしかにこの辺は襲うのに手頃な地形だな」

　ユグノーの前に乗っているレミが小さな頭を僅わずかに左右に振る。

「野盗かしら？」

「かもしれないな」

「どうするの？」

「どうするもこうするも」

　ユグノーはそこで言葉を切った。

　レミにもレイにも彼の顔は見えていないが、主人マステルが楽しそうに笑っているのを二体は感じていた。

「このまま突っ切るだけだ。手出しをしてこなけりゃ見逃してやるが、襲ってきたなら返り討ちにするさ。それだけの話だな。王女の部隊に早く追いつくためには手出ししてこないほうが助かるが、俺としては襲ってきてくれたほうが楽しいな」

「相手が何人いるかわからないよ？」

　とレイが言うと。

「百はいないだろ。もしそんな大勢力がいたら軍が黙ってみてるはずがない。せいぜい二、三十。多くても四、五十だな。だったら問題はない」

　不敵なユグノーの言いぐさだが、レミとレイも同じ意見のようで、

「そうだね。問題はないね」

「まったくないわね」

　と頷いた。

「ってことで、このまま走る」
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　襲ってきてくれたほうが楽しいというユグノーの期待に応えようとしたわけでもないだろうが、道の両側に急きゆう峻しゆんな斜面が迫る難所を抜ける前に、案の定、野盗が襲いかかってきた。

　野盗の数はざっと三十ほどで、全員が馬に乗っていた。

　野盗の騎馬は右手の斜面から一いつ気き呵か成せいに駆け下ってくる。

　斜面を見上げたユグノーが、ほう、と小さく唸った。

「こんな急斜面を馬で下りるとか、なかなか見事な騎乗術だな。これだけの腕があれば、取り締まりの網をかいくぐってるのも納得だが」

「感心してる場合じゃないと思うわね」

　レミに冷めた声でツッコまれたユグノーは、わかっているさ、と頷く。

「じゃ、行ってみるか」

　ユグノーは馬の横っ腹に括りつけてあった魔ま銃じゆうを引き抜くと、レミに渡した。

「この状況だと、奴らの馬から馬へって形だな」

「了解したわね」

「レイはここで待機。レミの攻撃に相手がどう反応するかを見極めた上で動け」

「了解だよ」

　レミとレイが鞍の上で立ち上がる。

　ユグノーが馬の速度を少し落としたとはいえ、走る馬の鞍上に立つなどという芸当は、魔法人形マジカロイドであっても、そう簡単にできるものではない。

　二体のバランス感覚が並外れて優れているのがわかる。

　野盗の馬群がすぐそこまで迫ってきた。

　野盗ども（の人形ロイド）は弓矢を持っておらず、槍や剣などの得物を手にしている。

　得物を持っていない人形ロイドは、自らの体を武器にするタイプなのだろう。

　街道の手前まで来ているのに、駆け下りてくる勢いを緩ゆるめない。

　あのまま雪崩なだれのように上から突っ込んでこられたら、ユグノーの乗っている馬など、ひとたまりもない。

　前に逃げるか、後ろへ下がるか。

　だが、それこそ野盗の思う壺だとユグノーは思っている。

　だから彼は、その場に馬を止めた。

「行け！」

　ユグノーのかけ声と同時に、レミが跳んだ。

　もはや跳躍ではなく飛翔という言葉が相応ふさわしい。

　短いスカートと派手な色彩のドレスが風にはためく様は、まるで蝶々のようだ。

　レミは舞うように空中高く飛んで、そして山の斜面を恐るべき速度で駆け下ってくる馬群の中に下りていった。

　多くの馬には野盗と共に彼らが使役する魔法人形マジカロイドも乗っていたが、中には乗せずに走らせている者もいた。

　それらの人形ロイドは自分の足で走るのが得意な獣けもの型がただ。

　襲撃のメインは人ではなく人形ロイド。

　乗り手は馬を操ることに専念し、獲物を襲うのは人形ロイドの役目。

　そんな役割分担があるからこそ、野盗は乗馬の腕前をとことん追求できるわけだ。

　人と人形ロイドの二人乗りを──正確には一人と一体乗りだが──している野盗たちの馬の一頭にレミが舞い降りた。

　彼女の足裏が野盗の頭頂部に触れた直後、野盗はバランスを崩して落馬する。

　乗り手を失った人形ロイドは、もはや無力。

　レミが人ひと型がたの魔法人形マジカロイドを蹴り落とすと、そいつはあっさりと落馬し、斜面を転がり落ちていった。

　レミは主のいなくなった馬の鞍に静かに着地すると、鞍の上に仁王立ちになる。

「さぁ、魔ま弾だんの嵐をたらふく食べなさい！」

　連発式の散弾魔銃を構えたレミが、狙いも定めず、周囲を走る馬群に向かって無む造ぞう作さに引き金を引いた。

　轟音、轟音、また轟音。

　馬上の野盗と人形ロイドが、面白いように落馬していく。

　密集して走っているから、至近距離から撃たれたら避よけようがない。

　馬群が密集しているから逃げようもない。

　レミは左手で散弾魔銃の銃身を折ると同時に、腰に巻いた弾倉ベルトから右手で弾を抜いて弾込めを完了させる。

　目にも留まらぬ早業で装塡を終えたレミが、また散弾魔銃を発射。

　三連続で轟音が響き。

　七、八人の野盗と人形ロイドが吹き飛んで地面に叩きつけられた。

　すでに野盗の半数ほどが落馬している。

　レミがまた銃身を折って弾を装塡するが、敵からの反撃はない。

　残りの野盗は、目の前で起きていることが信じられなくて茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態だ。

　反撃するどころか、まともな反応を見せる者すらいなかった。

　三連続の発射音。

　ばたばたと野盗と人形ロイドが落馬して。

　間かん髪はつを容いれずにレミは銃弾を装塡。

　四度、三連続の轟音が響き。

　またもや数頭の馬が倒れ、人間と人形ロイドが地面に叩きつけられた。

　襲ってきた野盗のうち、すでに二十騎以上が討ち取られた。

　残りの数騎が、抵抗する気も見せないまま逃げ去っていく。

　レミが攻撃を開始してから一分かそこらしか経っていない。

《あとはよろしく、レイ》

　レミが念話でレイに呼びかけると、今度はレイが馬から飛んだ。
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　残りの野盗は七人（と七体）だった。

　彼らは街道に下りる直前で方向転換をした。

　山の斜面を馬で横切って逃げるのは、樹木が多いから難しい。

　樹木が邪魔で速度が出せないのだ。

　だから彼らは街道を走って逃げようとした。

　そのために九十度近い方向転換をしたのだが、大きく進路を変えようとすれば速度を落とさざるを得ない。

　街道に下りた野盗たちが馬の速度を再び上げようとしたとき、頭上にレイが舞い降りてきた。

　レイがダガーを振るうと、一人と一体が落馬し。

　レイは即座に別の馬に向かって跳んだ。

　すぐに次の馬からも野盗が落馬する。

　またレイが跳び。

「ひぃいぃ～～っっ」

「たっ助けてくれぇぇ～～っ」

　残りの野盗の口から恐怖と絶望に染まった絶叫が漏もれた。

「ダメダメ、誰も助けに来ないよ。潔く死んでね？」

　ダガーを振るっては跳び、跳んではダガーを振るい。

　あっという間にレイは残りの野盗を全滅させてしまった。
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　戻ってきたレミとレイに、ユグノーが声をかける。

「ご苦労だったな」

「大して苦労はしてないわね」

「まぁ、そうだね」

「この辺に巣くっていた野盗を全滅させたんだ、俺たちは街や軍から表彰されてもいいくらいだな」

「まったくだね」

　とレイが頷いた。

「おまえ、返り血を浴びてるぞ」

　と言われてレイが自分の体を見下ろすと、なるほど服に少し返り血が付着していた。

「まぁ、人間も刺しちゃったから仕方ないかな」

「どこかで着替えないとダメだな。道で誰かとすれ違ったら怪しまれる。野盗どもめ、余計な手間取らせやがって」

「そんなに時間はかかってないから、お姫様の部隊との距離は開いてないと思うよ」

「そうだな。とにかくおまえは急いで着替えろ」

「了解だよ」

「レイが着替え終わったら、すぐに追跡を再開するからな」

「了解だわね、ご主しゆ人じん」

　レミが散弾魔銃をユグノーに返し、ぴょんと鞍に跳び乗った。
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　ユグノーと二体の魔法人形マジカロイドは、それほど予定から遅れることなくウグノーシュの街に到着した。

　パルミラ親衛隊もウグノーシュの街近郊にある北方軍団駐屯地へ入っているのを確認できたから、ユグノーは安あん堵どの息を吐はいた。

「やれやれ、これでもう追いかけっこをしなくて済むな」

「でも、駐屯地に入られちゃったから、暗あん殺さつの難易度が上がっちゃったね」

「それは仕方がない。それより、明日から標的を追いかける必要がないのが嬉しいわ」

「本当にここが目標地点かな」

「だろう？　さすがにこれ以上、どこへ行くって言うんだ」

「いや、わからないけど」

「ここからまだ移動するなんて言いやがったら、ぶっ殺してやるからな」

「いや、元からユグノーは殺しに来たんだけどね」

「ま、いい。とにかく街で宿屋を当たろう。今日くらいは風呂に浸かりたい。柔らかな寝台ベツドで眠りたい」

「そうだね、そうしてよ。これ以上ユグノーが疲弊すると、僕とレミの活動にも支障が出ちゃうからね」

「まったくだ。これほど疲れる暗殺しごとは久しぶりだな」

　ぶつぶつと文句を垂れ流しながらも、ユグノーはウグノーシュの街の大通りを馬で進んでいく。

　厩きゆう舎しやに馬を預けたユグノーは、宿屋街の一角にある割と高級な宿屋に部屋を取った。

　用意された部屋に入るや否いなや、ユグノーは寝台ベツドの上に体を投げ出す。

「今日は休息に充てる。標的の様子を探るのは明日からだ」

「了解だよ」

「了解ね」

　ユグノーは寝台ベツドの上に仰向けになって考える。

　王おう女じよの部隊の強行軍の意味を。

（この街まであんなに急いで、あの王おう女じよは、ここで何をするつもりなんだ？　というか、ファガラゥシュ王国は、あの王女に何をやらせるつもりなんだ？）

　ユグノーは、王国軍のパルミラに対する扱いがぞんざいなのが気になった。

　そんな扱いに王女が唯い々い諾だく々だくと従っているのも気になった。

（……ま、いいか。王国軍が王女をどう扱おうと俺の関知することじゃない。俺が知りたいのは、王女を暗こ殺ろせそうな場所と時間、それだけだ）

　標的が駐屯地に入ってしまった以上、そこで王女を暗あん殺さつするのは難しいだろう。

（次に移動するのはずっと先の話だろうしな。北方軍団の軍団長以下、最高幹部は街中に常在しているらしいから、王女が連中を訪ねるということは想定できる。であれば、供の者と少数で街へ向かう途中を襲うってのが現実的な方法か？）

　ユグノーはそう考えたが、彼の予想はまたもや早々に裏切られることになった。
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　そう、ユグノーの予想はあっさりと外れた。

　パルミラ王おう女じよが率いる部隊──親衛隊三百──は、北方軍団のうちの二個大隊一千と共に出撃していったのだ。

　ユグノーがウグノーシュの街に入って僅わずか四日後のことだった。

　双子人形デイオスコロを伴ともなって近くの森の中から駐屯地の見張りを続けていたユグノーは、駐屯地正門から出撃していくパルミラ部隊を視認したレイの報告に思わず毒づいてしまう。

「どうなってやがる。腰を落ちつけるどころか、席が温まる暇ひまも作らないのか？　兵に休む間も与えないつもりか!?　あの王おう女じよ、マジでイカレてやがるんじゃないのか」

　イカレているのは王女なのか王国軍の幹部なのかは微妙なところだが、それにしてもこれは普通ではない。

　まったく普通ではない。

「いったい、どこへ向かうつもりなんだ」

　ユグノーの脳のう裏りに、二日前に仕入れた情報が浮かび上がってきた。

　それは、北方の蛮族の集団がウグノーシュ北方にあるタンダウ砦を狙って集結しつつあるというものだった。

「その蛮族どもの先手を打ってこちらから攻撃を仕掛けるつもりなのか？　まさかな。蛮族どもは六、七千もいるって話だ。先手を打とうというなら、千やそこらの兵で出撃するはずがない」

「分析もいいけど、ユグノー。どうするの？」

　というレイの問いかけに、ユグノーは舌打ちで応えた。

「追いかけるしかないだろうな」

「本当に席の温まる暇がないわよね」

「文句があるなら、俺じゃなくてパルミラ王おう女じよに言ってくれ」

「面と向かって文句を言う暇があったら殺そうよ」

「ああ、そうだな。レイの言うとおりだ。さっさと暗こ殺ろして、こんな不毛な追いかけっこは終わりにしたいものだ」

　ユグノーはため息を吐つくと、森の奥へと向かった。

　そこには乗ってきた馬を隠してある。

　木々が密集した森の中、たしかな足取りで二体の魔法人形マジカロイドが彼に従ついていく。

　馬を繋いである樹まで戻ると、ユグノーは馬の首筋を、二度、三度と軽く叩いた。

「ご苦労だが、またひとっ走りしてもらうぞ」

　ユグノーが言うことがわかったわけでもあるまいに、馬は前後に首を揺すった。

　ユグノーは左足を鐙あぶみに乗せると、右手で鞍を摑み、右足で地を蹴って、身軽な様子で馬に跨またがった。

　続けてレミとレイが跳ちよう躍やくした。

　二人はユグノーの頭と同じくらいの高さまで跳ぶと、そのままユグノーの前後、鞍の隙すき間まに着地する。

　そして足を広げ、すとんと体を落とし、ちょこんと鞍に跨がった。

　小柄な二体のこと、跨がったというより、かろうじて鞍に乗っているといったほうが相応ふさわしい状態だった。

　不安定に見えるこの乗り方にも拘かかわらず、ユグノーが馬を全力疾走させても落馬することがないのだから大したものだ。

「じゃ、行くぞ」

「了解ね」

「了解だよ」

　ユグノーは両足の踵で軽く馬の横っ腹を蹴り、手綱を扱しごいた。

　すんなりと走り出した馬は、すぐに速度を上げ、森の奥へと駆け去っていった。

　こうしてユグノーは、またしてもパルミラを追いかけて馬上の人となったのである。
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　パルミラ王おう女じよを追いかけたユグノーと双子人形デイオスコロは、二日後に王女が率いる部隊に追いついた。

　追いついてみると、部隊がどこへ向かっているのかが見えてきた。

「この先にはファガラゥシュ側の砦がある。北方蛮族に備える砦が。たしかモガーシュの砦と言ったはずだ」

　馬上でユグノーがそう言うと、すぐ前で鞍に跨がっているレミが首を回した。

「タンダウ砦じゃないのね」

「タンダウよりも規模が大きい。たしか守備兵が二千くらいいるはずだ。北方防衛網の中核をなす砦だな」

「そこへ何しに行くのかな？」

　と、今度はユグノーの背中からレイが声を上げた。

「増援として砦に入るのかな？」

「その可能性はあるが、それより兵ひよう糧ろうの運び込みをするんじゃないかな」

「兵糧？」

「パルミラ隊の行軍速度が、今までより遅いだろ？」

「あ、そうか。僕たち、割とすぐ追いつけたものね」

「そういうことだ。これまでの行軍速度に比べてゆっくり進んでる。何故か？　蛮族に備えて砦に入るなら急いだほうがいいに決まってるのに。あの図体のでかい魔法人形マジカロイドを運んでいるときでも、もう少し速かった。ということは、今は速度を上げられない理由があるんだ」

「その理由が、兵糧を運んでいるから、というわけ？」

「そう考えると納得がいくってことだな」

　このユグノーの予想は当たっていた。

　パルミラ親衛隊と北方方面軍第二軍団所属の第三、第四大隊の計一千は、兵糧の運び込みを行うためにモガーシュ砦へと向かっていたのである。

　第四大隊が兵糧の運搬役でパルミラ親衛隊と第三大隊が護衛役と、そんな役割分担になっているようだ。

「とはいえ、あのデカブツ、野戦には向いてないと思うんだがな。まぁ、いるだけでも敵への牽けん制せいにはなるだろうが」

　というユグノーの読みどおり、パルミラ親衛隊と第三、第四大隊が砦へ接近していっても、蛮族の先遣隊は手出しをしてこなかった。

　ズムウォルトの威容に警戒心を募らせたのか、あるいはズムウォルトのことはすでに噂に聞いていたのかはわからないが、三千ほどもいた蛮族の先遣隊は、兵糧運搬部隊に対して、ついに攻撃を仕掛けてくることはなかった。

　大量の兵糧と武器や防具をモガーシュ砦に運び入れると、パルミラ親衛隊はお役御免になったのか、第三、第四大隊を砦に残し、ウグノーシュの街方面へ取って返した。

「行って、戻って、また行って。いったいなんなんだよ、あの部隊は！　王女様は何を考えてやがるんだ」

　悪態を垂れ続けるユグノーに向かって、レイが宥なだめるように言った。

「まぁでも、お姫様は無事だったんだからさ、これで街に戻れば暗あん殺さつの機会が見つかるかもじゃない？」

「そうよね。今度こそお姫様と彼女の部隊も街の近くで一休みするでしょ。今までより警戒も緩ゆるむでしょうから、じっくりと暗あん殺さつの機会を探ればいいのではない？」

　レイやレミはそう言うが、ユグノーは渋い顔のままだ。

「そうかもしれないが、じっくり探っている暇はないかもな」

「そう？」

　レイがきょとんとした顔を向けてきた。

「というより、あまりのんびりしている暇はないな」

「んん？」

　レイとレミが小首を傾げた。

「どういうことかな？」

「今回はたまたま敵が手出ししてこなかったからいいようなものの、もし先遣隊が兵糧の運び込みを阻止しようとして攻撃してきたら、王女の部隊は、かなり際どい目に遭っていたはずだ」

「ああ、うん、まぁ、そうだね。蛮族は先遣隊だけで三千ほどいたんだものね。全軍で攻撃されたら、いくらあの巨大人形ロイドがいても、危なかったかもね」

「そうだ。あの鈍のろさだと野戦には向いていないだろうからな。次が今回みたいに上う手まく行くとは限らない。下手すりゃ、あの王女が討ち死にしてしまう」

　レミが、そうねぇ、と頷うなずいた。

「その可能性は無視できないわよねぇ」

「おまけに、あちこちに移動して、その都度、戦の危険に見舞われるわけだ。それこそ、いつ討ち死にするかわからない状態が続くことになる。今まで死ななかったのは、ただ運がよかっただけなんじゃないか。言わば、危地から危地へと渡り歩いてるようなものだからな」

「危地というか、死地だよね、もう」

「そのとおりだな。そして、それが今後も続くなら、あの王女、俺が殺す前に討ち死にしてしまうかもしれないだろ」

「ああ、なるほど。それはあるかもね」

「手間が省けていい……と言えないのが辛いところよね」

「まったくだ。そんなこと、口が裂けても言えない」

　そう、暗あん殺さつの依頼を受けたユグノーとしては、パルミラ王女に勝手に討ち死にされては困るのだ。

　王女はあくまでユグノーの手で暗あん殺さつしなくてはならない。

　もしもパルミラが討ち死にしてしまえば、ユグノーの暗殺しごとは成じよう就じゆしなかったことになってしまう。

　暗殺者アサシンとしての経歴に傷がつくし、何より報ほう酬しゆうが受け取れない。

　すでにユグノーは、今回の暗殺しごとにそれなりの手て間ま暇ひま金かねをかけている。

　このまま王女に勝手に死なれたら大赤字になる。

（前回の仕事の報酬は、もうほとんど残っていないからな。おまけに今回は報酬額が高かったから、事前の準備に金を惜しまなかったし）

　すでにユグノーは、受け取った着手金の額を超える金を使っているのだ。

「金だけの問題じゃない。暗殺しごとする前に王女が死んでしまったら、俺は暗殺ころしに手間取っているあいだに標的に死なれた間抜けみたいになるだろうが」

「慎重に準備を進めていましたって言っても、他人にはわからないものね」

　とレイが頷いた。

「それだ。王女が相手だっていうので、ユグノーの奴も臆おく病びよう風かぜに吹かれやがったか……なんて言うバカが必ず現れる。そういう奴の戯ざれ言ごとを信じるバカも多いからな」

「業界でも一、二の凄腕という評判を保つのも大変だね」

　レイがそう言うと。

「他ひ人と事ごとみたいに言ってるんじゃない。おまえも当事者だ」

「そうなんだけどさ。僕がどうこうできることじゃないしね」

「それが他人事だと」

　ユグノーは不満そうな顔で毒づいた。

「こんなに厄やつ介かいな暗殺しごとになるとは思わなかった。あのくらいの請負料じゃ割が合わないったらないな」

「今さら取り消しもできないしね」

「レイ、おまえ、あくまで他人事で押し通す気か。燃やすぞ」

「僕を燃やすと、ユグノーも熱い思いをすると思うよ」

「ああ、そうだな！」

　レイに対してツッコんでも脅おどしても疲れるだけだと改めて悟ったユグノーは、気を取り直し、遠ざかっていくパルミラ親衛隊を睨みつける。

「何はともあれ。何がどうであれ。とにもかくにも標的が勝手に死ぬ前に俺がこの手で暗こ殺ろさなければならない。少し急がないとダメだな、これは」

　ユグノーはそう覚悟を決めた。

　それが結果的に自分でも気づかないほどの焦りを生じていた……とは言えるのかもしれないが、ユグノーからすれば、パルミラが次の戦をする前に暗殺しごとを終わらせたいところだ。

　駐屯地に腰を落ち着けられると厳重な警戒網を潜り抜けなくてはならなくなる。

　できれば親衛隊が駐屯地へ戻る前に暗殺しごとを済ませてしまいたいとユグノーが考えたのも道理だった。

　ところが。

　ユグノーに天てん祐ゆうが巡ってきたのか、パルミラ親衛隊はウグノーシュの街には戻らず、途中で方向転換をした。

　北西方面へと通じるメジュール街道へと入り、進軍を続けたのだ。

　ユグノーは驚きを通り越して呆れるしかなかった。

「駐屯地に戻らず、そのまま次の任地へ!?　それこそ正気か!?　そんな無理使いしてたら兵が壊れてしまうだろうに。兵どころか、自分も壊れてしまうだろうに」

　ユグノーにはわからなかった。

　どうしてそこまで無理をするのか。無茶をするのか。

　そこまでして王国のために戦う必要があるのか。

　もちろんパルミラは、王国のためにだけ戦っているのではない。

　むしろ自分のために戦っているのだが、ユグノーにそのことがわかるはずもない。

（ファガラゥシュ王国、そこまで切羽詰まってはいないだろう？　あのままじゃ、自滅してしまうんじゃないか？）

　疲れが抜けきらないまま戦を重ねれば、そのうち、いざというときにミスが出る。

　集中力を欠いて判断を誤るかもしれない。

　脳の疲れが、決断を躊躇ためらわせるかもしれない。

　体の疲れのせいで、いつもより反応が遅れるかもしれない。

　戦場では、たった一度の判断ミスが命取りだ。

　決断を躊躇った、その僅かな遅れが敗戦に繋がる。

　反応が一瞬遅れただけで討ち死にする。

　戦に出るには、充分な休息と充分な食事が必要なのだ。

　兵士でないユグノーにだって、そのくらいのことはわかる。

（それなのに、自分の体を、心を、自分で磨すり減らすようなあの王おう女じよの行動は……いや、自分だけじゃなく、兵まで擂すり潰すようなこの行軍は、いったいなんなんだ）

　王女が何を考えているのか。

　何も考えていないのか。

　それで、どうして兵が従ついていくのか。

（わからない。全然さっぱりまったくわからない）

　ユグノーは王女の底の知れなさに、得体の知れないものを感じて身震いした。

　とはいえ、受けた暗あん殺さつは熟こなさなくてはならない。

　標的が何を考えているかわからないからやめるなどと言ったら、それこそ即、廃業の憂うき目めを見る。

　文句を言いつつも、ユグノーは双子人形デイオスコロを従えてパルミラ親衛隊のあとを追った。
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　親衛隊は国境沿いに北西方向へと行軍していく。

　とはいえ、この時代、国境といっても明確な国境線が引かれているわけではない。

　この辺りまでは自国領だという主張がされるだけだ。

　国境を接する双方の国で「この辺りまで」と主張した結果、「この辺り」が被るときがあって、そんなときは国境紛争が起きることになる。

　そしてたいていの場合、「取った者勝ち」という結論に落ち着く。

　川のこちら岸が国境線か、それともあちら岸が国境線か、という小競り合いが、国を挙げての戦争に発展してしまい、その間かん隙げきを衝ついた第三国に漁夫の利を奪われたなどという笑えない例も過去にあった。

　パルミラ隊が移動している辺りも、明確にファガラゥシュ王国領だと断定しがたく、どこかで隣国の兵とかち合わせでもしたら不味い事態になりそうだ。

　新たな厄介事が到来しそうな予感に、追跡しているユグノーは、ため息を吐つかざるを得ない。

「このまま進めば、北西域の中心都市、シューナガゥアの街だね」

　馬上でレイがそう言うと、ユグノーが難しい顔で応じた。

「そうだな。仮にその読みが正しいとして、あの移動速度だと、シューナガゥアの街の近郊に着くのに六日か七日くらいかかるかもしれない。ここまで兵も王女もろくに休んでいない。今まで以上に休みを入れなきゃ、脱落する兵が続出するぞ」

「シューナガゥアまで一気に行く？　途中の街に入って休むかもしれないでしょ」

「いや、途中には、小さな集落はあっても、街らしい街なんかない」

「そうだっけ」

「俺の記憶が間違っていなければな。それに、これまでの王女の無茶な用兵とか無茶な戦法とか見てたら、途中の集落でゆっくり休憩するとも思えない」

「ご主しゆ人じんの言うことに一理ありそうよね」

　レミが賛意を示すと、レイも頷いた。

「まぁ、そうだね。無茶苦茶だよね、お姫様」

「いちばん無茶苦茶なのは戦い方だがな。もし王女が討ち死にすれば、あっという間に部隊も全滅だろ。あんな戦い方でよく兵が従ついていくよな。そこがいちばん信じられないところだ」

「海よりも深い信頼関係に結ばれているのかしらね」

　レミがそう言うと、ユグノーは、さぁどうかな、と鼻で笑った。

「お姫様と兵士を結びつけているのは信頼関係ではないと言うの？」

「信頼関係がないとは言わないよ。というか、なけりゃ、あんな戦い方ができるはずがないんだ。ただ……」

　ユグノーが目を細めた。

「ただ？」

　とレミが先を催促する。

「それだけでもないような気がするんだよ。何か、もっと違う理由がありそうな。あんな戦い方をしなくちゃならない隠れた事情がありそうな。そんな気がするのさ」

「なるほどね。たしかに裏に何かありそうよね。あのお姫様、曰く付きだし」

「そうだな。人形ロイド替えとか、父親が謀む反ほんで処刑されたとか、いろいろ劇的な過去を抱えているからな」

「で？　何か隠された事情があるとして、まずはそれを探るの？」

　とレイが訊いた。

「そうしてみたい気もするが、生あい憎にく、そんな暇はなさそうだ。次にまた戦になったら、その時こそ、あの王女が討ち死にしてしまうかもしれないだろ。そんなことになる前になんとか暗こ殺ろさないと」

「まぁ、ユグノーの立場からすると、そうだね」

「だから他人事のコメントはやめろと」

　またもやレイを睨みつけたユグノーは、しかし、すぐに表情を和らげ、遠ざかっていく部隊を遠望した。

「行軍中の警備の人数や配置は、これまでの追跡でだいたい把は握あくできた。この先、大きく変わることはないだろう。連中がシューナガゥアに行くまでのどこかで、夜営をしているときに仕掛けるしかないな。二人にも働いてもらうぞ」

「もちろんだわね、ご主人」

「任せておいてよ、ユグノー」

「というわけで、二日くらいはこのままあとをつけていく。最初に仕掛けるのは三日後か四日後の夜……くらいだな」

「了解したわね」

「了解だよ」
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　パルミラ親衛隊が砦を離れてから三日が経った。

　ユグノーの読みどおり、部隊はそれまでより行軍を休止する頻度が上がっていた。

　夜遅くまでの行軍もしなくなった。

　日が暮れる頃に停止、宿営地を決め、夕ゆう餉げを摂ると、そのまま宿営地で夜を過ごした。

　全体的に疲労が溜まっているのだろう、朝も、それまでより動き出すのが遅かった。

　夜の見張りの数も、以前に比べれば少なくなっている。

　三日かけてそれを確認したユグノーは、行けるかもしれないと思った。

　今日も日暮れ前に行軍を停止した親衛隊は、早々と宿営地を構え、煮炊きの準備をしているところだ。

　それを遠望しながら、ユグノーは双子人形デイオスコロに問うてみる。

「やはり夜営中の警戒はこれまでより緩くなってるな。どうだ、レミ、レイ。あのくらいなら忍び込めないか？」

　レミとレイが静かに頷いた。

「忍び込めると思うわね」

「忍び込めると思うよ」

「そうか。なら、今日の深夜に予行演習だ」

　というユグノーの言葉に、レイが首を傾げた。

「予行？　予行というのはどういう意味？」

「おそらく今日もあのまま夜営する。そこで、実際に忍び込めるかどうかを確かめる。忍び込めたら、王女の天幕の在処ありかを確認する。見張りの兵の配置や密度もな。たぶん明日も同じような宿営地を築き、同じような場所に天幕を張って、見張りも同じように配置する。王女の天幕の場所が把握できていれば、そして見張りの配置や密度がわかっていれば、本番のときに真っ直ぐ王女の天幕へ忍んでいける」

「なるほどね。たしかにお姫様のいる天幕を探しているだけで時間を食うものね」

「まぁ、たいてい宿営地の中央辺りにいるはずなんだけどな。ただ、どうも真っ当じゃない王女みたいだから、もしかすると宿営地の外れに天幕を張った、なんてことがあるかもしれない。その辺を確かめておけば、いざ本番というときにまごつかなくて済む」

　レイが、わかったよ、と頷いた。

「でも、もし、もしだよ、忍んでいって、早々にお姫様の天幕を見つけ、見張りの兵も意外と少なかった……なんてときは？」

「殺やれるなら、殺やってしまってかまわない。二度手間にならなくて済むからな」

「うん、了解」

「ただし。居場所を探るのに時間がかかるようなら。あるいは見張りの兵が多くて接近するのに苦労しそうなら。そのときは強行しない。今夜のところは引き揚げて、明日の夜を待つこととする。いいか？」

　レイとレミが同じタイミングで手を上げた。

「了解だよ」

「了解したわね」

「指示はその都度送るから、繋がりリンク切れには気をつけろよ」

「その心配はないと思うわね。わたしが夜営地ぎりぎりまで接近すれば、レイが夜営地のどこにいても繋がるリンクしていられると思うもの」

「そうだな。じゃ、予行演習開始とするか」
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　その夜の「予行演習」は成功したと言えるだろう。

　レイは夜営地に侵入できたし、パルミラ王女の天幕も突き止めることができた。

　それどころか、パルミラが夜中に天幕を抜け出してどこかへ行こうとしている、そんな現場を押さえた。

（あれ？　もしかすると、今夜のうちに暗殺しごとができてしまうんじゃないかな？）

　レイは念話でユグノーにそのことを報告した。

《一人で？》

　レイからの連絡を受けたユグノーが目を細める。

《お供の者が数人。兵と侍女と人形ロイド、だね。お姫様の人形ロイドはいないな》

《王女の人形ロイドはあのデカブツだからな。いちいち夜中に連れて歩くわけにもいかないだろうが……デカブツはどこにいる？》

《お姫様の天幕の近くにいたよ。相変わらず台車に積まれたままだったけど》

《なら、問題ないな。供の人形ロイドはどんなだ？》

《一体だけ、四足歩行型の、けっこう手強そうな奴がいるね。警備兵のは、まぁ問題ないかな》

《となると、殺やるにしても、そいつを王女から引き離す必要があるわけだな》

《引き離すというか、倒すというか。いや、あの四足歩行型のは簡単には倒せないかもしれないな。僕とレミの二人がかりなら倒せるとは思うけど、それだとお姫様に逃げられちゃうしね》

《よし、わかった。今からレミを連れてそちらに行く》

《ユグノーまで来る？》

《王女がどこまで行くかわからない以上、俺も行かないと、どこかで繋がりリンク切れする虞おそれがあるじゃないか。いざってときに繋がりリンク切れ起こしたんじゃ、笑えないぞ》

《うん、そうだね。でも大丈夫？》

《レミと一緒なら大丈夫だろ。おまえは王女を見失うなよ》

《それこそ大丈夫だよ》

《じゃ、尾行を続けろ》

《了解だよ。でも、どこへ何しに行くのかな》

　ユグノーの応答が少しだけ遅れた。

　彼が何かを考える気配がレイに伝わってくる。

　が、待つほどのこともなく、ユグノーが問いかけてきた。

《供の者の構成は？》

《構成？》

《護衛兵は何人で供の者は何人か。男か女か》

《あ、そうか。たしかに供の者は女性だね。侍女はもちろん、兵士も》

《となると、大方、水浴びでもしようってことじゃないのか》

《なるほど。そこまで考えたからユグノーはこちらに来ると言ったんだね。言い張ったんだね》

《阿あ呆ほか。王おう女じよの水浴びを覗のぞくために行くんじゃないわ。暗こ殺ろすために行くんだ》

《ん、ああ、わかってる。水浴びをたっぷりと覗いて堪能したあとに暗あん殺さつするんだね》

《阿呆か。そんな悠長なことする暇があったら、さっさと暗殺しごとを片づけるわ》

　などと二人──一人と一体──が言い争っていると、唐突にレミが割り込んできた。

《まぁまぁレイ、そうご主人を責めるものではないわね。ご主人はやんごとなきお方の裸なんて見たことないのだもの、今回はいい機会だから、たっぷり堪能させてもらおうな～んて思ったとしても、自然なことだと思うのよ？》

《阿呆か。女の裸なんて、王族だろうが街の娼婦だろうが変わりないわ。仕事を忘れていちいち覗きに行くほど暇じゃないぞ、俺は》

《はいはい、わかったわよ。そういうことにしておいてあげる》

《なんでおまえは主人マステルに対して上から目線なんだよ》

　そのとき、レイから鋭い声が届いた。

《ユグノー、お姫様が天幕から離れた。追いかけるから》

《慎重に動けよ》

《言われるまでもないね》

《レミ、今からそちらへ行く》

《了解したわね、ご主しゆ人じん》
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　僅かな警護の兵と侍女を連れただけでパルミラ王女は夜営地の外に出た。

　彼女はそのまま、背後に広がる森に入っていった。

　王女の動向を逐一ユグノーに報告しながら、レイもあとを追って森に入る。

　この手の場所では、四足歩行型の人形ロイドのほうが有利だ。

　本物の獣のように嗅覚や聴覚が優れている人形ロイドも多い。

　レイは風向きを測りながら、慎重に移動していった。

　今夜は満月に近い大きな月が一つと小さめの半月が一つ、上空に浮かんでいるから、夜の森でも歩くのに支障がないくらいには明るい。

（僕やレミなら真っ暗闇でも歩けるし、ユグノーだって夜よ目めは利きく。でも、このくらい明るいほうがユグノーには歩き易いだろうからね）

　王女の供の者たちはそれほど夜目が利かないようで、松明たいまつを掲げ、足下を照らしながら歩いている。

　炎のおかげで少しくらい距離が離れても居場所は一目瞭然だ。

　それがレイにはありがたかった。

（近づきすぎると、あの四足歩行型に気づかれる虞がある。あいつはデキそうだから、注意しておかないと）

　そうして五分かそこら歩いたところで、王女一行は足を止めた。

　レイが慎重に近づいていくと、そこは森の中を流れる小川の畔ほとりだった。

（うわ、ユグノーの読みが大当たりみたい。ってことは、これからお姫様の水浴シーンが繰り広げられるわけか。その映像をユグノーに送っていいものかどうか。でも、送らないと、あとで何を言われるかわからないし。送ったら送ったで、レミからたっぷりと皮肉を聞かされそうだし。はぁ～～、どちらにせよ僕にはなんの得もないなぁ）

　大きなため息を吐ついたレイだが、結局、映像は送ることにした。

（標的のお姫様を暗こ殺ろすためにはユグノーの指示が必要なんだから仕方がない）

　そう自分を納得させて。

《ユグノー》

《どうした？》

《お姫様、目的地に着いたみたい》

《どこだ？》

《いま映像を送るから自分の目で確かめて》

　そう言ってレイが自分の目に映る光景を念送すると。

　ユグノーが何かを言うより早くレミが反応した。

《いやだ、これ、ご主人の狙い通りじゃない。これからお姫様の水浴シーンが展開されるのね。覗き放題なのね。ほんっと、ご主人たら、すけべなんだから》

《それが、そうでもないんだよね》

《レミは黙って……ん？　どういう意味だ？》

《最初に言った四足歩行型、あれが問題なんだよ。これ以上は近づけないかも。だからお姫様が全裸になって水浴びするユグノーお待ちかねの素敵光景は送れないかもしれないよ？》

《そんなものを待ちかねちゃいないが？》

《本当に？》

《本当だよ。それより、状況から目を離すな》

《それはわかってる。けど、これ以上近づくのは難しいよ？》

《レミに急襲させる。それで厄介な四足歩行型を引ひき剝はがそう。残りの人形ロイドは問題ないんだな？》

《そう、問題ない。レミは、どのくらいで来る？》

《今そちらに向かった。二、三分で着くだろう。そしたら暗殺しごとの開始だ》

《ユグノーは一人になって平気？》

《レミが襲いかかるまではここで隠れ潜んでいて、状況が動いたら現場へ向かう》

《ん、レミが現れたら、ここは大混乱に陥るだろうから問題ないか》

《じゃ、いったん念話を終了させるぞ。これはこれで魔力を消耗するからな》
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　何者かが高速で接近してくるのにサンフロンランヌが気づいた。

　正確には、彼女の人形ロイド、エインシャが勘づいたのを、主人であるサンフロンランヌが感じ取ったのだが。

　こんな夜にこんな場所に急速に近づいてくる者が害意を持っていないわけがない。

　服を脱いで小川で水浴びをしていた王女に向かってサンフロンランヌが叫んだ。

「王ひ女め様、何者かが近づいてきます！　川から上がってください！」

　パルミラは何も訊かず、即座に水から上がってきた。

　全裸の王女を取り囲むように女性の警護兵や侍女が自分の人形ロイドと共に円陣を組む。

　側方の暗がりで木々の梢が揺れる音がする。

　音は急速に近づいてくる。

　三人の警護兵が、音のするほうへと進み出た。

　三人の人形ロイドは人ひと型がた。

　剣を抜き放ち、身構える。

　その直後、宙に人影が浮かんだ。

　月光を背に浴びているから容姿は確しかとわからない。

　が、小柄で手足が四本あるのは見て取れた。

（獣型？　猿か何かの人形ロイドか!?）

　サンフロンランヌはそう思ったのだが、次の瞬間、その予想が外れていることを思い知った。

　がぅん、がぅん、がぅん！

　発射音が三連続で森の静寂を打ち破った。

　進み出た三体の人形ロイドが薙ぎ倒され、吹き飛び、その衝撃で、三人の兵もその場に崩れ落ちた。

「曲くせ者ものは魔ま銃じゆうを使うぞ！　王ひ女め様を守れ！」

　サンフロンランヌの怒声で三人の侍女と三体の人形ロイドが裸のパルミラに覆おおい被さった。

　襲撃者が使う魔銃に対して、王女を守る肉の壁になろうという覚悟だ。

　その一事を以もつてしても、パルミラが臣下から厚い忠義を得ていることがわかる。

（魔銃を使うということは、あの人形ロイドは人型だ。ならば接近戦に持ち込めばエインシャが有利）

　そう判断したサンフロンランヌは、エインシャに跳び乗って駆け出した。

　空中で魔銃を発射した襲撃者は、着地すると、勢いを殺すようにごろごろと地を転がった。

　月明かりに照らされた襲撃者の姿に、サンフロンランヌは思わず目を見開く。

（身長はざっと半ヤルド。人型だ。しかも女子型！）

　襲ってきた人形ロイドが魔銃を使っただけでも驚きだが、人型で女子型だというのがさらに驚きだった。

（あんな華きや奢しやな人形ロイドが、強烈な反動をものともせずに空中で魔銃を撃った!?）

　その事実だけで、相手が油断のできない戦闘力を有しているのがわかる。

　サンフロンランヌは、魔銃の射線に捕らえられないようにエインシャをジグザグに走らせる。

　襲撃者の眼前に迫ったところで、サンフロンランヌはエインシャの背中から落ちるように飛び降りた。

　身軽になったエインシャが、立ち上がったばかりの襲撃者に襲いかかる。

　エインシャの右前足が空中を薙いだ。

　エインシャの鋭く尖った爪が敵の首を引き裂いた……かと思ったが、爪は空を切っていた。

（あの一撃を躱かわした!?）

　襲撃者の魔銃を警戒して木陰に身を隠したサンフロンランヌは、エインシャが繰り出した必殺の一撃を相手が躱したのを見て、またもや驚きよう愕がくする。

（なんて素早い。おまけにバランスを崩さない）

　たとえエインシャの一撃を躱せても、躱すために地に倒れ込むのが普通だ。

　ところが目の前の襲撃者は、僅かに上体を仰け反らせるだけで躱していた。

　倒れ込まなかった分、姿勢を戻すのが早い。

　直後に襲撃者は魔銃の銃口をエインシャに向けた。

「躱して！　それから突進！」

　サンフロンランヌの命令を、エインシャは忠実に実行する。

　ごぅん、ごぅん、ごぅん！

　三連続の轟音が森を震わせ。

　しかし、エインシャには当たらない。

　身を躱したエインシャが突進の姿勢を取ったとき。

　襲撃者はすでに身を翻していた。

「逃げる!?」

　これほどの手練れを逃がしてはならないと、サンフロンランヌはそう考えた。

（近くに主人マステルが潜んでいる。人形ロイドはそこへ戻るはず。襲ってきたのがどこの何者かを知る好機を逃してはならない）

　これほどの手練れを操る襲撃者をそのままにしておいては、今後、繰り返し襲われる危険がある。

（王ひ女め様の危険を少しでも減らすのがわたしの責務）

　その思いから、サンフロンランヌは襲撃者を追いかける決断をした。

　サンフロンランヌの決断は決して間違ってはいなかった。

　むしろ当然のことだと言っていい。

　まさか王女を狙ってきたのが双子の人形ロイドを使う暗殺者アサシンだなどとは夢にも思わない。

　サンフロンランヌでなくても、そんな可能性に思い至りはしないだろう。

「エインシャ！」

　自分の下もとへ駆け寄ってきたエインシャに、サンフロンランヌが跳び乗った。

「王ひ女め様の警護を！」

　残りの兵と侍女にそう言い残すと、サンフロンランヌはエインシャに跨がったまま、夜の森の中に消えた。

　追いかけっこになると、エインシャに分がある。

　たちまちレミは距離を詰められる。

　追撃を振り切ろうと何度か魔銃を放ったが、木々が邪魔をして射線が通らないから、当たりはしない。

　それでも、射撃の度に追撃者の足が少しだけ鈍る。

　それを利用して、レミは必死に逃げ回った。

《あぁもう、疲れるったらないわね。早く仕事を済ませちゃってよ、レイ！》

《もう少し粘ってよ、レミ》

《どれだけ粘ればいいの？　あんまり引き伸ばすのは無理そうなんだけど!?》

《どうする、ユグノー？　続行？》

《五分でケリをつけろ、レイ》

《やってみる》

《俺も近くまで来ている。いざというときは護衛兵や侍女を引きつけるための囮おとりくらいにはなれる》

《了解だよ。では、暗あん殺さつを実行する》
















　１






　ユグノーの指令を受け、伏せていた場所から身を躍らせたレイは、王女を囲んでいる兵士と侍じ女じよに向かって恐るべき速度で突進していった。

　新あら手てに気づいた兵士が、即座に自分の人形ロイドを動かした。

　慌てることなく狼狽うろたえることもなく人形ロイドを動かしたのを見ても、兵の練度が高いのがわかる。

　今度は四人の兵士の使う四体の人形ロイドがレイを阻止しようと立ち塞がった。

　しかし。

　レイは大きく跳ちよう躍やくして、人形ロイドの頭上を軽々と越えた。

　王女の盾となっている者たちの前に着地したレイに向かって、侍女の人形ロイドが健気にも剣を振るって攻撃してきた。

　が、やはり戦闘力はないも同然、たちまちレイに打ち倒されてしまう。

　人形ロイドが地に伏すのと同時に、主人マステルである侍女たちもその場に頽くずおれた。

　置き去りにされた兵士の人形ロイド四体が慌てて引き返してくるが、とうてい間に合わない。

　王女の前に立ち塞がる兵士四人は、自分の人形ロイドが戻るまでの時間稼ぎをしようとして、自らレイに向かって突っ込んできた。

　だが、レイのような戦闘力の高い人形ロイドに人間が敵うはずがない。

　だいいち、兵と雖いえども自ら剣で切り結ぶような訓練はほとんどしていない。

　兵士は必死の形相で剣を振るったが、レイはたちまち四人を打ち倒した。

　主人マステルが倒れたことによって、その人形ロイドも行動力を失ってしまう。

　主人マステルと人形ロイドが繋がりリンクしている以上、どちらが倒れても、もう一方に大きく影響する。

　人形ロイドが壊されれば、主人マステルも失神するのが普通だ。

　最悪の場合、命を失う。

　主人マステルが意識を失えば、たとえ無傷であっても人形ロイドは動けなくなる。

　その場で動けるのは、レイとパルミラのみとなった。

　護衛兵と侍女をすべて失ったというのに、王女は恐慌状態パニツクに陥りもせず、怯えもせず、裸身を隠そうともせず、近づいてくるレイを睨みつけている。

　そのことにレイの足の運びが少し慎重になった。

（なんだ、このお姫様は。恐くないのかな？　叫び出さないのかな？　逃げようとしないのかな？）

　もしパルミラが救いを求めて叫んでいたら。

　もしパルミラが逃げ出していたら。

　レイは見る聞くなしにパルミラを刺し殺していただろう。

　けれどレイは、手にしたダガーを突き立てることはせず、自分を睨みつけている全裸のパルミラと対峙するように足を止めた。

「おい、何してる、レイ。さっさと暗殺しごとを済ませないか」

　暗がりから、のそりとユグノーが姿を現した。

　何かの呪縛から解放されたかのように人形ロイドは我に返る。

　そのとき、凜とした声が辺りに響いた。

　声こわ音ねには怯えも恐れも感じられず、百戦錬磨のユグノーですら、思わず彼女のほうをまじまじと見てしまうほどだった。

　ユグノーは、まじまじと見てから王女が全裸であることに気がついた。

　なのに彼女は、恥じらうこともせずに仁王立ちになっている。

　ユグノーは少し混乱し、少し困惑した。

（なんだ、この女。自分が置かれている状況を理解しているのか？　俺を見ても恐くないのか？　俺に見られて恥ずかしくないのか？）

「そなたがこの人形ロイドの主人マステルなのか。ということは、先ほど魔ま銃じゆうを撃ってきたあの人形ロイドもそなたの人形ロイドか？」

　ユグノーは、絶体絶命の危機に陥っている王女の冷静な思考力に感心した。

「ご明察だな。こいつと、あいつの、俺が主人マステルだ」

　答えてしまってから、ユグノーは驚いた。

　これから殺そうとしている標的の質問に素直に答えてしまったことに。

「なるほど。まさか襲撃者が二体の人形ロイドを同時に操る者だったとは思わなかった。いや、思わなかったのはこちらの落ち度、そなたに非はない。もっとも吾われを殺そうとしていることは大きな非だと思うが」

「……は？」

（こいつは何を言ってるんだ？）

　ユグノーは胡乱うろんな目を王女に向けた。

「そなたは吾を殺しに来たのだろう？」

「ああ、そうだ」

「念のために訊くが、吾の体が目当てではないのだな？」

「違う」

「そんなふうにきっぱり否定されてしまうと少し悲しい気もするが。しかも吾は、いま全裸だというのに」

　パルミラは小さなため息を吐ついて小さく首を振ったが、すぐにユグノーに視線を戻して言葉を継いだ。

「そなたに吾を殺すよう依頼したのは誰か……と尋ねても、素直に教えてくれないのだろうな」

　ユグノーは小さく肩をすくめてみせる。

「教えるも何も、俺は依頼主を知らないんでな」

「なるほど。暗あん殺さつ者しやとは用心深いものなのだな。いや、暗殺を依頼する者が用心深い、と言うべきなのか」

　ユグノーの混乱が大きくなる。

（こいつは自分が殺されようとしているのがわかっているのか？　俺が一言命じれば、即座にレイはおまえを殺すんだぞ。それがわかっているのか？　それとも俺を説得できると思っているのか？　金で俺を釣ろうとでも思っているのか？）

　ユグノーは少しだけ興味が湧いてきた。

　今まで自分を眼前にして、あるいはレイやレミを眼前にしてこれだけ落ち着き払った標的にはお目にかかったことがない。

　自分やレミ、レイを恐がりもせず、怯おびえもせず。

　悲鳴も上げず、救いも求めず。

　恥ずかしがることもせず。

　全裸のまま堂々と立ち、凜りんとした声で話しかけてくる。

　そんな人間がこの世界にいるとは思わなかった。

　標的を目の前にしても心が動くことなどなかったユグノーにしては珍しいことだが、彼は目の前の王女に、自分の標的に、少しだけ関心を持った。

　少しだけ興味を持ってしまった。

　だが、標的と話をしている場合ではないのも確かだ。

　暗殺者アサシンとしての義務感、責任感がユグノーの興味を抑えつけた。

　今このときも、レミが厄介な四足獣型を引きつけるために逃げ回っているのだ。

（レミが負けるとは思わないが、ここで俺がぐずぐずしていると手傷を負う虞おそれはある。さっさと暗殺しごとを済ませておくか）

　レミは遠くへ逃げることが敵わない。

　限界距離バイタル・リンクの外に出てしまえば、たちまち繋がりリンク切れで動けなくなる。

　レミは、その範囲内で逃げ回るというハンデ戦を継続しているのだ。

　ゆっくりおしゃべりをしている場合ではなかった。

「おい、レイ、殺やれ」

「いいの？」

　レイは主人が標的に関心を持ったことを知った。

　だから「いいの？」と訊いたわけだが。

「いいも悪いも、それが俺の職業しごとだ。俺は職業人プロなんでな」

「了解だよ」

　ダガーを構えてレイが一歩を踏み出した。
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　迫るレイに対して、王女が身構えた。

　全裸のまま右手と右足を前に出し、左手と左足を引き気味にし半身になり、やや腰を落として身構えた。

《……おかしいよ、ユグノー。このお姫様、抵抗する気だよ。本気で僕と闘やり合あうつもりなのかな》

《ハッタリだろ。いちいち気にするな》

《うん、了解だよ》

　少し警戒心を募らせたレイだが、それでも歩みを止めることなくパルミラに近づいて、そして。

「悪いね、お姫様。死んで」

　レイは右手に持ったダガーを突き出した。

　人間になら躱かわせない速さとタイミングで、王女の心臓目がけて。

　王女が、すっ、と右手を動かした。

　じつに静かで滑らかな動きだった。

　柳に風とは、まさにこのことか。

　レイの手首が王女の手に軽く押され、その拍子にダガーの軌道が僅わずかに狂った。

　ダガーの切っ先は王女の左腕を掠かすめて虚こ空くうを切り裂いただけだった。

「!?!?!?」

　レイは目の前で起きたことが信じられず、目を見開いた。

　必殺の一撃を躱されたレイは、攻撃を続行しようとはせずに首を傾げてしまう。

　レイは自分の攻撃を躱した、あるいは受け止めた人形ロイドには、これまでに何度か出会でくわした経験があった。

　だが、自分の攻撃を躱した人間など一人としていなかった。

　パルミラが自分のダガーを躱したことにレイは衝撃を受けたのだ。

　レイは茫然自失に近い状態で、どうして自分の攻撃が人間に躱されてしまったのかを考え始めた。

　この辺りが自律型人形ロイドの弱点と言えば弱点なのかもしれない。

　その隙すきをパルミラは見逃さなかった。

　王女は素早くレイの懐に飛び込んできて、レイの脇の下に右手を差し入れ、膝を折り、腰を屈め、人形ロイドの腹部を自分の腰に乗せ加減にして投げを打った。

「やぁっっ！」

　王女の気合いが夜の森の空気を震わせ、レイの小柄な体が跳ね上がった。

　空中でくるりと一回転したレイは、そのまま背中から地面に叩きつけられる。

「がふぅっっ」

　その衝撃はユグノーに跳ね返った。

　ユグノーが思わず胸を押さえて喘ぐように息を吐はく。

　その瞬間、王女が疾はしった。

　ユグノー目がけて疾った。
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　それは人が走る速度ではなかった。

　いや、こんな速さで走る人間をユグノーは見たことがなかった、と言うのが正確だろうか。

　身を屈めて走り寄る王女は、ユグノーの直前で跳んだ。

「たあ──っっ！」

　気合い一閃、パルミラは空中で左膝を折り曲げ、右足を伸ばし、跳んだ勢いそのままで舞い降りてきた。

　王女の足裏が目の前に迫る。

　それは凄まじいポーズだった。

　少なくとも若い女性が全裸で取っていいポーズではない。

　街の娼婦や踊り子でさえ、そんな破は廉れん恥ちなポーズは取らないだろう。

　少なくともユグノーは見たことがなかった。

　思わず見とれかけたユグノーだが、さすがに百戦錬磨の暗殺者アサシン、見とれて蹴り殺されるような無様なところは見せずに済んだ。

　背中の痛みを我慢してユグノーは右に跳んだ。

　跳んで転がって、すんでのところでパルミラの跳び蹴りを躱した。

　地に転がったユグノーを蹴ろうと、王女が何度も何度も蹴りを繰り出してくる。

　見上げたら、さぞかし素敵な光景が拝めたことだろうが、拝んだ直後に、ユグノーの頭部は王女の蹴りで破壊されていたかもしれない。

（なんだ、こいつは!?　なんなんだ、こいつは!?　自分自身で闘う王女なんて見たことも聞いたこともないぞ。いや、そんな人間、見たことも聞いたこともない！）

　地を転がって逃げ回りながら、ユグノーは王女自身の戦闘力に驚きよう愕がくしていた。

　彼女が王族であるか否かの問題ではない。

　この世界では、自分の肉体で闘う人間など存在しないのだ。

　何故なら魔法人形マジカロイドがいるから。

　だから人は自ら何かを為そうとしない。

　何をやるにしても、魔法人形マジカロイドを動かしたほうが楽だし効率がいい。

　魔法人形マジカロイドのほうが力があるし、そもそも人形ロイドは疲れない。

　主人マステルが魔力切れを起こさない限り、魔法人形マジカロイドは朝から晩まで平然と仕事をする。

　戦闘においても同様だ。

　魔法人形マジカロイドのほうが、人より圧倒的に強い。

　だからわざわざ自分自身を鍛えようと考える酔狂な人間はいないのだ。

　ユグノーは、暗殺者アサシンという職業柄、体を鍛えてはいる。

　いるが、それはいざというときに相手の人形ロイドから逃れたり隠れたりするためであって、格闘術で人を倒そうと考えたわけではない。

　それなのに目の前の王女は、自分の肉体と格闘術でユグノーを倒そうと襲ってきた。

　ユグノーは王女がどうしてそんなことを──自らの肉体を鍛えて格闘術を覚える──始めようと考えたのか、わからなかった。

（あの巨大な人形ロイドを使っているからか？　たしかにあれは、いつも側に置いておけるような人形ロイドじゃないが、それにしたって王女なんだ、護衛の兵は腐るほどいるだろうに）

　実際、レミが誘おびき出した四足獣型は手強そうだった。

　あれと同じレベルの人形ロイドが二、三体もいれば、さすがのユグノーも手出しできなかっただろう。

（この王女は……危険を顧かえりみない戦い方といい、自らの肉体で闘ったり、いったい何を考えている。何がそこまでこの王女を駆り立てているんだ。こいつが何故そんなことをしているのか訊いてみたくなった）

　王女の攻撃を躱しながらも、ユグノーは、ついそんなことを考えてしまった。

　同時に、自分の体を鍛えておいてよかったと思う。

（俺の場合はいざというときに逃げるための鍛錬だったがな。まさか、本当に役に立つ日が来るとは思わなかった）

　背中の痛みが薄れたユグノーは地を転がる速度を上げて王女から距離を取ると、隙を見て素早く立ち上がった。

　見れば、レイはまだ地面に横たわったまま、ぼんやりと何かを考えている。

　ユグノーは小さく舌打ちして、叫んだ。

「何をやってる、レイ！」

　人形ロイドとの繋がりリンクが弱まったときなど、頭の中で呼びかけるより、声に出して呼びかけるほうが、繋がりリンクが強化されることが多い。

　今もユグノーの声にレイが素早く反応した。

　跳はね起きたレイはダガーを構え直し、王女の背後から襲いかかった。

　そこに、またユグノーから大きな声が飛んだ。

「殺すな！　まずは捕らえろ！」

　レイは驚いた顔をユグノーに向けたが、すぐに方針を転換したようだ。

　突進を止め、右手に持っていたダガーを腰のホルダーに収納する。

　王女はユグノーへの攻撃を諦め、レイのほうに向き直った。

「厄やつ介かいな命令をくれるなぁ」

　小さく肩をすくめ、レイは全裸の王女と対峙する。

「なんか僕、お姫様を犯そうとする悪者の手先になった気分なんだけど」

　レイがそう軽口を叩くと、ユグノーが鼻で笑った。

「安心しろ、おまえは王女様を暗こ殺ろそうとする極ごく悪あく人にんの手先だ」

「だったね」

　王女が格闘術を使うことを身を以もつて知っているレイは、油断なく構えたまま、じりっと間合いを詰めていく。

　と、そのとき。

　やはり身構えていたパルミラが、不意に体の力を抜いた。

「んん？」

　レイは首を傾げたが、構えを解いたりはしなかった。

　王女が油断のならない相手だということは、もう知っている。

　安心して構えを解いた瞬間に何かを仕掛けてくる可能性を捨てきれない。

　けれど、パルミラは両手を挙げると、

「抵抗を止めて降参しよう。おとなしく殺されるから、手荒な真似は勘弁してもらえないだろうか」

　などと言ってきた。

　またもやレイが混乱する。

（おとなしくするって、おとなしくしたら殺されるんだよ？　何を言っているのかな、このお姫様は!?）

　レイは堪たまらずユグノーを見やった。

　だが、ユグノーも困惑の色を顔に浮かべて王女を見ているだけだった。

「今のが、そなたを倒す最大にして唯一の好機だったのだが。残念だ」

　パルミラは、さばさばとした態度でそう言ったが、すぐに、む？　と眉まゆを顰ひそめる。

「もしかすると」

　王女は両手を上げたまま、窺うかがうようにレイとユグノーの顔を交互に見やる。

「やはり殺す前に吾を犯そうというつもりなのか」

　ユグノーは思わず右手をひらひらと振ってしまう。

「あ、いや、そんなつもりはないが」

（どうにも捉え所のない王女だな）

　ユグノーは不審と不信の目を王女に向ける。

　王女の美しい裸身がまともに目に入ってくるが、敢えてそちらは見ないようにして、ユグノーは彼女の顔に視線を留めておく。

「それは一安心。だが、吾を殺すつもりではあるのだな」

　王女は少し悲しそうな顔でそう言った。

「元より、そのつもりだ」

「是非もなし、といったところか。上手く時間を稼げれば、サンフロンランヌとエインシャが戻ってきてくれると期待したのだが、どうやらその望みも叶わなかった。そなたの人形ロイド、二体とも恐ろしいほどの戦闘力を備えているのだな。そんな人形ロイドを、よく二体同時に動かせるものだ。恐れ入ったぞ」

「俺こそ、あんたには大いに恐れ入っているんだが、しかし」

　ユグノーは王女の顔を穴が開くほど見つめた。

　夜の闇の中でさえ輝くような金髪。

　澄んだ碧へき眼がん。

　可憐な薄赤の唇。

　すっきりと高い鼻び梁りよう。

　柔らかそうな頰。

（ただのお嬢様にしか見えないんだがな。あんな戦い方をするような、自分の体で闘おうとするような、そんな狂気はどこにも感じられない）

　体つきも、十代半ばの少女というに相応ふさわしい華きや奢しやな骨格だ。

　乳房はまだ発展途上といったところだし、金色の陰毛も薄く儚はかなげだ。

　自分の体を鍛えているせいだろう、どこにも贅肉は付いておらず、大理石製の女神の彫像でも見ているようだった。

「あんたはこれから俺に、俺の人形ロイドに殺されようとしているんだぞ。恐くはないのか？　逃げようとはしないのか？　助けを呼ぼうとしないのか？」

　王女は毅き然ぜんと胸を張って答えた。

「そなたとそなたの人形ロイドの前では、それらは無意味な行動だと思うが」

　ユグノーは違和感を覚えた。

（仰るとおりだがな。しかし、諦めがよすぎないか？　それとも心の底に破滅願望でも持っているのか？）

　なるほど、そう考えれば、我が身の危険など顧みずに故国のために勝利を重ねている王女の戦い方にも納得がいくが。

　それに、王女はとても頭がよさそうだ。

　彼ひ我がの力量差を把は握あくして無駄な抵抗をやめた……のは理解できなくもない。

（だが、それにしても解げせない。諦めがよすぎる。潔いさぎよすぎる）

　ユグノーは違和感を拭えないまま、裸の王女と対峙し続ける。

　彼女の背後では、すぐにでも飛びかかれるような体勢を保持したまま、レイが様子を窺っていた。

「いつかこんなときが来るのではないかと思っていた」

　淡々とした王女の言葉に、彼の違和感は頭の片隅に追いやられた。

　あくまで逃げようとするか、それとも諦めて潔く殺されることを選ぶか。

　それは王女の側の選択であって、ユグノーには関係ない。

　逃げようが逃げまいが、彼はこの場で王女を暗こ殺ろすだけだ。

　いろいろ興味の尽きない相手ではあるが、王女はユグノーの標的、これ以上のお喋りは無駄というものだろう。

「覚悟はできているようだな」

「覚悟ができているわけではない。ないが」

　王女の言葉にユグノーは眉を顰める。

　頭の片隅に押しやられた違和感が、またむくむくと大きくなる。

（何かちぐはぐだな）

「できていないのか？」

「吾はそう簡単に死ぬわけにはいかないのだ。とはいえ、この絶体絶命の状況から逃れる術すべも思いつかない。下手に抵抗すれば、痛くて苦しい思いをするだけだろうし」

「わかっているじゃないか」

　と頷うなずいたものの、ユグノーは落ち着き払った王女の言動に、やはり違和感を感じてしまう。

　不審の念を抱いてしまう。

「だから、そなたの手による死を受け容れるしかないのだろう」

「そうしてくれると俺も助かるな」

　ユグノーは不思議な気分だった。

　今まで標的相手にこれほど話をしたことはなかった。

　ユグノーには相手と話す意味などないし、相手もユグノーと話す理由がないのだから当然だ。

（命乞いをする奴とか、罵ののしる奴とか、そういうのはたくさんいたが）

　命乞いをするでもなく、かといって逃げるでもなく。

　それどころか、こうして平然とユグノーと話をしている。

　何故かどうしてか、ユグノーもそれに応じてしまっている。

　そのことにユグノーは少し可お笑かしささえ感じた。

　もっとこの王女と話していたい誘惑に駆られた。

　が、その誘惑を職プ業ロ意識が制した。

（最悪、こいつの戻りが遅いのを心配して臣下が兵を連れて捜しに来るかもしれない。あるいはレミが引っ張り回している厄介な人形ロイドが戻ってきてしまうかもしれない）

「いつまでも話をしていても仕方がない。そろそろ死んでくれ」

　王女は何も言わず、裸身を隠そうともせず、正面からユグノーの顔を見つめる。

　王女の瞳に宿る意志の光がユグノーの目を射た。

（これが死を覚悟した奴の瞳か？　死を受け容れる奴の顔か？）

　ユグノーは、ぞくりと肌が粟立つような感覚を覚えた。

「殺し屋、そなたの名前は？」

「……これから死ぬあんたに名乗る意味などないと思うが」

「教えてくれないのなら、そなたのことは殺し屋と呼ぶしかない」

「…………」

「さて、殺し屋。せめて最後に。最期に一つだけ、吾の願いを聞き届けてはもらえないだろうか」

　ユグノーは軽い失望感を覚えた。

（結局、こいつも命乞いをするのか。金と、あるいは地位と引き替えに、助けてくれと希こいねがうのか）

　失望というより幻滅を覚えながら、ユグノーは無表情で応えた。

「言うだけ言ってみな。聞き届けるかどうかは別だがな」

　それに対して、パルミラは少し恥じらうような笑みを浮かべて言った。

「接キ吻スをしてくれないだろうか？」
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　ユグノーの目が点になった。

　突っ立っているユグノーに向かって、パルミラが再び口を開いた。

「聞こえなかったか？　では、もう一度言おう。吾に接キ吻スをしてくれないか」

「………………は？」

「吾はこれまで殿方と接キ吻スをしたことがない。だから死ぬ前に一度くらい、殿方との接キ吻スを経験しておきたい。こんな吾を哀れと思うのなら、お情けの接キ吻スを」

（いや……こいつ……何を言って……はぁ？）

　ユグノーは困惑した。

　困惑を通り越して混乱していた。

（い、意味がわからねえ。いや？　言ってるまんまの意味か？　そうなのか？）

　とびきりの珍獣でも見るような目つきで、ユグノーは王女の顔を見つめた。

　王女は真剣な顔で、真摯な瞳で、ユグノーを見つめ返す。

「なんだったら、接キ吻スだけでなく最後までしてしまってもかまわないが」

「はあぁあ？　おまえ、何を言っている……」

「吾の処女を差し上げようと言っている。今ここで殿方と交合するのも、死し出での旅路のよい思い出になるだろう」

「いやいや、俺は暗殺者アサシンであって強姦魔じゃないからな？」

　パルミラは少し嬉しそうに、ふふ、と笑った。

「殺し屋、そなた、意外と善よい男なのだな」

　ユグノーは相手のペースに巻き込まれているのを感じて、内心で舌打ちする。

「いいや、俺は悪い奴だ。何しろ暗殺者アサシンだからな。人に頼まれ、金をもらって人を殺す。そんな糞くそ野郎が善い男であるものか」

　パルミラが、あぁそうだった、と手を打つ。

「そなたは吾を殺しに来たのだったな。たしかに悪人だ」

　どうにも調子が狂うぜと内心でぼやきつつ、ユグノーは言った。

「さて、そろそろ暗殺しごとをさせてもらってもいいかな」

「嫌だと言っても、吾を殺すのだろう？　断る必要もないと思うが」

「じゃあ、死んでもらうか」

「その前に。吾の最後の願いを聞き届けてはくれないのか？」

「それは……」

「接キ吻スだけでいいのだぞ。交合を楽しむには時間が足りないだろうからな」

（王女様が、真顔でよくそんなことを言えるな）

「まぁ、その、なんだ……本当に俺なんかでいいのか？　おまえの最初で最後の接キ吻スになるんだぞ？」

　二人のやり取りを聞いていたレイは内心で、やれやれ、と首を振った。

（ユグノー、なんか、お姫様にいいようにあしらわれてるっぽいんだけど）

　そんな思いが伝わったのか、ユグノーが険しい目で睨んできたので、レイはそっぽを向いた。

　パルミラが優美な笑みを浮かべて言った。

「かまわないとも。むしろそなたがいいのだ、殺し屋」

　その王女の言葉の意味を、ユグノーが深く考えなかったのも無理はない。

　彼はパルミラの言動に、いつになく混乱し、浮き足立っていたのだから。

「まぁ、おまえがそれでいいなら、協力するのに吝やぶさかじゃないが」

　王女の背後でレイが、はぁぁ、とため息を吐つくのが聞こえた。

「本気、ユグノー？」

「接キ吻スくらい、二、三秒で終わる。問題ない」

「ないかなぁ」

「おまえは横で見張っとけ。こいつが少しでもおかしな動きをしたら、かまわないから刺せ」

　ユグノーがそう言い放つと、パルミラは不満そうに頰を膨らませた。

「おかしな真似などするものか。吾は純粋にそなたと接キ吻スをして、思い出を作りたいだけなのだ」

　そう言うと、パルミラは両手を胸の前で組み、目を閉じた。

　ユグノーは油断なく彼女に視線を這はわせる。

　未成熟な胸の頂点にある桜色の乳首と乳輪は隠れたが、それ以外の箇所はすべて露になったままだ。

（少し惜しい気もするが）

　と思ったとたん、レイが冷たい声を上げた。

「ユグノー？」

　人形ロイドと主人マステルは繋がりリンクしているのだ、ユグノーがよからぬことを考えれば、隣にいるレイにも伝わってしまう。

（まぁ、レミは逃げるのに忙しいだろうから、この状況を把握できないだろうが）

「なんでもねえよ」

　ぶっきらぼうに言って、ユグノーはパルミラに歩み寄った。

　もちろん油断などしない。

　隙も見せない。

　少しでも王女が動きを見せればユグノーは跳び退のく用意があるし、レイに襲いかからせる用意もある。

　だが、王女は身み動じろぎもしないまま、接キ吻スを待つ体勢で固まっている。

（本気か。まぁ、いいけどな）

　殺すべき標的と接キ吻スしたという得え難がたい経験は、ユグノーにとっても、それなりの思い出くらいにはなるだろう。

　彼は右手で王女の顎を摑み、顔の角度を少し変え、そして。

　念のため左手は王女と自分の体のあいだに置き。

　そっと王女の唇に自分の唇を重ねた。












　彼女のすぐ横にいるレイの緊張が高まったのが感じられた。

　だが、何事も起きない。

　王女はされるがままだ。

　ユグノーが顔を離すと、王女は蕩とろけた目を彼に向けてきた。

「もう一度、いいだろうか」

「どうせだ、気の済むまでつき合ってやるさ」

《ユグノー、嬉しそうじゃない？》

《いいから、おまえはちゃんと見張ってろ》

《やれやれ》

　不満そうなレイを無視して、ユグノーはもう一度、パルミラに接キ吻スをした。

　ところが今度は、王女もされるがままになっていなかった。

　なんとユグノーの口こう腔こうに舌を入れてきた。

　その積極性にユグノーは驚いてしまう。

（こいつ、初めてとか言いながら、舌を絡めてきやがった!?）

　その瞬間、パルミラの口から微細な魔法人形マジカロイドがユグノーの口内に侵入していたのだが、王女の大胆な振る舞いに驚いたユグノーが微細な人形ロイドの侵入に気づけるはずもない。

　舌を入れてきた王女の積極性に驚いたものの、だからといってユグノーは接キ吻スをやめるようなことはしなかった。

　むしろ積極的に王女の舌を迎え入れた。

　まだユグノーはパルミラの意図に気づいていない。

　二人は互いの唇を吸い、舌を絡め、情熱的な接キ吻スを続けたが。

　やがてその時間も終わりの時を迎える。

　顔を離したユグノーは、そのまま一歩、二歩と後あと退ずさると、パルミラを正面から見つめて言った。

「どうだった？　あんたの人生で最初で最後の接キ吻スの味は」

　王女は潤んだ目をユグノーに向けて応えた。

「とても素敵な経験だった。けれど、これが最後になると決まったわけでもない」

「はぁ？　なに寝ぼけたことを言ってやがる」

「寝ぼけてはいない。吾は大真面目だ」

　ユグノーはまたも混乱し、困惑する。

「おまえ、状況がわかっているのか？　それとも、この後に及んでなおも時間稼ぎか？　おまえが頼りにしているあの四足獣型が戻ってきたとしても、レイがおまえを刺し殺すのは刹せつ那なの間まで事足りる。それとも俺がおまえに絆ほだされて見逃すとでも？」

　パルミラは、ふふ、と小さく笑った。

　まるでほくそ笑むように。

「そなたはそんな甘い人間ではないだろう。だが」

　その瞬間、パルミラの瞳で炎が燃え上がった。

　意志の力が強烈な光となってユグノーの目を射た。

　王女の迫力に、ユグノーは思わず身構えてしまう。

「状況がわかっていないのは、そなたのほうだ、殺し屋！」
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　王女を見やるユグノーの背中に、ぞくりと寒気が走った。

　彼女の顔に浮かんでいるのは、死を覚悟した者の諦てい念ねんではない。

　それは生に執着した者の執念。

（ヤバい。なんだかわからないが、こいつはヤバい）

　それは数多あまたの死線をかいくぐってきたユグノーの職業的な本能と言えた。

　自分の本能の声に従って、ユグノーはレイに命令を下そうとする。

「レイ、かまわない、今すぐこいつを殺や……ぐぁっっ」

　命令を下す寸前、腹部に激痛が走った。

「ぐわぁぁぁっっっ」

　あまりの痛みに、ユグノーは堪らず地面に倒れ、辺りを転がり回る。

「ぐっ、ぐおっ、ぐぉぉぉぉっっ」

　腹を押さえてのたうち回るユグノーをレイが呆然と見やっている。

　何がどうなったのかわからない。

　何をどうしていいのかもわからない。

　だが、ユグノーが感じている激痛の何割かはレイも感じ取った。

　レイは顔を顰しかめてお腹を手で押さえ、呆ぼう然ぜんとユグノーを見やる。

「そこまでだ、シリューネリエ」

　凜とした王女の声と同時に激痛が治まった。

　その事実に、ユグノーは愕がく然ぜんとする。

「まさか……まさか、おまえ……」

　パルミラは、そうだ、と泰たい然ぜんとした態度で言った。

「先ほど接キ吻スを交わしたとき、そなたの体内に吾の魔法人形マジカロイドを仕込ませてもらったのだ。ズムウォルト、あの巨大な人形ロイドとは別の、もう一体の吾の人形ロイド、シリューネリエをな。シリューネリエはとても小さいから、そなたが気づかなかったのも無理はない」

「ば…馬鹿な……あり得ない」

「あり得ない？　吾が二体持ちということがか？　だが、殺し屋、そなたも二体持ちではないか。世の中に二体持ちが自分だけだと、どうして決めつける？」

　ユグノーは驚愕に目を見開いて王女を見つめ、震える声で言った。

「お、おまえは、あの巨大な魔法人形マジカロイドだけでなく、そんな微細な魔法人形マジカロイドも操っているというのか」

　パルミラはあっさり、そうだ、と肯がえんじた。

「それが呪いを受けたせいで吾に備わった能力なのだ」

　裸のまま傲ごう然ぜんと胸を張る王女の姿を眩しく感じて、ユグノーは彼女から視線を外してしまう。

　だが、彼女の言葉は胸に刺さったままだ。

「呪い？　なんのことだ、呪いとは」

　呟くようにユグノーがそう言うと。

「それはあとで改めて説明しよう。しかし今は、そなたの体内にシリューネリエがいるということに関しての話し合いをしたほうがいいのではないかな？」

　王女が、にんまりと笑った。

　してやったりという満足感が満面に溢れている。

「…………」

　ユグノーは何も言い返せなかった。

　レイも、あまりに意外な展開に指一本動かすことができなかった。

　あとから思えば、いい判断だった。

　主人マステルを救おうとレイが問答無用で王女を殺していれば、同時にシリューネリエがユグノーの内臓を破壊していただろう。

　内臓を破壊されれば、人は必ず死ぬ。

　王女とユグノーは間違いなく相討ちになっていた。

　当然、ユグノーが死ねばレミとレイも死ぬ……というか、動かなくなる。

　ユグノーは相手の言うことがハッタリではないことを知っている。

　あの激痛は、たしかに相手の人形ロイドが自分の腹部に入った証だ。

　彼はがっくりと肩を落とし、悄しよう然ぜんとうなだれた。

「わかった。話し合いに応じよう」

　ユグノーが弱々しい声でそう応えると、パルミラはにっこりと微笑ほほえんだ。

　その笑みは、十六歳という年齢に相応しい無邪気なものだった。

「そなたはもう吾を殺せない。吾を殺そうとすれば、そなたはシリューネリエに内臓を破壊されるのだから。たとえ吾を殺せたとしても、そなたも確実に死ぬ。それともそなたは、自分の命を犠牲にしてまで暗殺の依頼を全うしようとするのだろうか」

「そこまで依頼に殉じる気はない」

「それはよかった。安心した」

　嬉しそうに笑う王女の笑顔を盗み見るようにしながら、ユグノーはこんなことを思っていた。

（俺の体内に入った極小の人形ロイドに命令を下す間もなくこいつが絶命すれば。例えばこいつの首を刎はねれば。あるいは心臓を一刺しで貫けば。俺の体内の人形ロイドは俺を殺すことなく動きを止める。そうなれば人形ロイドはただの異物。糞と一緒に外に出して終わり……）

　そんなユグノーの思考を読んだわけでもないだろうが、パルミラは、ふふ、と笑った。

「言っておくが、吾を殺してしまえばシリューネリエが無害になる……などと思わないことだ」

　ぎくり、とユグノーは身を固くする。

「シリューネリエは、吾が絶命したあとでも十分や二十分は活動できるぞ。シリューネリエには、吾の身にもしものことがあれば、遠慮なく容赦なく、そなたを殺すようにと予め命令してある」

「なあっっ!?」

「シリューネリエにとって十分は、そなたの内臓を破壊するのに充分な時間だ」

「……ハッタリだ。それこそあり得ない」

「吾に言わせれば、双子人形デイオスコロの片方を中継基地にして限界距離バイタル・リンクを伸ばすそなたの人形ロイドのほうが、よほどあり得ないと思うのだが」

　たしかにレイとレミは、他人から見ればあり得ない能力を有している。

　であれば、あり得ない能力を有する人形ロイドを持つ者がレイとレミ以外にいてもおかしくはないという理屈は成り立つ。

「自分と自分の人形ロイドが唯一無二の存在だなどと思い上がらないことだ」

（ぐうの音も出ねえな）

「などと偉そうに言う吾も、そなたが二体持ちだという可能性に思い至らなかったので危うく殺されそうになったわけだが」

　パルミラは機嫌よさそうに笑う。

「お互い、今回のことはいい経験をしたと思って、今後の人生に活かしていきたいものだな？」

　王女の皮肉に、ユグノーは言い返す言葉が見つからない。

　ただ歯嚙みするばかりだ。

「ともあれ、これで吾とそなたは繋がりリンクしてしまったことになる」

　なるほど、王女の極小人形ロイドがユグノーの体内にいる限り、二人は繋がりリンクしているのも同然だ。

　ユグノーは、いま自分が、この王女に生せい殺さつ与よ奪だつの権を握られているのだという事実に愕然とした。

　世界が暗転し、足下の大地が崩れ落ちるような衝撃を受ける。

「情緒的な言い方をすれば、これが、接吻から始まる繋がりkissing link、というものかな」

　ドヤ顔でそんなことを言うパルミラとは対照的に、ユグノーはがっくりと肩を落とし、しおしおとうなだれるしかなかった。
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　ユグノーはレミに呼びかけた。

《レミ、全部終わった。こちらに来てくれ》

　レミの反応が、一瞬だけ遅れて帰ってきた。

　やはり逃げるのに手一杯だったようだ。

　レミが無事なことと、レミがこちらの状況を把握していないだろうこと、その二重の意味でユグノーは安堵する。

《遅かったわね！　本当にもう限界だったわよ》

　レミの叫び声がユグノーの脳のう裏りに響いたあと、一分かそこらで彼女が姿を現した。

　少し遅れて四足歩行型の人形ロイドと、それに乗ったサンフロンランヌも現れた。

「王ひ女め様！　ご無事でしたか！」

　彼女は地に倒れている兵や侍女を見て、ぎょっとした顔になる。

　エインシャから飛び降りたサンフロンランヌは、王女の傍かたわらに立っている人物が味方の兵ではないことに気づいた。

　彼女は柳りゆう眉びを逆立てると、まだ裸のままのパルミラの前に立ち、両手を広げた。

　顔だけを背後に向けたサンフロンランヌが、

「王ひ女め様、どういうことですか、これは？　いったい何が起きているのです!?」

　と訊くと、パルミラは、そうだな、と他ひ人と事ごとのように暢のん気きな声を出した。

「話すと長くなる。その前に、まずは服を着させてもらえないかな」

「あ、これは失礼いたしました。が。あの男を放っておいてよいのでしょうか。魔銃をぶっ放してきた人形ロイドの主人マステルなのでは？　つまり刺客なのでは？」

「それも含めて、話せば長くなるということだ」

「承知いたしました。では、まずお召し物を……いや、困ったな」

　サンフロンランヌは困惑顔で倒れている侍女たちに視線を向ける。

「王ひ女め様、まず侍女たちの様子を確認させていただけますか」

「ああ、そうしてくれ。さすがに吾も疲れた。自分で服を着るのも辛い」

　サンフロンランヌが倒れている侍女の具合を見て回るあいだ、パルミラは、裸のまま、堂々とその場に立っていた。

（疲れたから自分で服を着ようとしないなんて、いかにも王族らしいっちゃらしいが、でも、こいつ軍人だろ。それでいいのか）

　ちらちらとパルミラに視線を送りながら、ユグノーがそんなことを思っていると。

　レミが刺すような視線を送ってきた。

　彼女の怒りが爆発寸前なのが、主人マステルであるユグノーにひしひしと伝わってくる。

《ご主しゆ人じん、これはどういうことなのかしら!?　標的はピンピンしているみたいだけど!?　終わったって、何がどう終わったのかしら!?　全然なんにも終わってないではないの。あ？　もしかすると》

　レミは手で口を覆い、わざとらしく目を見開き、わざとらしく肩を震わせた。

《わたしの体を自由にしていいから見逃して、なんていうお姫様の言葉に乗せられて、お姫様といいことして、結局、見逃すことにしたのではないわよね!?　わたしが必死で逃げ回っているあいだ、お姫様と懇ねんごろによろしくいやらしいことをしていたのではないわよね!?》

《そんなことはないから安心しろ》

《じゃあ、どうして標的のお姫様が無事でいるの？　ご主しゆ人じんは、どうしてすべてが終わったなんて言うの!?》

　レミがチラッとレイのほうを見ると、彼はレミの視線に気圧されたように顔を背けてしまう。

　レミは憤然とした顔でユグノーに迫ってきた。

「ちゃんと説明して、ご主しゆ人じん！」

「あ～～、つまりだな」

　ユグノーは頭を掻きながら言う。

「俺があの王女様に負けたってことだよ」

「……はい？」

「俺の体内には、王女様の人形ロイドが入り込んでるんだ」

「なっ!?」

「目に見えるか見えないかっていう、ごく小さい人形ロイドがな。それで俺は、あの王女様に生殺与奪の権を握られたってわけだ」

「じゃあ、暗殺しごとは成功してないじゃない！　いえ、お姫様が無事な時点で成功してないのはわかったけど、じゃあ、どうして暗殺しごとは終わったなんて言ったの」

「勘違いするな。俺は暗殺しごとが成功したとは一言も言ってないぞ。暗殺しごとは終わったとしか言ってない。つまり、こういうことだ」

　そこで言葉を切ったユグノーは、一つ咳払いしてから言葉を継いだ。

「暗殺しごとは失敗に終わった」
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　レミは地団駄を踏んだ。

「それで上手いこと言ったつもり!?　も～～、最低！　信じられない！」

　なおもユグノーに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ続けるレミをレイが宥なだめようとしたのだが、その行為は藪やぶ蛇へびでしかなかった。

「あなたも！　ご主しゆ人じんがお姫様に人形を仕込まれるのを黙って見ていたとか、どれだけ間抜けなの、レイ！」

「あぁ、うん、その非難に対する言い訳を僕は思いつかないよ」

「あなたもお姫様の裸に見とれていたのではないの!?」

「まぁ、僕はユグノーと繋がりリンクしているからね、ユグノーが見とれれば、僕も見とれてしまうよね」

　レミの眉が撥ね上がった。

「そうなの。そういうことなの。お姫様の色仕掛けにまんまと嵌はまった間抜けな暗殺者アサシン、それがご主しゆ人じんというわけね！」

「はい、間抜けな負け犬が俺です」

　ユグノーはレミに向かって頭こうべを垂たれた。

「負け犬に使われた無能な負け人形ロイドが僕です」

　レイもがっくりとうなだれた。

「あ～～、も～～、腹立つ腹立つ腹立つぅぅぅ」

　レミがなおも罵詈雑言を二人──一人と一体──に浴びせかけているあいだに、サンフロンランヌは侍女の様子を確認していた。

　気を失ってはいるが、三人とも命に別状はなさそうだった。

　ということは、彼女たちの人形ロイドも壊されたわけではないようだ。

　サンフロンランヌが、そのうちの一人を揺り起こした。

　侍女は驚いて飛び起きようとしたが、サンフロンランヌに声をかけられて落ち着きを取り戻す。

　彼女が覚醒したことで、倒れていた人形ロイドも起き上がった。

　人形ロイドは人ひと型がたで女子型だ。

　サンフロンランヌが侍女に、パルミラ王女に服を着せるよう命じ。

　侍女は自分の人形ロイドに命じてパルミラに服を着せていく。

　やがて服を着終えたパルミラが、レミに罵倒の嵐を浴びているユグノーの下もとへ、サンフロンランヌを従えて近づいてきた……というか、サンフロンランヌがパルミラを守るように王女の前に立っているのだが。

　そして彼女は、凄まじい形相でユグノーを睨みつけていたのだが。

　サンフロンランヌの態度を見る限り、パルミラから一連の経過を聞かされたのは確実だった。

　王女は裾すそがゆったりとしたトラウザーズを穿き、無骨な長ちよう靴かを履き、簡素な上着の上に軽装鎧を着けていた。

　部隊の指揮官というに相応しい出で立ちではあった。

「そこの殺し屋」

　夜の森に凜としたパルミラの声が響く。

　先ほどとは打って変わって、その声音には落ち着きと余裕が感じられた。

（落ち着いているというか、肝が据わっているというか）

　十代半ばくらいにしか見えない王女だが、年齢に相応しくない彼女の落ち着き振りに、ユグノーは改めて感心してしまう。

「ああ、俺のことはユグノーと呼んでくれ」

「そうか。では、ユグノー」

「なんだ、王女様」

「ああ、吾のことはパルミラでよい」

「なんだ、パルミラ……様」

「いつまでも吾がここにいては、夜営地で兵たちが騒ぎ出すかもしれない。とりあえず戻ろうと思いうが、従ついてきてくれるな？」

　シリューネリエとパルミラが繋がりリンク切れを起こす地点まで逃げようとしても、両者が繋がりリンクしている以上、逃げ切る前に気づかれる。

　ユグノーは小さなため息を吐ついて応えた。

「俺に選択の自由はないように思えるが」

　パルミラは、にっこりと笑った。

「それを理解してもらえて重ちよう畳じようだ。内臓を破壊されると、とても痛くて苦しいそうだ。おまけに治療方法がないから、必ず死ぬ。それはもう七しち転てん八ばつ倒とうの激痛に悶もだえ苦しみながら死んでいくことになる」

（こいつ、いけしゃあしゃあと俺を脅おどしに来やがった）

　パルミラの度胸と傲ごう慢まんさにもユグノーは感心してしまう。

「そんな目に遭いたくないからおとなしく従うが……俺はやはり斬罪になるのか？」

「ああ、それなのだが」

　パルミラはにこやかな笑みを崩さないまま応えた。

「もちろんユグノーには罰を与えるつもりだ。だが、それは死罪ではない」

　ユグノーは胡乱な目をパルミラに向けるが、王女は彼の反応などおかまいなしで話を続けていく。

「おまえへの罰は、吾の護衛だ」

「…………は？」

「聞こえなかったかな？　死一等を減ずる代わりに、おまえは吾の護衛を務めなくてはならないのだ、ユグノー」

「い、意味がわからないんだが」

　目を白黒させているユグノーを、人が殺せそうなほど鋭い視線でサンフロンランヌが睨みつけてくる。

　美人が台無しになる恐ろしげな形ぎよう相そうだった。

　おそらく、すでに王女から意図を聞かされているのだろう。

　そして大反対した挙げ句、王女に却下されたのだろう。

「わからない？」

　王女は笑みを消し、わざとらしく眉を寄せた。

「ユグノーは頭のいい男だと思っていたのだが、吾の買い被りだったのだろうか」

（俺を試していやがる？）

　ユグノーはまたも内心でため息を吐つきながら頭の中で検討を始めた。

　素早く考えをまとめながら、ユグノーは徐おもむろに口を開く。

「今回の件でもわかったように、パルミラ様は自分の人形ロイドに自分を守らせることができない。だから自分を守れるような護衛役を探していた。兵士として敵と戦うことなく、どんなときでも常に自分の側にいて自分を守れる強力な護衛役を探していた。そこに俺が現れた……ってことだろうか」

　パルミラは、ぱん、と両手を打ち合わせ、満足そうに笑った。

「よかった。吾の見立てに間違いはなかったようだ。そう、吾は、おまえのように腕が立って頭のいい護衛役を探し求めていたのだ」

（それだけではない。吾の手足として、あれを探す手伝いをしてくれる者も探していたのだ。おまえは、いや、おまえとおまえの人形ロイドは、その役目に打ってつけだ）

　と内心で続けるパルミラだったが、それを声に出すことはなかった。

　サンフロンランヌが堪らず振り返る。

「しかしですね、王ひ女め様、この男、腕が立つのは認めますが、金で王ひ女め様を暗あん殺さつしようとした屑くず野郎なのですよ。そんな屑野郎をお側においておくことに、不肖サンフロンランヌ、どうしても納得できません。賛成できません」

（酷い言われようだな。いやまぁ、概おおむね、そのとおりか）

　ユグノーは内心で自嘲の笑みを浮かべる。

「その話は終わったはずだぞ、ランヌ」

　パルミラにぴしゃりと言われ、サンフロンランヌが顔を歪めた。

「ですが……ですが……」

「そなたやラヴァールは、戦の際には兵を指揮してもらわなくてはならない。四六時中、吾の側にいるわけにはいかない」

「それも承知しておりますが」

「これからは頻繁に国外の敵が、あるいは国内の反対勢力が、刺客を送り込んでくるかもしれない。だからこそ、吾の側に張りついていてくれる腕の立つ護衛が必要なのだ」

「それも重々承知しておりますが」

「彼、ユグノーはまさに適任。そうは思わないか」

「思いません！　こんな糞野郎は千の肉片に切り刻んで豚の餌にでもするべきです」

（おい、屑野郎から糞野郎に格下げになってるぞ）

　ユグノーが内心でツッコむと、サンフロンランヌがぎろりと睨ねめつけてきた。

「ランヌ、これはもう決まったことなのだ。吾が決めたことなのだ。そなたは吾の決定に異を挟むと言うのか？」

「あぅう」

　敬愛するパルミラに強く出られると、サンフロンランヌとしては黙るしかなかった。

　パルミラは、囁ささやくように追い討ちをかけた。

「それに、あれを探すためには、ユグノーと彼の人形ロイドがどうしても必要だ。わかるであろう？」

　サンフロンランヌは、不承不承といった顔で頷いた。

「というわけで、ユグノー」

　ユグノーのほうに顔を振り向けたパルミラは、爽やかな顔で言った。

「おまえには吾の護衛を命じる。奮ふん励れい努ど力りよくを期待しているからな」

「……嫌だと言ったら？」

　パルミラは、ええぇ!?　と大げさに驚いてみせる。

「まさかユグノーは、吾の護衛をするくらいなら内臓を破壊されて激痛に悶え苦しみ、七転八倒、のたうち回りながら死んだほうがマシだと言うのか!?　なんという勇者だ。驚きよう嘆たんに値する」

（こ……この王女は）

　ユグノーは完全に負けたと思った。

　完全にしてやられたと思った。

　けれど、負けてなお爽快だったのが自分でも意外だった。

「わかった。やるよ。あんたの、パルミラ様の護衛、精一杯務めさせてもらうさ」

　ユグノーが苦々しい顔でそう応えると、パルミラは泰たい然ぜん自じ若じやくといった体ていで頷いた。

（これで吾の大望に近づくことができるかもしれない。あれを見つけられれば。いや、なんとしても見つけるのだ。そうでなくては吾は死ぬのだから）

　一方、サンフロンランヌの瞳に憎しみと敵てき愾がい心しんと嫉妬の炎が燃え上がった。

　自分を睨みつけてくるサンフロンランヌの視線が肌に突き刺さるのを感じながら、ユグノーは内心で大きなため息を吐つく。

（前途多難だなぁ）

　ユグノーの双子人形デイオスコロは、余りに意外な展開に言葉を失い、主人マステルとパルミラの顔を交互に見やることしかできなかった。
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　休憩を入れるために一行がオアシスで馬を止めたときのことだ。

　馬から下りたユグノーが周囲の景色を見渡している。

　ユグノーの双子人形デイオスコロは馬の鞍に跨またがったまま、やはり周囲を見渡している。

「寂しいところだね」

　とレイが言うと、

「服が埃ほこりっぽくなって困るわね」

　とレミが応じた。

「おい、王おう女じよ様よ」

「何か、ユグノー？」

「この辺りって、もう隣国の領域だろ。いいのか？　ファガラゥシュの王女様が勝手に入り込んだりして」

　オアシスの周囲には荒こう涼りようたる景色が広がっているばかりで、何か重要な物がありそうな雰囲気はまったくない。

　ユグノーには、どうしてパルミラがわざわざお忍びでこんな場所まで来たのか、その理由がさっぱりわからなかった。

「そうでもない」

　やはり下馬したパルミラは、澄ました顔でユグノーに答える。

「この辺りは、まだ国境が画定していない地域なんだ。スメルシュルツ王国の領域とは言えない。もっとも」

　そこで言葉を切った王女は、にやりと笑った。

「ファガラゥシュの領域とも言えないのだけれど」

「いいのか、それで」

　ユグノーは呆れ顔になる。

「万が一、スメルシュルツが自国領だということを主張しても、こんな辺へん鄙ぴな場所まで巡回の部隊を送り込んだりはしないよ」

「今のを意訳すると、見つからなきゃ問題ない……ってことか？」

「そんな直截的な物言いをされると照れてしまうね」

「今の話のどこに照れるような要素があった!?」

「おい、貴様」

　ユグノーの背後からサンフロンランヌが冷たい声をかけた。

「王ひ女め様に気安く話しかけるな。殺すぞ」

　今回のパルミラの私的な遠征……というか、小旅行に従ついてきたのは、サンフロンランヌ（と彼女の人形ロイド）と、ユグノー（と彼の人形ロイド）のみだった。

　ファガラゥシュ王国の王女ともあろうものが、たった二人（と三体）を従えただけで自国の領域から出てくるというのは、よほどのことだ。

　だからユグノーは、なんのためにどこに行くのかという説明を再三、パルミラに求めたのだが、その度に彼女は言を左右にしてはぐらかし、結局ユグノーは、今に至るまで遠征の目的と行き先を教えてもらっていない。

「気安く話しかけてないだろ。どこに何しに行くのかの説明を受けてないから、それを知りたいだけだ」

「貴様は王ひ女め様の単なる番犬だ。いいや、家畜だ。家畜は言われたとおり従ついてくればいいのだ。思い上がるな」

「おまえこそいい番犬じゃねえか。いつも王女様に尻尾を振って腹を見せてごろごろと喉を鳴らしてるだけだもんなぁ。それでいて他人には王女の威いを借りて居い丈たけ高だかにものを言う。いいご身分だな、おい」

「貴様！」

　サンフロンランヌが視線だけで人が殺せそうな険しい顔でユグノーを睨みつけ、その横では彼女の人形ロイド、エインシャが低い唸り声を上げて牙を剝むいている。

　サンフロンランヌが一声かければ、たちまちユグノーに飛びかかり、彼の喉笛を食いちぎることだろう。

　ユグノーの人形ロイドとしては、それを座して見ているわけにもいかない。

　レミはため息を吐つきながら馬の横っ腹に括りつけてある魔ま銃じゆうを引き抜いた。

「あの二人、相性、最悪よね」

「相性というか、片方はお姫様を妄もう信しん溺でき愛あいしてるし、片方は隙すきあらば殺して自由を取り戻そうと狙ってるし、気が合うわけないよね」

　などと二人は囁き声を交わす。

「サンフロンランヌ、やめなさい」

　制止するパルミラの声に、サンフロンランヌは渋々といった体ていで引き下がったが、瞳に燃える軽けい侮ぶと憎悪の炎を隠そうともしない。

　すぐにパルミラはユグノーに顔を向けた。

「まぁ、ここまで来たのなら、もう教えてもいいだろう」

「どういうことだ？」

「もうユグノーが怖おじ気けづいて逃げ出す心配もなくなった、ということだ」

「はぁ？　怖じ気づいて逃げ出す!?　あり得ねえだろ、そんなこと」

「そうかな。これから行くのは、けっこう恐い場所なんだよ」

「恐いって、幽霊でも出るのか？」

　ユグノーが揶や揄ゆするようにそう言うと、パルミラは真剣な顔で頷うなずいた。

「そう、出るんだ。あれらは、ある意味、幽霊だと言ってもいいかもしれない」

「あ？　はぁ？」

「あの丘を越えた先に、かなり大きな森がある。その森の奥に、古代の民が神殿として使っていた遺跡があってね。そこに出るらしいんだ」

「な……何が？」

「だから、幽霊さ」

　そう言うパルミラの顔はあくまで真剣そのものだったので、ユグノーは大いに面食らった。

「意味がわからないんだが」

　双子人形デイオスコロも王女の真意を測りかね、互いに顔を見合わせて首を捻っている。

「行けばわかる。吾われも、それが本当かどうか知りたくて行くわけだからな」

　何がなんだかという顔でユグノーは馬上のレミとレイを見やったが、二体は言うべき言葉も見つからず、ただ肩をすくめただけだった。

「ただ、もし本当に幽霊が出たら、そのときはユグノーの力を大いに頼りにしているよ、という話だね。ユグノーというか」

　そこで言葉を切ったパルミラは、ゆっくり顔を巡らせるとレミとレイに視線を止め、戯おどけるように片目を瞑ってみせた。

「ユグノーとユグノーの魔法人形マジカロイドに」
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　小高い丘を幾つか越え、最後の丘に登ったとき、眼下に大きな森が広がっているのが見えた。

　丘の上から見たときは割と近いのかと思ったが、実際に走ってみるとかなりの距離があり、森の外周部まで辿り着くのに二時間以上かかってしまった。

　先頭を走っていたパルミラに続いて、サンフロンランヌとユグノーも馬を止めた。

　ここまで、サンフロンランヌもエインシャには乗らずに馬を走らせてきた。

　エインシャに乗ったほうが楽だし速いのだが、パルミラを置いて先行するわけにもいかないし、魔力も温存しておきたいしで、こうして馬に乗っているのである。

　下馬したパルミラは森の奥を覗のぞき込んでいたが、やがて振り返り、サンフロンランヌとユグノーに向かって言った。

「どうも馬では森に入れないようだな」

「これだけ鬱うつ蒼そうとした森だと難しいだろうな」

　パルミラに向かってユグノーが頷くと、サンフロンランヌから叱しつ責せきの声が飛んできた。

「貴様、気安く王ひ女め様と言葉を交わすなと！　この下郎めが」

「言葉を交わしたわけじゃないけどな」

「黙れ。口を開くな。声を出すな。息もするな。この外道めが」

「息をしなかったら死ぬだろ！」

「それはちょうどいい。ぜひ死んでくれ。一刻も早く死んでくれ。この腐れ外道めが」

「この女、裸に剝いて城壁に吊してやろうか」

「面白い。やれるものならやってみろ、この腐れいかさま不能屑くず野郎」

「なんだと、この腰巾着女め郎ろうが」

　ぴきぴきぴき。

　サンフロンランヌのこめかみに浮き出た血管が、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。

「今は王ひ女め様が貴様を必要としているから手を出さないが、王ひ女め様があれを見つけたら、貴様はその場でぶち殺してくれる。エインシャに貴様の手足を嚙み砕かせ、動けなくなったところを千の肉片に斬り刻み、山犬の餌にしてやるからな」

「それこそ、やれるものならやってみろって話だが、俺を殺す前に鈍のろ間まなおまえとおまえの人形ロイドなど、レミの魔銃で蜂はちの巣になるだろうよ」

　サンフロンランヌの目が吊り上がり、エインシャの唸り声が殺気を孕はらんだ。

「わたしのエインシャは、そんなへろへろ玉に当たるような間抜けではない」

「あぁあ？　だったら、いま試してあげましょうか？」

　そう言ってレミが魔銃を持ち上げる。

　ユグノーの怒りが伝わってくるので、レイも少し腹立たしい気分だが、それを抑え込んで言った。

「やめなって、レミ。ユグノーも。安い挑発に乗らないでよ。らしくないなぁ」

　レイに言われ、レミが決まり悪そうに魔銃を下ろした。

「いや、しかしな、こいつが……」

　サンフロンランヌを指さして、なおもユグノーが何か言おうとしたとき、パルミラから叱しつ咤たが飛んできた。

「二人ともいい加減にしないか」

　びくり、と体を震わせ、サンフロンランヌが首をすくめる。

「いや……悪かったよ」

　ユグノーもパルミラに向かって手を上げ、軽く頭を下げた。

　下げたが、頭を上げるとすぐに疑わしそうな顔で訊いた。

「で？　パルミラ様は、ここに何を探しに来たんだ？　『あれを見つける』とか言っていたが、あれって、なんだよ」

「ユグノーは、繋がり切れロストロイド、という物の存在を知っているか？」

「いや？　なんだ、それは？」

「主人マステルとの繋がりリンクが切れたまま彷徨さまよっている魔法人形マジカロイドのことだ」

「はぁ？　繋がりリンクが切れたまま彷徨うぅ!?　そんなこと、あるわけないだろ」

「そう、ふつうならあり得ないことだ。だが、主人マステルとの繋がりリンクが切れながら、なお活動をやめない人形ロイドが、希まれにだがいるのだ」

「本当か？　信じられないんだが」

「たしかに、俄にわかには信じられないだろう。しかし、吾は実際にこの目で見ているからな、間違いない」

「おいおい、マジか。常識外れにもほどがあるだろ」

　ユグノーは開いた口が塞がらない気分だ。

「ん？　ということは」

　ユグノーは目を細めてパルミラを見た。

「王女様は、その繋がり切れロストロイドを探しているってことか？」

「正確には少し違うが、吾が繋がり切れロストロイドを探しているのは、事実そのとおりだ」

「なんのために、そんな物を探す？」

「繋がり切れロストロイドの群れの中に、吾が求める物が隠れているに違いないからだ」

　今度はユグノー、大きく目を見開いた。

「はぁあ？　群れぇ!?　ロ、繋がり切れロストロイドって、そんなにたくさんいる物なのか」

「主人マステルを失って寂しい思いをしているから……なのかどうかは知らないが、繋がり切れロストロイドは群れる習性があるらしい」

「マジか……」

　ユグノーは言葉も出ないほど驚いていた。

　それはレミとレイも同様だ。

　主人マステルと繋がりリンクの切れた人形ロイドは動かなくなる。

　それが世界の常識だったからだ。

「吾は繋がり切れロストロイドの群れを求めてここにやってきた。つまり」

　パルミラは、眼前に広がる鬱蒼とした森を目で指した。

「この奥にいるらしいのだ、繋がり切れロストロイドの群れが」

「そうなのか。繋がり切れロストロイドってのがどんな物か、ちょっと見てみたい気もするが」

　横からサンフロンランヌが口を挟んできた。

「だから貴様は阿あ呆ほうだと言うのだ」

「あぁ？　どういう意味……ん？」

（たしかにおかしいな）

　とユグノーは思い直す。

（こいつは繋がり切れロストロイドを探してる。この森にそれがいるらしい。そこでこいつは、サンフロンランヌと俺を連れてきた。サンフロンランヌは、部下の中では一、二を争う腕利きだ。そして俺は王女の護衛だ。ってことは）

「おい、パルミラ様、その繋がり切れロストロイドの群れって、凶暴な人形ロイドの集団……なのか？」

「ほほう」

　パルミラの目が妖しく光った。

「喜べ、サンフロンランヌ。やはりユグノーは馬鹿でも阿あ呆ほうでもないぞ」

　サンフロンランヌが苦々しい顔で頷いた。

「の、ようでありますね」

　彼女はユグノーに向かって軽く会釈した。

「訂正しよう。貴様は頭のいい屑野郎だ」

「この女は……」

　何か言い返そうとするユグノーをパルミラが遮った。

「ユグノーの読みどおり、繋がり切れロストロイドの群れは見境なく他者を襲ってくる。他者、つまり人間とその人形ロイドを」

「だから俺を連れてきた、と」

「そうだ。残念ながら、吾は戦うための人形ロイドを持ち合わせていない。まさかズムウォルトを連れてくるわけにもいかないからな。ズムウォルトは目立ちすぎるし、強すぎる。ズムウォルトがまともに戦ったら、繋がり切れロストロイドの群れは、その巣窟と一緒に粉々になってしまうだろう。それでは困るのだ」

　ユグノーは、まじまじとパルミラを見た。

「あんたはいったい何を探しているんだ？　ここで、繋がり切れロストロイドに襲われるのも厭いとわず、いったい何を？」

「それは」

　パルミラはもったいぶった様子で一息入れると、一気に言葉を吐き出した。

「究極の人形ロイド、世界人形ムンデイ・ドロイドと呼ばれる存在を、だ」
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　一行は昼なお暗い森の中に足を踏み入れた。

「おい、王女様」

「なんだ、ユグノー？」

「繋がり切れロストロイドどもはどこにいるんだ？　その探し物はどこに隠されているんだ」

「さて？」

「居場所も在処ありかも知らないで森に入ったのかよ」

　ユグノーは呆れた顔をパルミラに向けるが、彼女はどこ吹く風だ。

「なに、この森の広さから推し量れば、隈くま無なく歩き回ったとしても三日で事足りるはず。問題ない」

　パルミラがそう応えると、レイが情けなさそうな声を上げた。

「だから僕とレミがこんな荷物を背負っているんだね」

　なるほど、レイとレミは大きな背はい嚢のうを背負っている。

　元々が小柄な魔法人形マジカロイドなだけに、背嚢のほうが大きいくらいで、かなりアンバランスな印象だ。

「こういう荷物は獣けもの型がたが背負うと相場が決まっているものではないかしら」

　と、レミも恨めしそうな顔でエインシャを見た。

「ダメよ。いざというとき、エインシャには王ひ女め様とわたしが乗らなくてはならないのですから、背中はいつも空けておかないと。あ、ちなみに」

　サンフロンランヌが意味ありげな視線をユグノーに向けた。

「おまえは絶対に乗せないから、いざというときは自分の足で走ってくれ」

「俺はレミとレイに担いでもらうからご心配なく」

「え～～？　僕、ユグノーを担ぐのは嫌だなぁ。こんな重い荷物背負っていると、それだけで魔力を消耗しちゃうし」

「そうよ。こんなの背負って三日も歩き回ったら、いざというとき戦えないわね？」

　レイとレミが口々に不平を言うと、パルミラが、心配無用だ、と応えた。

「食料と水はどんどん減っていく。最後にはかなり軽くなるはずだからね」

「そういう問題じゃないと思うんだけどなぁ」

　レイは小さなため息を吐ついた。

「三日というのは、最後まで見つからないまま歩き回れば、という条件だ。そこまではかからないで見つかると思うぞ」

　パルミラがそう言うと、ユグノーがツッコんだ。

「でも、在処は知らないんだよな」

「もちろん知らない」

「そんなことを胸を張って言われてもな」

　力なく首を横に振ったユグノーは、双子人形デイオスコロに向かって呼びかけた。

「まぁ、仕方がない。頑張ってくれ。とはいえ、あまり魔力を消費したくはない。ゆっくりと行くか」

　少し歩くペースを落としたユグノーにつき合うように、レミとレイも足を緩ゆるめた。

　エインシャとサンフロンランヌ、パルミラが先を進み、ユグノーと双子人形デイオスコロがそれを追う形で一行は鬱蒼とした森を進んでいく。

　ユグノーは王女とサンフロンランヌの背中を見ながら、双子人形デイオスコロに心の声をかけた。

《おい、おまえら、さっきの王おう女じよ様の話、どう思う》

《さっきのって、三日かからずに見つかるかどうかって話？　本当に見つかるか……》

《そうじゃないよ》

　とレイを遮っておいて、ユグノーはいちばん気になることを訊いた。

《究極にして至高の存在。その世界人形ムンデイ・ドロイドとやらを手にした者は、この世を統べることも可能だ……だっけ？　ずいぶんと抽象的な話だね》

　とレイが返すと、レミも、そうね、と頷いた。

《一体で世界を手に入れられるのなら、それは超強い人形ロイドってことよね。そんな人形ロイドが存在しうる？　しかも、誰にも知られないままどこかに埋もれているなんて》

《だな。どこかのお伽とぎ噺はなし……いや、いっそ与よ太た話ばなしと言ったほうがいいような話だった。だが、王女様は信じているみたいだったぞ。信じてるというか妄信しているというか。確信して、妄信して、そこに向かって突進している。ちょっと異様だな》

《それを確信するだけのなんらかの材料を持っている……のかもしれないよ。まだ僕たちが知らない判断材料を何か》

《それはあるかもな。あの王女様、まだ何か隠してるっぽいし。自分にかけられている呪いとかも、よくわからないからな》

《お姫様が何かを隠し持っているかどうは別にして。どうするつもり、ご主しゆ人じん？》

《どうするもこうするも、俺には王女様を手伝うという選択肢しか残されていないじゃないか》

　レミは、あ～あ、と大きなため息を吐ついた。

《希代の暗殺者アサシンと言われたご主人も、今じゃ暗殺者を廃業、お姫様にいいようにこき使われるだけの飼い犬か。落ちるところまで落ちたものね》

《ほっとけよ》

《いやいや、ほっとけないでしょ。ユグノーは僕とレミの主人マステルなんだからさ。このままいいようにこき使われ、挙げ句の果てにボロ雑巾のように捨てられたら、僕たちが困るもの》

《おお？　俺のことを心配してくれるのか。お優しいんだな、レイは》

《ユグノーの、というより、自分たちの心配をしているんだけどね。僕もレミも、ボロ雑巾にはなりたくないし》

《安心しろ。その辺に関しちゃ、俺に一つ考えがある》

　レミが思いきり疑わしそうな顔で、隣を歩くユグノーを見上げた。

《考えって、どんな？》

《究極の世界人形ムンデイ・ドロイドって奴は手にすれば世界を支配できるような強力な人形ロイドなんだろ？　だったら、それを俺が手に入れればいいじゃないか。そうすれば俺が抱えたこの難題だって一挙に解決だ》

《なんかユグノーから邪念が伝わってくるなぁとは思っていたけど、そんなことを考えていたんだ》

《他人が追求してるお宝を横取りしようだなんて、さすがにご主人、下げ衆すいわね》

　ユグノーは、右隣を歩いているレミに懐疑的な目を向ける。

《レミ、おまえ、主人である俺に対して、あのサンフロンランヌの糞くそ女おんなよりも酷くないか？》

《何を言っているの。わたしほどご主人思いの人形ロイドは、世界中探したってどこにもいやしないわよ？》

《噓くせえな。まぁ、そんな人形ロイドがいたら、それはそれで恐いんだが》

《ねえ、ユグノー》

《なんだ？》

《横取りはいいとして、どうやって掠かすめ取るの？　あるいは強奪するの？》

《言い方！》

《いや、でも、実際そういうことでしょ？》

　ユグノーは、はぁ、とため息を吐つく。

《そういうことだとしても、もう少し言い方ってものがあるだろ、という話だ》

《僕たちとユグノーのあいだで言葉を飾っても仕方がないと思うんだけど》

《相変わらず、ああ言えばこういう人形ロイドだな、おまえらは》

《だから、そういうのも含めて、僕とレミの魂を形作っているのはユグノーなんだから、文句を言われてもね》

　ユグノーは、ちっ、と小さく舌打ちした。

《で？　どうやってかっぱらうの？》

《さらに酷くなっているんだが！》

　とツッコんでから、ユグノーは、そうだなぁ、と天を仰いだ。

《その辺は、世界人形ムンデイ・ドロイドがどんな物なのかわからないと決めようがないな》

《適当だね》

《適当じゃねえよ。事実、そうなんだから仕方がない。どんな人形ロイドなのか。大きさは？　形は？　どんな能力を持っている？　扱い方も含めて、それらがわからないと、いただく方法も考えようがないだろうが》

《まぁ……そうかもね》

《でもご主しゆ人じん、それを手に入れれば、本当にご主しゆ人じんの問題が解決するの？　あのシリューネリエとかいう極小の人形ロイドを排除できるの？》

《それも世界人形ムンデイ・ドロイドの能力次第なんだけどな、世界を手に入れられるような人形ロイドなんだ、小っこい人形ロイド一体くらい、どうとでもできるはずだろ》

《相変わらず適当ね》

《適当というか、見切り発車だね》

《いいんだ、べつに。ダメならダメで計画を実行しなきゃいいだけの話だ。世界人形ムンデイ・ドロイドが俺の難題を解決できるならいただくし、解決できないなら手を出さない。ノーリスクでハイリターンだろ》

　レイとレミは、う～んと唸って首を傾げる。

《ノーリスクなのかなぁ。ハイリターンなのは、そうかもしれないけど》

《でも、そもそもお姫様の話が真実だっていう保証もないと思うけど？》

《それを確認するんだよ。何しろ俺は当の本人の護衛として世界人形ムンデイ・ドロイド探しに加わるんだからな。王女の話が真実かどうかを確認するだけの材料を手に入れられるだろ》

《そう上う手まくいけばいいけど》

《さっきも言ったろ。ダメならダメで手を出さなきゃいいだけの話だ》

　レイとレミは、またしても、う～んと唸って考え込んだ。

《ってわけで、しばらくは王女様のお宝探しにおとなしくつき合ってやるわ》

　レイが、わかったよ、と頷いた。

《ほかにユグノーの窮きゆう地ちを救う方法も思いつかないし、やれるだけやってみるのがいいかもね》

《そうね。それまでご主人は、飼い犬の如くお姫様に尻尾を振って、奴隷の如くお姫様のご機嫌を取っていればいいと思うわね》

《だから、なんでおまえは俺に対してそうも辛しん辣らつなんだよ》

　不機嫌そうな顔でユグノーがレミを睨みつけると、彼女は、ふ～んだと言わんばかりの表情で顔を背けた。

「ユグノー」

「あ？　ああ、なんだ、王女様？」

「ずいぶんと楽しそうに双子人形デイオスコロと話していたようだね」

　すべてを見透かすような透徹した瞳をパルミラが向けてきたので、ユグノーの心臓が小さく跳ねた。

「あ、いや、なんか暇ひまだったからな、こいつらと暇つぶしにエロ話をしていたんだよ」

「へえ？　興味深いね」

「話をする主人マステルと人形ロイドってのが、そんなに面白いか？」

「いや、エロ話が」

　がく、とユグノーが小さくずっこける。

　すぐに体勢を戻したユグノーは、呆れた顔で軽くツッコんだ。

「そっちがかよ」

「今度、吾も交えてくれないかな。君たちのエロ話に」

「はぁ？　そういうのに興味があるのか、王女様は？」

「たしかに興味はある。何しろその手の話はしたことがないのでね。してくれる相手もいないし。サンフロンランヌは真面目だから、そういう話はしてくれないし」

　パルミラが、ちらっとサンフロンランヌに視線を向けたが、彼女はにべもなく言った。

「する必要など欠片かけらもございません」

「ほら、こんな具合でね。よかったら一度、君たちのエロ話に混ぜてほしいものだ」

「あ～、まぁ、王女様がそれをお望みなら、俺は混ぜるのに吝やぶさかではないけど。レイとレミは噂話とか下世話な下ネタとか大好きだしな」

「はぁ？　何を言ってるのかしらご主人は」

「自分の趣味を僕とレミに押しつけないで欲しいな」

「ねえ、お姫様、気をつけたほうがいいわよ。ご主しゆ人じんってば、購あがなった女の子に信じられないようなヘンタイプレイを強要するヘンタイなんだから」

「ヘンタイを強調するなよ。っていうか、そんなプレイはしてないわ」

「ほほう。それは興味深いな。一度ヘンタイプレイとやらの内容を詳しく教えてもらいたいものだ」

「あんたも本気にするな」

　サンフロンランヌが眉まゆを吊り上げた。

「この腐れ外道ヘンタイ性欲屑野郎が、王ひ女め様に馴れ馴れしい口を利きくな！」

「こいつの悪あつ口こう雑ぞう言ごんが留まるところを知らないんだが!?　あんたも上司なら、なんとかしてくれ」

「それは無理な相談だ。何しろサンフロンランヌの口の悪さは大陸でも一、二を争うと言われているからな」

　サンフロンランヌが、ばつの悪そうな顔になる。

「あの、王ひ女め様、それは言い過ぎなのではないかと」

「そうか。悪かった。では言い直そう。サンフロンランヌはとても有能で凄い美人のくせに、大陸でも五指に入るくらい口が悪い」

　がくり。

　サンフロンランヌが肩を落としてうなだれる。

　その様子を見て、ユグノーは少しだけ溜りゆう飲いんを下げることができた。

　その直後。

　先頭にいたエインシャが低い唸り声を上げた。

　サンフロンランヌが、はっとして顔を上げる。

「王ひ女め様、お下がりください。エインシャが警告を発しています」

　王女はすぐに後ろに下がり、代わってサンフロンランヌが進み出た。

　相変わらずエインシャは、一方向を見つめたまま牙を剝き出しにして唸うなっている。

「レイ、レミ、荷物を下ろしておけ」

「了解だよ」

「了解ね」

　レミは背嚢を下ろし、そこに挿さしていた魔銃を二丁、引き抜いた。
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　身構えた全員がエインシャの睨んでいる方向を注視していると。

　やがて、地面の上にもっそりとした動く物が現れた。

　エインシャの唸り声が大きくなる。

　サンフロンランヌの背中側から覗き込んでいたパルミラが、大声を上げた。

「繋がり切れロストロイドだ！　やはりいたのだ！」

　ユグノーは現れた人形ロイドを凝視する。

　それはなんというか、亀、そう、亀のような人形ロイドだった。

　甲羅のような背中が盛り上がり、伸び縮みする首と四本の足が小さな穴から飛び出している。

（これが……繋がり切れロストロイド？）

「レイ、周りの気配を探れ。主人マステルはいないか？」

　首を巡らせ、周囲に視線を走らせたレイは、しかし、すぐに首を横に振った。

「主人マステルの気配も他の人形ロイドの気配も、ないね」

「おい、王女様、繋がり切れロストロイドは群れるんじゃないのか？」

「の、はずだが」

「しかも、そいつからは敵意というか、戦意が感じられないんだが」

「の、ようだな。ふむ、どういうことだろう」

　サンフロンランヌの背中から出てきたパルミラが亀のような人形ロイドを見ながら首を捻っていると、その亀が、のろのろとした動きで方向転換した。

　しばらくそのまま佇んでいた亀だが、やがてもっそりと四本の足を動かし、見ているほうが苛いら立だたしくなるくらいの緩かん慢まんな動きで森の奥へと歩み始めた。

「どういうことだ？　あいつは何をしたいんだ？」

　首を捻るユグノーの先で、いきなりパルミラが歩き出す。

「来い、ランヌ、ユグノー」

「あ、王ひ女め様!?」

「おい、どういうことだ、王おう女じよ様よ!?」

　二人もパルミラのあとを追う。

「あ、ちょっと待ってよ」

　レイとレミは下ろした背嚢を慌てて背負い直すと、急いで主人マステルのあとを追って走った。

　ユグノーたちにはすぐに追いついた。

　何しろ先頭を行くのは亀だ、歩く速度はとても遅い。

　そうして一行は、油断なく周囲の気配を探りながら亀を追って森の中を歩き続け。

　一時間ほども歩いただろうか。

　森の木々の梢の合間に、聳そびえ立つ大きな石造りのジッグラトが垣間見えた。

「あれだ。あれこそが繋がり切れロストロイドの巣に違いない」

　パルミラがいきなり駆け出し。

「王ひ女め様、お待ちください！」

　サンフロンランヌとエインシャも駆け出し。

　顔を見合わせていたユグノーと、レミ、レイだが。

「仕方ない、俺たちも行くぞ」

　一人と二体は、小走りに二人と一体を追いかけるのだった。
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　前を歩いていた亀（型の人形ロイド）は、いつの間にか姿を消してしまっていた。

　空き地の手前で足を止めたパルミラは、聳え立つジッグラトを仰ぎ見ながら感慨深げな面持ちだ。

「情報は正しかったようだな、サンフロンランヌ」

「さようでございますね、王ひ女め様」

「しかし、あの亀、吾らをここまで案内したかのようだったな。そう思わないか、サンフロンランヌ？」

「ええ、さようでございますね。どうにも面妖なことでございます」

　追いついてきたユグノーが、ジッグラトを見上げるパルミラに後ろから声をかけた。

「あの中に、あんたが探している究極の世界人形ムンデイ・ドロイドがいるのか？」

「いるかもしれないし、いないかもしれない。それを確かめに来たのだ」

「外れの可能性もあるのか」

「むしろ外れの可能性のほうが高い。今までも同じように繋がり切れロストロイドの群れに当たったことは何度かあるのだが、まだ手がかりすら見つけられていない」

「まぁ、究極のと言うほどの人形ロイドなら、そう簡単には見つからないか。で？　この中はどうなっているんだ？」

「さて？」

「さてって！　何か情報があるんじゃないのか？　中を探索しようというなら、少なくとも中がどんなふうになっているかを事前に調べておくのが当然だと思うんだが」

　するとパルミラは、うむ、と頷いて言った。

「中は迷宮ダンジヨンになっているらしい」

　ユグノーがジト目になって頭を引く。

「それ、何もわかってないのと同じだぞ」

「だから先ほどから言っているではないか。中の様子を調べたいのだと」

「何もわからない中の様子を調べつつ、世界人形ムンデイ・ドロイドとやらを探すのか。なんかもう、お宝を求めて迷宮ダンジヨンを探り歩く冒険者の気分だな」

「だいたいそんな感じだ」

「そんなことを胸を張って言われてもな」

　はぁ、とため息を吐ついたユグノーだが、気を取り直してパルミラに言った。

「改めて確認させてくれ」

「なんなりと」

「中は迷宮ダンジヨンになっているらしい。だが、詳しい様子はわからない。中には繋がり切れロストロイドの群れがいるかもしれない。群れは俺たちを襲ってくるかもしれない。そこを探って歩いて究極の世界人形ムンデイ・ドロイドがいるのかいないのか確認する。こういうことだな？」

「まさしく、そういうことだ」

「だから胸を張るなと」

　ユグノーは、情けなさそうな顔で周りを見回す。

「入るのはこの三人と三体で、なんだな？」

「そうだ」

「となると、俺かそっちのサンフロンランヌの人形ロイドがあんたを守る必要があるわけか」

「王ひ女め様は貴様などに守られずとも平気だ」

　そう言い張るサンフロンランヌに、ユグノーが疑わしそうな目を向ける。

「おまえの人形ロイド、エインシャだけで繋がり切れロストロイドから守り切れるのか？　今までそうしてきたのだとしても、これからもそう上手くいくとは限らないだろうに」

　サンフロンランヌが何か言い返すより早く、パルミラが割り込んできた。

「ああ、そうではない。吾は自分の身の安全くらい自分で守れるということだ」

「そうだ。王ひ女め様はご自身を鍛えていらっしゃる。少なくとも繋がり切れロストロイドの数体くらいなら、襲われてもなんの問題もない」

「本当か？」

「問題はないぞ、ユグノー。そなたもその身で思い知ったはずだ」

「……ああ、そうだったな。あんたはレイを投げ飛ばしたり、俺を蹴り殺そうとしたりしていたな」

「吾は普段から体を鍛えているし格闘技も身につけている。繋がり切れロストロイドの数体程度なら自身で撃退できるから問題はない。繋がり切れロストロイドは、主人マステル持ちに比べれば動きは遅いし、能力も十全には引き出せないからな」

「なるほど。繋がり切れロストロイドはそういう物なのか。だが、数体なら問題なくても、十数体に襲われたら問題だろ？」

「ああ、それも問題ない。今までの経験から、群れている繋がり切れロストロイドはせいぜい数体、多くても十体前後だ。だいたいエインシャだけで片がつく。吾はエインシャをすり抜けてきた一体、二体を相手にすればいいだけだからな」

「なるほど。それなら問題はなさそうだ。もっとも、あのときのあんたの恰好は大問題だったがな。全裸のくせに、俺を蹴ろうと足を押っ広げ……うぎゃぁぁぁ」

　突然の激痛に、ユグノーは腹を押さえて膝から崩れ落ちた。

　パルミラが、しれっとした顔で言う。

「おお、これはすまなかった。ちょっとした手違いでシリューネリエが暴れてしまったようだ」

「て……てめえ」

　膝を落としたユグノーは、腹を押さえ、涙目になって王女を睨みつけた。

「明らかに狙ってやっただろうが」

「いや、そんなことはないのだが。しかし、ユグノーも話す内容には気をつけてくれということだな。そうでないと、またシリューネリエが手違いで暴れ出してしまうかもしれない」

「くっっ。こいつは……」

　ユグノーが腹を押さえながら立ち上がると、サンフロンランヌが冷え冷えとした声をかけてきた。

「おい、貴様。まさか王ひ女め様の裸を見たのではあるまいな」

「見たくて見たわけじゃねえよ。俺が襲撃したとき、たまたま王おう女じよ様が水浴び中だっただけだ。そして王女様は、その恰好で俺に反撃してきただけだ」

「つまり見たのだな。どうやら貴様の頭蓋骨に穴を開け、指を突っ込んで、記憶を司る部位を指でぐっちゃぐっちゃと掻き回し、記憶を消去するしかないようだ」

　サンフロンランヌの瞳に宿る狂気の光に、ユグノーは寒気を覚える。

（こいつは王女のこととなると、本気で見境をなくしそうだ。まともに相手にはしたくない女だな）

「いや、大丈夫。反撃されて躱かわすので精一杯だったから、王女様の裸なんか、これっぽっちも見てないわ」

　憎悪に燃える目でユグノーを睨むサンフロンランヌを、王女が抑えにかかる。

「そこまでせずともいいのだ、ランヌ。ユグノーの記憶を消去しなくても、吾がユグノーの命を消去すればいいだけの話だからな」

　サンフロンランヌが険しい表情を一瞬で笑顔に変えた。

「それはいいです、王ひ女め様。今すぐ消去を！　このヘンタイ糞野郎の存在を欠片も残さず消去いたしましょう！」

「馬鹿な真似はやめろ」

「はは、冗談だ。吾はユグノーと双子人形デイオスコロには大いに期待しているのだからな」

（つまり、期待を裏切ったら、いつでもシリューネリエに命じるぞってことか。本当にいい度胸をしてやがるぜ、この王おう女じよは）

「わかってるよ。王女様のご期待に添えるように努力するさ」

　と言ったユグノーは、ジッグラトのほうに顔を向け、次いで双子人形デイオスコロに目を向けた。

「おまえらの出番ってことになるな」

　互いに顔を見合わせるレイとレミだが、すぐ顔を戻し、ユグノーに向かって頷いた。

「やれるだけのことはやるよ」

「ご主人のためだものね」

　今日の二人は最初から戦闘用の服を着用している。

　レミは極薄のレオタードレオタールふうの衣装──袖丈は肘くらいまである──を着て、下ろした荷物から抜いた二丁の散弾魔銃を斜め十字に背負い、腰や大腿部、下腿部に巻いた何本もの革帯に無数の散弾を仕込んでいた。

　可愛い見た目とは裏腹の、じつに物騒な出で立ちだった。

　レイは膝丈のトラウザーズを穿いてお洒落なドレスシャツと繻子サテンの上着といういつもの出で立ちだったが、彼もレミと同様、腰や足に革帯を巻いていた。

　もっとも、そこに仕込んであるのは散弾ではなく、形も大きさも長さも違う何本ものダガーだったが。

　二人に向かってユグノーが軽く手を上げる。

「ああ、頼むわ」

「ふふふ、頼もしいな。ランヌもそう思うだろう？」

「ええ、まぁ、そうですね、そちらの双子人形デイオスコロは頼もしいと思います。主人マステルは屑で糞で腐ったヘンタイですが」

「おまえな。そのうち俺も本気で怒るぞ」

「貴様如きが怒ったからといって、わたしが恐がるとでも？　なんだったら、人形ロイド抜きで相手してやってもいいのだぞ。王ひ女め様にお仕えする身、わたしも自身を鍛えているのだからな」

「鍛えているのは自分だけだと思うな。おまえなんか俺の敵じゃないわ。すぐに捕まえて押さえ込んで、乳を揉み拉しだくぞ」

　まともに相手をしないほうがいい相手だと頭ではわかっているのに、罵ば倒とうされると、つい反応してしまう。

　そういう意味では、まだユグノーも若かった。

「ああぁ？　やれるものならやってみるがいい。貴様を投げ飛ばして、背中から地面に叩きつけて、両肩と両膝を踏み潰して関節を砕いて、激痛にのたうつ貴様のキ○タマを握り潰してやる」

「ははん。おまえが俺を投げようとしたら、逆におまえを投げ飛ばしてやる。背中から叩きつけられた痛みで動けなくなり、無様に仰向けに寝転がったおまえのおっぱいを、思う存分、押したり引いたり突つついたり叩いたり揉んだり揺すったりしてやる」

「貴様、もう殺す！　何がなんでも殺す！　全身の骨という骨を砕いて殺す！　股間のナニをみじん切りにして殺す！」

「やれるもんならやってみろ」

　ユグノーとサンフロンランヌが額をぶつける勢いで睨み合っている。

　主人マステルの怒りを感じつつ、レイとレミが、はぁぁ、と切なげなため息を吐ついた。

「あのさ、ユグノー。そういう子供の喧嘩みたいなことはやめにしない？」

「そうよ、ご主しゆ人じん。いい年して子供の喧嘩みたいなことして恥ずかしくないの!?」

「ユグノーが喧嘩腰だと、僕たちも不愉快な気分になるしね」

　諭されるようにツッコまれ、ユグノーが我に返った。

「う……いや……」

「はっはっは。子供の喧嘩と言われてしまったな、ランヌ」

　サンフロンランヌも顔を赤くしてへどもどしている。

「いえ、あの、その」

「どうやらこの場にいる者の中で双子人形デイオスコロがいちばん大人だと見える」

「あら？　お姫様は、自分がいちばん大人だ、とは言わないのね」

「ははは、吾はまだまだ子供だぞ？　何しろ吾は十六歳だからな」

「あ、そうだったわね。凄く貫禄があるから、もっと年長なのかと思っていたわね」

「ははは、君たちも面白いな。いくら人ひと型がた人形ロイドといっても、ここまで人間くさい人形ロイド、そうはいないのでは？」

　パルミラがユグノーのほうを見ると、彼は、そうだな、と頷いた。

「俺も、こいつらほど人間くさい人形ロイドを見たことがない」

「戦闘力も並外れて高いようだし。うん、本当に頼もしい」

　パルミラはレイとレミを交互に見やってから、もう一度、ユグノーに視線を向けた。

「さてと。いつまでもお喋りしているわけにもいかない。仕事に取りかかるとしようか」

「承知したよ、王おう女じよ様。じゃ、まずはレイを先に入らせ、中の様子を確認させてから、俺たちが中に入るという形で……」

「いや。中に入るのはもう少しあとだ。まずはジッグラトの入り口まで進もう」

「？？？　どういうことだ？」

　パルミラはジッグラト側面に空いている穴のような入り口を睨みながら答えてきた。

「たぶん、おそらく、入り口まで進むと、繋がり切れロストロイドの群れが出てくるはずだ」

「本当か!?」

「今までの経験から言えば、是だ。もっとも、この中に繋がり切れロストロイドの群れがいるという前提が正しければ、だが」

「奴ら、どうして出てくるんだ？　繋がり切れロストロイドの群れが、侵入者を敵と認識してる……ということか？」

「理由はわからない。もしかすると、寂しがっているのかもしれないな」

「は、はぁ？」

「連中は主人マステルを喪なくした繋がり切れロストロイドだから、今でも誰かとの繋がりリンクを求めているのかもしれない」

「マジかよ」

「そういう考え方もできる、というだけの話だ。本当のところは誰にもわからないさ。何しろ繋がり切れロストロイドは希有な存在だ、研究事例も観察報告もない。奴らに感情や思考能力があるかどうかすら不明なのだ、行動原理などわかるはずもない」

「そういうことを胸を張って言われてもな」

「ということで、連中が何を思って動いているかの考察は後回しにして、まずは入り口まで進もうか。ユグノー、そなたを先頭にして」

「ぐ」

　小さく呻うめいたユグノーは、やれやれとばかりに双子人形デイオスコロに顔を向けた。

「レイ、レミ、頼むわ」

「わかったよ、ユグノー」

「ご主人も大変ね」

　レイとレミが進み出た。
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　先頭にレイが、その斜め左後方にレミが、レミの斜め右後方にユグノーが立ち、その後ろにいるパルミラを守るように、サンフロンランヌとエインシャが王女の両隣に陣取った。

　その隊形を保持したまま三人と三体は、石造りのジッグラトに向かって、木々の生えていない開けた空き地を慎重に進んでいく。

　パルミラは剣を抜いていないが、王女の左隣に立つサンフロンランヌは、抜き放った剣を右手に提げている。

　それにチラッと目をやったユグノーは、彼女の言葉が噓ではないことを知った。

（人形ロイド相手に自ら剣で戦おうとするのか。そういえば王女様も腰に剣を吊しているが、あれも儀仗用ってわけじゃないんだな）

　そんなことを考えているうちに、レイがジッグラトの入り口前に達した。

　それで後続の全員も足を止める。

　レイが、ぽっかりと口を開けている入り口を覗き込んで中の様子を探っている。

　開口部は高さが一ヤルド弱くらいだが、レイが小さいので、後方から見ているパルミラやサンフロンランヌは、もっと高さがあるように錯覚してしまいそうだ。

「暗くて奥のほうがどうなっているのか、よくわからないな。通路は石畳になっているみたいだけど……ん？」

　レイが一歩、下がった。

《ユグノー。中で何かが動いてる。蠢うごめいてる》

　即座にユグノーが反応した。

「レミ、下がれ」

「了解よ」

　レミをパルミラの前まで下がらせると、ユグノーはレイのところまで駆け寄った。

「魔法人形マジカロイドか？」

「全体的に気配が曖あい昧まいだし、感じる魔力もあやふやだし。これ、本当に繋がり切れロストロイドかもしれないね」

「数はわかるか？」

「う～ん、ちょっとわからない。何しろ曖昧であやふやで不安定で不明瞭だから」

「そうか」

　ユグノーは滑るように後退してジッグラトから離れていった。

　パルミラとサンフロンランヌが待機する場所とジッグラトとの中間点まで下がると、彼はレミを呼び寄せた。

「何かしら、ご主しゆ人じん」

「どうやら中に繋がり切れロストロイドがいるらしい」

「へえ。お姫様の話、本当だったのね」

「レイが、何体いるのかわからないって言ってる。まぁ王女様の話だと多くても十体かそこららしいから大丈夫だと思うが、もしレイだけで抑えきれないようなら、おまえの魔銃で蜂の巣にしろ」

「いいの？　中に目的の人形ロイドが混じってるなんてことはない？」

「そいつが本当に究極の世界人形ムンデイ・ドロイドなら、そう簡単に蜂の巣にはならないだろ」

（とはいえ、その究極の人形ロイドがどんな物か、どんな形状か、どんな状態かがわからない以上、慎重に進めるべきか）

　そう思い直したユグノーが背後を振り返ると、こちらを興味深そうに見ているパルミラと目が合った。

「王おう女じよ様よ」

「なんだ、ユグノー？」

「レイが、中に蠢く物の気配を感じた」

　とたんにパルミラが嬉しそうな顔になる。

「おお、そうか！」

「出てきた人形ロイドはどうする？　殺してしまっていいのか？」

「主人マステルを喪なくしているわけだから、殺すという表現が適当かどうかは議論の余地があると思うが、ああ、かまわない。殺してくれ」

「あんたの探している究極の世界人形ムンデイ・ドロイドが混じっている可能性は？」

　というユグノーの危惧を、パルミラは即座に否定した。

「それはない。世界人形ムンデイ・ドロイドは外に出てきたりはしない。繋がり切れロストロイドの巣窟のいちばん奥に在るそうだから」

「どうしてそんなことがわかる？」

「そう説明されたからだ」

「誰から？　繋がり切れロストロイドの詳細を知っている者なんか、いないんじゃなかったか？」

「そいつは人形士だからな。しかも希代の、という形容詞がつく、とびっきり腕のいい人形士だ。話を信じるだけの実績がある」

（そしてわたしに呪いをかけた張本人だ）

　ということは黙っておく。

「ふうん」

　低く唸って、ユグノーは首を捻ったが。

（希き代たいの人形士か。なら信じてもいいのかもしれないが、それはそれで、さらに幾つか訊きたいことが出てきたぞ）

　と思うユグノーだが、今はそんな場合ではないことを思い出す。

（疑問の解消は後回しだな。今は出てくる繋がり切れロストロイドへの対処が先決だ）

「わかった。なら、殺すぞ」

「おまえたちの本領を発揮してくれてかまわない。むしろ、そのためにユグノーたちを雇ったのだ。遠慮なく殺してくれ」

「おお、了解した」

　ユグノーは安あん堵どしていた。

　人であろうが人形ロイドであろうが、殺すのは彼と双子人形デイオスコロにとって日常茶飯だから、なんの問題もない。

　しかも相手は主人マステルを喪なくした繋がり切れロストロイド。

　レミとレイにとっては赤子の手を捻るようなものだろう。

（相手は十体前後しかいないんだ。レイがどうこうするまでもなく、レミの散弾魔銃で綺麗さっぱり片がつくだろうな）

《レミ。遠慮なくぶっ殺していいそうだ》

《ええ、聞いてたわね》

《出てきた人形ロイドはおまえの散弾魔銃ですべて蜂の巣にしてやれ。レイは少し下がってろ。ないとは思うが、もしレミの魔銃攻撃をすり抜けてきた物がいたら、お前が狩れ》

《了解だよ、ユグノー》

　ダガーを抜き放ったレイが下がり。

　魔銃を構えたレミが入り口前に立ちはだかった。

「さぁ、お出でなさい、哀れな繋がり切れロストロイド。あなたたちの魂を天に返してあげるわ」

　レミが銃口を入り口に向けるのと、そこから繋がり切れロストロイドの群れが溢れ出すのと、ほぼ同時だった。

　轟音が三度、響き渡り。

　人型、四足歩行型、鳥型、そしてよくわからない形状の物。

　入り口から溢れるように出現した十体ばかりの繋がり切れロストロイドが、全身を穴だらけにして頽くずおれた。

「あら？　もう終わり？　呆気ないわね」

　あまりの手応えのなさに、レミは逆に驚いた。

　ところが。

　倒れた人形の倍ほどの繋がり切れロストロイドが、すぐに入り口から湧き出すように溢れてきた。

　またも、轟音、轟音、轟音。

　さらに轟音、轟音、轟音。

　ばたばたと繋がり切れロストロイドが倒れ。

　すでに三十体近い人形ロイドが全身を穴だらけにして、入り口の外に積み上がっていた。

「あ……驚いた。十体って言ってたのに、こんなにいたのね」

　レミが、ふぅ、と大きく息を吐はく。

「いやぁ助かったよ。今のこいつらの出方だと、僕が立ってたら危なかったかも」

　レイがそう言うと、そうね、とレミが応えた。

《こんなにたくさんいるなんて、事前情報と違うんじゃないの、ご主しゆ人じん》

　レミが恨めしそうな視線をユグノーに向けてきた。

《俺のせいじゃないだろ。十体くらいしかいないって言ったのは王女だぞ》

《じゃあ、お姫様に文句を言っておいてね？》

《う。あぁ、わかったよ。あとで叱っておく》

《ユグノーに、あのお姫様を叱れるのかなぁ》

《叱られることはあっても、叱ることはできなそうよね》

《そんなことはない。人形ロイドを体内に仕込まれ、家臣同然の身となったが、言うべきときはちゃんと言うぞ》

《家臣というより奴ど隷れいだよね》

《そうね。奴隷に近いわね》

《うるさいよ》

　双子人形デイオスコロを睨みつけたユグノーだが、やがて厳しい顔のまま振り返った。

「おい、王おう女じよ様。これで中に隠れていた繋がり切れロストロイドも打ち止めなんだろ？　どうする？　中に入るか？」

「そうだな。では、中に入るとしようか」

　そう言ってパルミラが、一歩、二歩と踏み出したとき。

「あれ？」

「ん？」

　レイとレミが同時に声を上げ、入り口に視線を向けた、その直後に、泥でい流りゆうが勢いよく噴出するように、数十体の人形ロイドが入り口に開いた穴から溢れ出した。
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「あっっ」

　レミが慌てて銃を構えようとしたが、間に合わなかった。

　銃口を向けるより先に、折り重なるような人形の塊かたまりに呑まれてレミの姿が消えた。

「うわわっっ!?」

　レイはすんでのところで跳び退のいて、呑まれるのを防いだ。

「なんだ、こいつら!?　こんなにたくさんの繋がり切れロストロイドが!?」

　出現した人形ロイドの群れは一塊になってレミを呑み込んでしまった。

　それはまるで、一体一体の意志で動いているのではなく、塊として動いているという、そんな感じだった。

（まるで小魚の群れみたいな？　でも、そんなことってあるのかな？　いや、考えてる場合じゃないや）

　レイは堆うずたかく積み上がった繋がり切れロストロイドの群れに飛びかかり、ダガーを突き立て、引き剝はがし、投げ捨て、埋もれたレミを救出しようとする。

　ところが。

　繋がり切れロストロイドは、まだ中から出てくる。

　レミが撃ち倒した物以外に五十体以上いるかもしれない。

「ちょっと！　これはさすがに厳しいよ、ユグノー！」

　ダガーを振るいながら、責めるような、泣き言を言うような、そんな声を上げた。

「おい、王女様、あれはいったいどういうことだ」

　ジッグラトの入り口のすぐ外で山のように積み上がっている繋がり切れロストロイドの群れを指さしながら、ユグノーが怒鳴る。

「なんであんなにたくさんいるんだ」

　非難がましいユグノーの声にもパルミラは少しも動じず、逆に目を輝かせた。

「素晴らしい。一いち時どきにこれほどたくさんの繋がり切れロストロイドにお目にかかれるとは！　こんなことは初めてだ。もしかするとここが当たりなのかもしれない、ランヌ！」

「おめでとうございます、王ひ女め様」

　サンフロンランヌも、どことなく嬉しそうだ。

「おい、こっちは少しもめでたくないんだが？」

　三白眼になったサンフロンランヌが、ユグノーを睨みつつ吐き捨てるように言った。

「貴様が繋がり切れロストロイドに埋もれて窒息死してくれれば、もっとめでたいのだが？」

「なんだと!?」

　突然、サンフロンランヌが豹変した。

　彼女は極上の笑顔を作ってパルミラに笑いかける。

「というより、王ひ女め様、ここが当たりなら、もうこのヘンタイ糞野郎は必要ないのではありませんか？　後腐れがないように、ここで殺してしまったら如何いかがでしょう」

「てめえ、とびっきりの笑顔になって、なんてことを言いやがる！」

「ああ？　何か文句でも？」

「文句しかねえわ！」

　二人が睨み合っていると。

「ランヌ、今はそれどころではない。ユグノーも、それどころではないぞ。いいのか、レミを救わなくて？」

「うわ、そうだった！」

　慌ててユグノーが振り返ると、積み重なった繋がり切れロストロイドの山からレイが大わらわでレミを発掘しようとしていた。

　繋がり切れロストロイドの山の大半はすでにレイが刺し殺しているようで、身動きしていない。

（ふつうに殺せるんだな）

　と思いつつ、ユグノーはレイに声をかける。

「おいどうだ？　大丈夫か」

「こいつらに埋もれたくらいなら圧死しないとは思うけど」

　自分の周囲に群れ集って、ゆらゆらと踊るように立っている繋がり切れロストロイドの群れをレイがチラッと見やった。

　今はレイのことを警戒しているのか、遠巻きにレイを見やっているだけだが。

「こいつらをどうにかしたほうがいいんじゃないかな。こいつらに一斉に飛びかかられたら、僕も生き埋めになっちゃうよ？」

　ユグノーは首を巡らせ、サンフロンランヌに向かって叫ぶように言った。

「おい、そこの糞女。あれをどうにかしやがれ」

「貴様、わたしに向かってそんな口をきける立場か。ヘンタイ糞奴隷滓かす男おとこのくせに」

「ヒステリー女が何か言ってるぞ」

「き、き、貴様ぁぁ」

　パルミラが手で額を覆おおって天を仰いだ。

（やれやれ、この二人は……）

　どちらも並外れた戦闘力を誇る人形ロイドを持つ頼もしい存在なのに、どうにも相性が最悪だった。

　もっともサンフロンランヌは忠義一いち途ずにパルミラに仕える家臣で、ユグノーは生殺与奪の権を握られたために嫌々ながら従っているだけだから、たしかにサンフロンランヌにしてみれば、認めることなどできない相手なのだろうが。

（ランヌがもう少し大人の対応をしてくれるといいのに。というか、どうして十六歳の吾が、そんな気遣いをしなくてはならないのだ。逆だろう、ふつう）

　妄信的な愛と忠誠心は嬉しいが、ときに厄介なこともあるのだと思い知らされた気分のパルミラだった。

「ランヌ、いい加減にしないか」

　びくり、とサンフロンランヌが体を震わせた。

「今は仲間内で争っている場合ではないだろう？」

（仲間内）

　パルミラの言葉に少しショックを受けるサンフロンランヌだが、そこまで言われてしまえば、もはや抵抗はできない。

「申し訳ございません、王ひ女め様」

　と頭を下げるしかなかった。

「蹴散らせ」

　とパルミラが命じた。

「は。ただちに」

　サンフロンランヌもエインシャに対して命じた。

「行け。行って、繋がり切れロストロイドの群れを蹴散らすのだ」

　即座にエインシャが走り出した。

　凄まじい加速力だ。

　ユグノーの脇を通り過ぎるときには、すでに全力疾走する馬よりも速かった。

　強烈な風圧に、ユグノーの体が揺れる。

（馬よりも大きなエインシャがあの速度で体当たりすれば、繋がり切れロストロイドなど、まとめて十体くらい吹っ飛んでいくだろうな）

　ユグノーはそう思った。

　ところが。

　繋がり切れロストロイドのほうもそれを感じたのか、十数体が前に進み出て人形ロイドの壁を作った。

　そしてエインシャの突撃をまともに受けた。

　その隙に残りの繋がり切れロストロイドが両外を迂回して、パルミラとサンフロンランヌのところへと向かった。

（ヤバい）

　迂回していく人形ロイドは合わせて二十体以上、いや三十体くらいいるかもしれない。

　あれらがパルミラとサンフロンランヌに襲いかかったら。

（いくら戦えるように自分を鍛えていても、無事で済みそうにないな）

　ちょうどそのとき、エインシャが人形ロイドの壁に衝突した。

　その衝撃で十体ばかりの人形ロイドが宙を舞い、ばらばらと落ちてきて地面に叩きつけられ、動かなくなった。

　だが、突進をまともに受けられたせいでエインシャの速度も大きく落ちてしまう。

　今一度、加速する前に、壁を作っていた人形ロイドの残りがエインシャに群がった。

　それでエインシャは加速することが敵わなくなる。

　一体ずつ嚙んで振り回し、放り投げる。

　だが、あれでは残りの繋がり切れロストロイドを片づけるのに少し時間がかかりそうだ。

　その間に、迂回した繋がり切れロストロイドの群れがパルミラとサンフロンランヌに迫っていた。

　それを追うように、ユグノーも二人の下もとへと駆けた。
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　ユグノーが二人の下へ駆けつけたのと、迂回してきた繋がり切れロストロイドが二人に襲いかかるのが、ほぼ同時だった。

　剣を手にしたサンフロンランヌが、自ら進んで繋がり切れロストロイドの群れの中に躍り込んだ。

　奴らの注意を自分に集中させ、パルミラに向かう繋がり切れロストロイドを少なくしようと、そういう意図だったのだろう。

　しかし、何故か繋がり切れロストロイドの半数ほどがサンフロンランヌを無視するようにパルミラへと迫った。

「あれ!?」

　サンフロンランヌは慌ててそいつらを追いかけようとしたが、進んで群れの中に躍り込んだため、十体以上の繋がり切れロストロイドに取り囲まれていた。

「くそ！」

　彼女は剣を振るい、手近の繋がり切れロストロイド──人型だった──の首を一撃で刎はねた。

（ほう。あいつも戦い慣れているんだな）

　ユグノーは走りつつ、サンフロンランヌの手際のよさに感心する。

　だが、彼女の攻撃を合図にしたかのように、周囲の繋がり切れロストロイドが一斉にサンフロンランヌに飛びかかってきた。

　それらの腕を躱しつつ、剣を振るいつつ、サンフロンランヌが叫ぶ。

「王ひ女め様っっ！」

　だが、パルミラのほうも、十体以上の繋がり切れロストロイドに取り囲まれている。

　その中の一体が王女に襲いかかった。

　パルミラは臆することなく自分に向かって手を伸ばしてきた繋がり切れロストロイドの腕を取り、担ぐようにして腰に載せ、足を撥ね上げた。

　軽々と宙に舞った繋がり切れロストロイドの腕をパルミラが強く引くと、そいつは背中から地面に叩きつけられた。

（あっちはあっちで見事なものだな）

　などと感心するユグノーだが、いくらパルミラの格闘術が大したものでも、十体もの繋がり切れロストロイドに襲いかかられては分が悪い。

　腕や足を摑まれただけで、あの格闘術を使えなくなる。

　サンフロンランヌは自分の軽挙を大いに後悔したが、今さらどうしようもない。

　自分の周囲にいる十体以上の繋がり切れロストロイドをどうにかしない限り、サンフロンランヌはパルミラのところへ駆けつけることはできないのだ。

　パルミラに向かって突進していくユグノーの背中に、サンフロンランヌは断腸の思いで声をかける。

「糞野郎っ、王ひ女め様を頼んだぞっ！」

「それが人に物を頼むときの言い草か！」

　と言い返したユグノーだが。

「まぁ、なんとかするよ」

　そう言って、パルミラを囲む繋がり切れロストロイドの群れの背後から襲いかかった。

　とはいえ、ユグノーは自らの手で魔法人形マジカロイドと戦ったことはない。

　体を鍛えていたのは、あくまで追っ手から逃げるときに備えて、だ。

　レイとレミが離れた場所にいるとき、とにかく逃げ回って、レイとレミが戻ってくる時間を稼ぐのが目的だ。

　だから本音を言えば、実際に繋がり切れロストロイドと戦うことになってかなり緊張していた。

（いや。それはここでも同じだな）

　ユグノーは、ちらっとジッグラトのほうに視線を走らせる。

　そこではレイが繋がり切れロストロイドの山に埋もれたレミを発掘しつつあった。

　レイは、レミの上に折り重なった人形ロイドたちにダガーを突き立てて殺し、山から引っ剝がして投げ捨てている。

　おかげで今では、かなり山が低くなっていた。

（あいつらが戻るまで、王おう女じよを守ればいいだけだ）

　ユグノーはレイから借り受けていたダガーを、自分に背中を見せている繋がり切れロストロイドに突き立てた。

　そいつは、びくりと震えて動きを止める。

　その隙に、突き立てたダガーを一気に引き下ろす。

　人形ロイドの体は簡単に切り裂けた。

　左胸から股間までを切り裂かれ、繋がり切れロストロイドはその場に頽れた。

（お？　これで倒したのか。主人マステルがいない分、人形ロイドに与えたダメージが、そのまま人形ロイドの動きに影響するわけか）

「おお、ユグノー、来てくれたか」

「来ないと、俺があんたに殺されるからな。あんたというか、あんたの人形ロイドに」

「そうだ。吾が死ねばユグノーも死ぬことになるぞ。だから死に物狂いで吾を助けろ」

　そう言いながらパルミラは、またも人形ロイドを投げ飛ばしていた。

　頭から地面に落ちた人形ロイドは、そのまま動かなくなった。

（本当に大した奴だな）

　そんな驚きと感心を押し隠し、ユグノーは、

「仰せのままに、王おう女じよ様」

　と戯おどけるように応えた。

　こういう乱戦になると、人型よりも四足歩行型や多足類型──六本の足や八本の足、あるいはそれ以上の足を持つタイプ──のほうが厄やつ介かいだ。

　実際、パルミラは人型なら軽々と投げ飛ばしているのに、四足型（獣型）や多足類型（昆虫型や甲殻類型）には苦戦している。

　姿勢が低くて捕まえにくい上、重心も低いから投げ飛ばしにくい。

　彼女の格闘の技も上手く決まらないのだ。

　おまけに、四足歩行型や多足類型の中には、鋭い爪を持つ物や、強力な脚を持つ物などがいる。

　爪を立てられたり脚で蹴られたりすれば、重傷を負いかねない。

（防御に徹したほうがいいな。幸いというか、主人マステルがいない分、どいつもこいつも動きは緩慢だ）

　ユグノーは目の前にいる八本足の蜥蜴とかげ──としかいいようがない形状だ──を踏みつけて跳んだ。

　跳んで王女の前にいた四足歩行型の背中に着地した。

　ぐしゃ。

　そいつの背中が凹み、ユグノーの体重を支えきれずに腹這いになる。

　ユグノーはすかさずそいつの頭部にダガーを突き立てた。

　それでそいつは動きを止めた。

「おお、見事な着地だな。吾は十点満点をつけてもいいぞ」

「なんの話だ!?」

　とツッコんでおいてから、ユグノーは真面目な顔に戻って言った。

「自分から攻撃するな。防御に徹するんだ。背中の側は俺が引き受ける」

「だが、それだといつまで経っても数が減らない。サンフロンランヌも危ういし、吾は目の前の繋がり切れロストロイドを倒してランヌを助けに行かなくては」

「逆だろ。あんたはここにいて、サンフロンランヌが助けに来るべきだ。来られないのなら、あいつが悪い」

「うむ、それはそうかもしれないが、しかし、そう割り切れるものではない」

「大丈夫だよ。いつまでも、とは言わない」

「？？　では、いつまで防御していればいいのだ？」

「俺の双子人形デイオスコロが戻るまでだ」
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　ユグノーに言われて、パルミラがそちらにチラッと視線を向けると。

　堆く積み上がっていた人形ロイドの山の中で、くぐもった轟音が上がった。

　そして四、五体の人形ロイドが吹き飛び。

　もう一度、轟音。

　またも四、五体が吹き飛び。

　さらに轟音。

　同じく、四、五体が吹き飛んで。

　ついに人形ロイドの山は崩れ落ちた。

　動きを止めた人形ロイドのあいだから、レミが這はい出してきた。

「こんの糞ども、死にくさりなさい！」

　上品なのか下品なのかよくわからない雄叫びを上げると、レミはもう一丁の散弾魔銃を構え、周囲で蠢く繋がり切れロストロイドに向かってぶっ放す。

　轟音が響き。

　何体もの繋がり切れロストロイドが、体に無数の穴を開け、四分五裂して吹き飛んだ。

　さらに、轟音、また轟音。

　射撃音が轟く度に、人形ロイドは四、五体ほども吹き飛んでいく。

　たちまちレミの周囲に、今度は繋がり切れロストロイドの死体の山が積み上がった。

「な？　あいつらがすぐに来るから、自分の身を守ることだけを考えていろ」

「わかった。了解した」

　足を踏み出そうとしていたパルミラは、その場に踏み留まり、半身の構えを取って、繋がり切れロストロイドに備えた。

　背中合わせに立つユグノーとパルミラは、襲ってくる繋がり切れロストロイドの攻撃を躱しながら、隙を見て反撃を試みる。

　パルミラが人形ロイドを投げ飛ばし、叩きつけ。

　ユグノーは人形ロイドにダガーを突き立て、切り裂いた。

　相手はしょせん繋がり切れロストロイド、動きは鈍く、繰り出してくる攻撃も、その威力は小さい。

　二人はなんとか繋がり切れロストロイドの攻勢に耐えた。

　とはいえ、息は上がり、汗だくで、体の反応速度も落ちてきた。

　もう少し時間がかかっていれば、人形ロイドの攻撃を喰らう前に、自らその場に頽れていたかもしれない。

　しかし。

　レイが駆けつけてきた。

　ユグノーの体力は尽きかけていたが、魔力はまだ十分に残っているから、レイの動きは鈍っていない。

　軽々と跳んだレイは、上空から繋がり切れロストロイドの群れに襲いかかった。

　人型の頭部にダガーを突き立て。

　ダガーを残したまま、宙に舞い。

　獣型や昆虫型の背中に下りて首にダガーを突き立て、首を落とす。

　落とすと、レイはまた宙を舞い。

　別の獲物の頭に、背中に、舞い降りて。

　ダガーを突き刺した。

　その間も、ジッグラトのほうでは散弾魔銃の発射音が引っ切りなしに響いている。

　やってきて二、三分で、レイはユグノーとパルミラの周囲にいた繋がり切れロストロイドを一掃してしまった。

　その頃には発射音も途絶えていた。

　レミが、周囲に群がっていた繋がり切れロストロイドをすべて屠ほふってしまったのだ。

　すでにサンフロンランヌにまとわりついていた繋がり切れロストロイドも、戻ってきたエインシャによって蹴散らされていた。

　合わせて百体前後もいたであろう繋がり切れロストロイドは、みな動かなくなって地面に横たわっている。

　中にはばらばらになって、体の破片があちこちに飛び散っている物さえいた。

「終わった……か」

　大きく息を吐はいたユグノーは、その場に腰を落とし、座り込んだ。

　パルミラはもっと消耗が激しかった。

　仰向けに倒れたまま、必死に呼吸を整えようとしている。

　サンフロンランヌも青息吐息だったが、相手にした繋がり切れロストロイドの数がいちばん少なかったせいもあり、なんとかその場に踏み留まっていた。

「大丈夫、ユグノー？」

　へたり込んでいるユグノーを、レイが覗き込む。

「ああ、まぁ、な。問題、ない」

　正直、返事をするのも辛かったが、ユグノーはそう強がった。

「もう打ち止めみたいだから、ゆっくりと回復を図ればいいと思うよ」

「ああ……」

　そこへレミが戻ってきた。

　珍しく怒りの表情を隠そうとしていない。

「あ～、も～、本当に不愉快だわ。わたしみたいな可愛い人形ロイドに触りたいという本能的な欲求は認めるけど、でも気持ち悪いわね」

「それを自分で言うなんて、レミは凄いと思うよ」

　と揶揄するレイに向かってレミが胸を張る。

「あら。だって、わたし、可愛いでしょう？」

「うん、まぁ、それは否定しないけど、それを自分で言い張るのはどうだろうっていう話だよね」

「いいじゃない。ご主人もレイも言ってくれないんだもの、自分で言うくらい」

「え～～、言って欲しいの？」

「女子としては、当然、言って欲しいわよね」

　ユグノーが呟くようにツッコんだ。

「誰が女子だ」

「はいはい、わかったよ。じゃあ僕が言ってあげる。繋がり切れロストロイドの群れに向かって散弾魔銃をぶっ放して連中を蜂の巣にするレミの姿は、とっても可愛かったよ」

「嫌み!?」

「え？　いや、実際に可愛かったと思うけど。ねえ、ユグノー」

「可愛いかぁ？　あの姿を形容する言葉は、恐ろしい、だろ」

「はぁ？　なんて酷いことを言うのかしら、ご主しゆ人じんは。助けなきゃよかったわ。ご主人なんか繋がり切れロストロイドに喰われて死んでしまえばいいのよ」

「いや、ユグノーが死んだら、僕たちも死んじゃうけどね」

「ああ、そうね。そうなのよね。悔しい。ご主しゆ人じんの体調とか気分とか魔力なんかと関係なく動いて戦えればいいのにね」

「はは。それができたら、それこそ史上最強の人形ロイドになれるかもね」

　そんなレイの軽口に、ユグノーが引っかかりを感じた。

（いや、むしろ人間以上だろ、そんなの。っていうか……？）

「でもねレミ、主人マステルと切り離されて活動する魔法人形マジカロイドって、よく考えたら、こいつらと、この繋がり切れロストロイドどもと変わらないんじゃない？」

「う～～ん、言われてみると、そう……かも？」

「でも、主人マステルを失った繋がり切れロストロイドがこんなにたくさん生息してたなんて驚きだね」

「まったくだな」

　ようやく息を整えたユグノーが、少し離れた場所で寝転がっているパルミラのほうに上体を向ける。

　すでにサンフロンランヌとエインシャもパルミラの隣にいて、彼女の様子を心配そうに覗き込んでいた。

「おい、王おう女じよ様」

「なんだ、ユグノー？」

　仰向けに寝ている王女は、顔だけをユグノーに向けてきた。

「この状況、つまりこれだけたくさんの繋がり切れロストロイドがいたというのは、ふつうじゃないんだな？」

「異常も異常、大異常だ。つまり」

　パルミラはサンフロンランヌに助けられて上体を起こした。

「吾はここが当たりではないかと期待している」

「当たり。つまりあんたが言う究極の人形ロイド、世界人形ムンデイ・ドロイドがこの中にいるってことか」

「これらの繋がり切れロストロイドたちは、まるで大事な何かを守ろうとしていた……としか思えないだろう？　多数がいたのも、この中に何か大事な物が秘匿されているから……と思えないだろうか？」

「どうかな。俺にはよくわからないが」

（それに、あの道案内してきた亀はなんだったんだ？）

　そんな疑問を感じつつ、ユグノーはゆっくりと立ち上がった。

「じゃ、当たりかどうかを確かめに行くか？」

「そうだな。だが」

　上体だけを起こしたままパルミラは傍かたわらのサンフロンランヌを見る。

「立ち上がるのも辛い。悪いがランヌ、エインシャに乗らせてもらえないだろうか？」

「喜んで、王ひ女め様。なんでしたら、わたしに乗りますか？」

「いや、そなたも疲弊しているのだろう？」

「王ひ女め様に乗り潰されるのなら本望です」

　恥じらいを含んだ表情でサンフロンランヌがそう言うと。

「今は自重しておこう。そなたに乗るのは、乗り潰すのは、無事に駐屯地に戻ってからだな」

　ユグノーが目を細めて二人を見やる。

（こ、こいつらって、まさか……）

　だが、そこには触れないほうがよさそうだ。

　ユグノーは黙って顔を巡らせ、ジッグラトに視線を向ける。

「ランヌは歩けるな？」

「もちろんでございます、王ひ女め様」

「ユグノーも大丈夫だな？」

「ああ、一人で歩けるくらいには復活したよ」

　またもサンフロンランヌの手を借りてエインシャに跨がったパルミラは、

「では、ジッグラトの探検に行こうではないか。目指す物は、きっとそこにある……に違いない」

　と、そう言った。
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　ジッグラトの内部はそれほど深くも広くもなく、迷路というほど複雑でもなかった。

　曲がりくねってこそいるが、だいたい単調な一本道と言ってよかった。

　何箇所か分岐もあったが、支道のほうは少し行けば行き止まりになっているので、レイを進ませれば、それで事足りた。

　通路の高さは四分の三ヤルドほどで、幅は一ヤルド弱しかない。

　その狭くて低い通路を、一同は慎重に進んでいく。

　レイが先行して安全を確認したあと、レミ、ユグノー、パルミラを乗せたエインシャ、サンフロンランヌの順で歩いていく。

　レイやレミ、そしてエインシャは明かりなどなくても平気で動けるが、人間はそうはいかない。

　ユグノーも夜よ目めが利くとはいえ、なんの明かりもない真の暗闇では行動が難しい。

　ということで、ユグノーとサンフロンランヌは予め用意しておいた松明たいまつを手に掲げている。

　そうして三十分ほど歩いただろうか。

　やがて通路は終わり、ちょっとした広間のような空間に出た。

　繋がり切れロストロイドには唯の一度も出会でくわさなかった。

　あの亀型の人形ロイドもいなかった。

　中にいた人形ロイドすべてが外に出て襲ってきたのだろう。

（中の守りを一体も残さず？　究極の世界人形ムンデイ・ドロイドとやらがあるにしては軽率な行動だな）

　とユグノーは疑念を抱いたが、すぐに思い直した。

（いや、そもそも繋がり切れロストロイドだから、そういうことを考えるような思考力はないのか。ただ、本能的に動いて、敵とみた存在を攻撃するだけ……なのか。まぁ、繋がり切れロストロイドに関しては俺に知識などないから、それ以上を考えても仕方がない）

　と思いつつ、ユグノーは広間の奥に歩を進めていく。

　すでにレイがそこに立ち、皆を待っていた。

　広間の最奥に祭壇のような場所があり、その上に筐はこが置かれている。

　筐は横が半ヤルドほど、縦が一ヤルドほどで、高さは四分の一ヤルドほど。

「筐というより、棺かん桶おけみたいだな」

　筐の手前で足を止めたユグノーのそんな感想に、パルミラの顔が輝いた。

　エインシャから降り立ったパルミラが進み出てきてユグノーの横に立つ。

　立って、筐を見下ろす。

　その顔には希望が輝き、目は期待に燃えている。

「この中に究極の人形ロイド、世界人形ムンデイ・ドロイドが入っていると思わないか？」

　というパルミラの横顔にユグノーは視線を向けた。

「世界人形ムンデイ・ドロイドってのは人型なのか？」

「さて、どうだろうか。形や大きさについては吾は何も聞かされていないのだ」

「じゃあ、この中に入ってるかどうか、わからないじゃないか」

　パルミラは不服そうな顔で応えてきた。

「しかし、究極の人形ロイド、世界人形ムンデイ・ドロイドだぞ？　ふつうに考えれば人型だろう？」

　というパルミラの言葉に、ユグノーは改めて棺桶のような筐へ目を向けた。

　鉄枠で形を整えられた頑丈そうな木の筐には何も装飾が施されておらず、何か大事な物が仕舞ってあるという雰囲気は感じられない。

（まぁ仰々しくない分、逆に本物っぽい気がしないでもないが）

「で？　どうするんだ？　開けてしまっていいのか？」

「もちろんだ」

　大きく頷くと、パルミラがサンフロンランヌのほうを見た。

「ランヌ、開けて中を確認しよう」

「承知いたしました、王ひ女め様」

　進み出てきたサンフロンランヌを、ユグノーが制止した。

「ちょっと待て」

「ああ？　邪魔をするな、ヘンタイ糞野郎。王ひ女め様が一刻も早く中を確認したいと仰っているのだ。そこを退どけ」

「だから慌てるなと言っている。この手の筐には罠が仕掛けられている場合があるぞ。おまえが串刺しになったり首が落ちたりするのは一向にかまわないが、王おう女じよ様に危害が及ぶと、俺としては困るんだよ」

　サンフロンランヌが、ぐ、と呻いて足を止める。

「おい、レイ」

「わかった、ユグノー」

　ダガーを抜いたレイが筐の横に進み出てきて、そして片膝を落とした。

　蓋と筐本体の隙間に、そっとダガーの刃を差し入れると、レイは刃を静かに滑らせていく。

「蓋には仕掛けはなさそうだね」

　ダガーを仕舞うと、今度は手に魔力を集め、両の掌で撫でるようにして筐の前後左右と蓋を調べていく。

　一通り調べ終わり、レイが立ち上がった。

「何もないみたいだよ、ユグノー」

　そうか、と頷いて、ユグノーが進み出た。

「じゃあ、蓋を開ける。開けるというか、ずらす。念のため、口が開く側には立つな。それから筐の中を覗くのは完全に蓋を退どけてからにしてくれ」

「うむ、承知した」

　パルミラは頷いたが、サンフロンランヌは、

「偉そうに」

　と吐き捨てるように言う。

（こいつ。俺が気に食わないから、もう俺が何を言っても反発しかしやしない。まったく厄介な女だ）

　ユグノーは内心で大きなため息を吐ついたが、それを感じさせないように、できるだけ平静を装って言った。

「レイ、レミ、そっち側を持ってくれ」

「了解だよ、ユグノー」

「わかったわ、ご主しゆ人じん」

　長方形の筐の向こう側にレイとレミが立ち、手前、反対側にユグノーが立った。

　ユグノーは片膝を突いて蓋に手をかけたが、双子人形デイオスコロは立ったまま蓋に手を伸ばす。

「じゃ、開けるぞ」

　パルミラとサンフロンランヌが、ごくりと唾つばを呑んだ。

　筐には錠も蝶ちよう番つがいもついていない。

　重いことは重いが、ずらすだけならさして苦労はない。

　ユグノーと双子人形デイオスコロは、ゆっくり慎重に蓋を横にずらしていく。

「よし、落とすぞ」

　ユグノーの声にパルミラは思わず上体を乗り出そうとしたが、サンフロンランヌが押し止めた。

「王ひ女め様、まだ早うございます」

「あ、うん、そう、だな」

　いったん身を引いたパルミラだが、早く中を見たくて仕方がないというように上体を前後左右に揺らしている。

　すぐに蓋は大きな音を立てて地面の上に落ちた。

　ぽっかりと口を開けた長方形の闇をサンフロンランヌが手にした松明で照らし出す。

　筐の中にあったのは……。
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　松明の炎に照らされた筐の中を片膝をついたまま覗き込んだユグノーが、不審の声を上げた。

「なんだ、これは」

　筐の中は空っぽだった。

　いや、何もなかったわけではない。

　筐の底に薄っぺらな紙切れが一枚、置いてあった。

　他には何も見当たらない。

（あの紙切れが人形ロイドであるはずがない。ってことは、完全な空振りだってことか）

　首を傾げたユグノーだが、すぐに振り返ってパルミラを見た。

　目を見開き、口を手で覆っている王女の顔には、驚きと失望の色がありありと浮かんでいた。

「見るか？」

　とユグノーが訊くと、彼女は幾分青ざめた顔で頷き返した。

「レイ、それを拾ってくれ」

　ユグノーに促され、レイが筐に足を入れた。

　腰を屈めてそこに置いてある紙を拾い上げたレイが目を丸くしている。

「どうした？」

「これ、地図だね」












　レイは手にした紙を広げて掲げた。

　駆け寄ってきたパルミラが、上体を乗り出すようにしてレイが掲げている地図を覗き込んだ。

　背後からサンフロンランヌが地図が読めるように松明を掲げた。

「これは……」

　あごに手を当てて考え込む様子を見せるパルミラに、筐の反対側からユグノーが声をかけた。

「どこだか、わかるのか？」

「いや、全然さっぱり」

　がく、とユグノーがずっこける。

「しかし、地図、地図か……。つまり、そこへ行けという示唆か。だとすると……」

　ぶつぶつと口の中で何か呟いているパルミラを後しり目めに、ユグノーも地図を覗き込む。

「なあ、王女様、この地図を置いた奴は何者だ？　この地図の場所へ行けば世界人形ムンデイ・ドロイドがあるって……そういうことか？」

「さて、何者だろう。吾にはわからないな」

（本当にそうか？　今のこいつの言い方だと、特定の誰かを念頭に置いているようにも聞こえたが）

「そして、そこに世界人形ムンデイ・ドロイドがあるかどうかもわからないが。しかし、一つだけ、はっきりとしたこともある」

「なんだ？」

「地図に描かれた場所を特定し、そこへ行かなくてはならないということが、だ」

「む……」

「縮尺が大きいから、ぱっと見では地図の場所がどこなのかわからないが、森や川、丘や山などの配置から場所を特定することは可能だろう。そして地図上の一点には×印が書き込まれている。そこへ行けば、もしかしたら世界人形ムンデイ・ドロイドがあるかもしれない。なかったとしても、次の手がかりがあるだろう」

　パルミラは自信満々でそう言うが、ユグノーは眉に唾したい心境だ。

（たしかにこの地図を置いた人間は、そこに何かがあると言っているのかもしれない。けど、どうしてわざわざそんなことをする？　世界人形ムンデイ・ドロイドの在処ありかを教えたいなら、そんなまどろっこしいことをしなくてもいい。逆に教えたくないなら、こんな手がかりを置く必要がない。これを置いた奴は何がしたいんだ？　何をしようとしているんだ？　どうにもいいように弄もてあそばれてる気がするんだが……考えすぎか？）

　パルミラは広場を見回していたが、やがて顔を戻して筐に視線を留めた。

「迷宮……というほどの迷路ではなかったが、とにかくここには他に何もなさそうだ。この筐にも何も仕掛けはなさそうだ。であれば、次を当たるしかないな」

「さようでございますね、王ひ女め様。これで究極の世界人形ムンデイ・ドロイドはあるという可能性が高まりました。希望が膨らみました」

　サンフロンランヌがそう応じた。

（本当か？　本当に希望が膨らんだのか？）

　ユグノーは、そんな疑念を捨てきれない。

「では、引き揚げるか。引き揚げて、この地図に描かれた場所を特定するとするか」

　そう言ってパルミラは意味ありげな視線をユグノーに向けてきた。

「ここで世界人形ムンデイ・ドロイドが見つかればユグノーは解放してもよかったのだが、まだ探求が続くとなれば、解放するわけにはいかない。今回も、そなたとそなたの双子人形デイオスコロには大いに助けられた。次も期待しているからな」

　というパルミラの言葉には、さすがのサンフロンランヌも異を唱えることはできず、ユグノーを罵倒することもできず、仏頂面でそっぽを向いただけだった。

　パルミラがにっこりと微笑ほほえんだ。

「頼りにしているぞ」

（マジか。このあともこんな危険な目に遭うことを繰り返さなきゃいけないのか。もう御免蒙こうむりたいぜ、まったく）

　ユグノーもサンフロンランヌに負けず劣らずの仏頂面を作って、わざとらしくため息を吐ついた。

「俺としては、こんなしんどい思いはもうしたくないんだがなぁ」

「何を言うか。世界人形ムンデイ・ドロイドが見つかるまでは解放しないからな。逃がさないからな。ユグノーには存分に働いてもらうぞ」

　パルミラが極上の笑みを浮かべ。

　ユグノーは思いきり渋じゆう面めんを作り。

　レイとレミは笑いを押し殺して顔を見合わせた。

《やれやれ。ユグノーも大変だね》

《まぁ、生きているのか死んでいるのかわからないような、無気力で無節制で無関心で自じ堕だ落らくで享きよう楽らくの毎日を送るよりはいいのではないかしら。少なくとも今回のご主しゆ人じんからは必死さが伝わってきたもの》

《まったくだね。無気力で無節制で無関心で自堕落で享楽で安あん穏のんで安あん逸いつに日々を生きて、たまに無気力に人を殺す。そんな生活よりは充実していそうだよね》

《ほっとけよ、馬鹿ども》

　ユグノーはパルミラなど放り捨てて逃げ出したい衝動に襲われたが、しかし、逃げることは敵わない。

　シリューネリエが体内にいる限り、パルミラからは逃げられない。

（くそ。こうなったら一刻も早く世界人形ムンデイ・ドロイドとやらを見つけて自由になってやる）

　ユグノーは大きなため息を何度も吐つきながらも、内心ではそんなことを考える。

（やってやる。どうせもう暗殺者アサシンは廃業なんだ。とことんまでパルミラにつき合って、その世界人形ムンデイ・ドロイドを俺が手に入れてやる。手に入れたら、体内のシリューネリエを殺して自由を取り戻してやる。そのあとは、そうだな、パルミラも大陸も、全部まとめて俺が支配してやるわ）

　たしかにそれは、ユグノーが暗殺者をやっていたときには経験したことがないほどの強烈な願いであり、執着だった。

　いみじくもレイやレミが言うように、パルミラに囚われて初めて、ユグノーは生きる目的を持ったのかもしれない。

　そう、これは、死の呪いにかかった王女と出遭ってしまったために人を殺せなくなった暗殺者アサシンが、人生で初めて生きる目的を得て奮戦する物語である。












　今回はタイトルを決めるのに、ホント、苦労しました。

　担当さんと、あ～でもない、こ～でもないと話し合い。仮題を出しては、また新しい仮題を出すという作業の繰り返し。結局、原稿を書いてるあいだには決まらず。それどころか、上がってからも仮題を出しては更に出すの繰り返しで、結局、正式に決まったのは、ついこのあいだ。ファミ通文庫さんのウェブサイトには、しばらく（仮）で載ってましたからね。タイトルをここまで引っ張ったのは今まで記憶にない、というくらいの難産でした。苦労した分、けっこう気に入ってますが、さて、どうでしょう。

　一方、原稿のほうはそれほど苦労しませんでした。もちろん担当さんから修正指示はあったし、物語の構成上、けっこう大きな直しもしたのですが、それでもいつもと同じくらいの時間で仕上がったな。

　というわけで、「虚うつろな暗殺者アサシンと究きゆう極きよくの世せ界かい人にん形ぎよう」の幕開けです。

　本作の肝きもが「世界人形」であることは論を俟まちません。それは一体どんな人形なのか。どこに隠されているのか。どんな能力を持っているのか。それらの謎を解き明かしていくためにユグノーとパルミラは旅と冒険と戦いを続けます。

　が。しかし。けれども。これをきちんと描けるかどうかは、この本がどれだけ売れるかに懸かっています。よろしくお願いします。

　それはさておき。

　札さつ幌ぽろに移住して早くも五年半。冬の寒さにはもうだいぶ慣れましたが、それ以外には慣れないこともまだまだあって。そのうちの一つが桜の開花時期。出身地の浜はま松まつでも、長いこと暮らしていた東とう京きようや埼さい玉たまでも、桜といえば卒業式や入学式の時期に咲くものでしたから、もうその季節感覚が体に染みついているわけです。一年のリズムとして刻み込まれているわけです。なので、ゴールデンウィークの頃に桜が満開になる光景には、まだ慣れませんねぇ。なんか違和感があります。東京だと、ゴールデンウィークはもう初夏ですからね。もっとも札幌の場合、ようやく暖房が要らなくなったなぁ、春本番だなぁ、という気温なので、桜が咲いていてもおかしくはないのですが、体が覚え込んだ季節感は、そう簡単には抜けません。冬の寒さには二シーズンで慣れたのにね。

　慣れたといえば、専門学校の講師稼業にもだいぶ慣れてきました。とはいえ、授業のための準備にある程度の時間が必要なのは変わりがなく。わたしは金曜の夕方に授業があるのですが、当日はもちろん、前日の午後も準備に使いますから、その分だけ、執筆時間は減っているわけです。月に三回の授業があるとすると、四・五日分、減ります。これはけっこう痛いです。まぁ、講師は半ばボランティアだと割り切って始めたので、このペースで仕事をするのに慣れるしかありませんが。

　それはさておき２。

　風呂場のドアが壊れまして。ドアというか、ドアを開閉するための取っ手と、閉めるときに引っ込んで、受け側の凹みに嵌まって飛び出る奴（あれ、なんて言うんだろ）。取っ手との連動が遮断（？）され、取っ手を動かしても引っ込まなくなったんですよ。そのため、取っ手をいくら動かしてもドアが開かなくなってしまって。つまり閉まってしまったわけですよ。永遠に。またタイミングが悪かった。浴室を少し暖めようとしてシャワーのお湯を出し、脱衣所で服を脱ごうとドアを閉めた直後に逝きやがった。押しても引いても叩いても殴っても蹴っても、まったく開く気配なし。当然、お湯が出っぱなしです。ガス湯沸かし器のスイッチを切ったからガスは止まったんですが、シャワーの水は出っぱなしです。とにかく自分ではどうにもできないと諦め、リフォーム会社へ電話しました。そうしたら「すぐに行くから水道の元栓を止めて待っててください」と言われ。あぁそうか。元栓か。急いで玄関の外に出て元栓を探して閉めたら、当たり前ですが水は止まりましたね。とはいえ、家の中の水が全部止まっているので、トイレにも行けない。じっと待つこと約二十分。待ちかねたリフォーム会社の人が来てくれて。なんとかドアが開き、ようやくシャワーを止めて元栓を開けられました。

　訊いてみたら、ドアの開閉部分だけを取り替えることはできなくて、変えるならドアを丸ごと、なんだそうで。で、ドアの交換には六、七万ほどかかるらしく。ドア交換に六万も七万も払うなら、いっそ浴室をリフォームしちゃったほうがいいんじゃね？　という考えが頭を過よぎるわけですよ。

　というわけで、ただいま見積を出してもらって検討中。けっこうかかるね。最低でもドア交換の十倍はかかる。もう古い風呂だし、新しいのに変えてもいいのかな。札幌市の補助金も使えるみたいだし。次巻のあとがきで、浴室のリフォームをしましたと報告できるといいのですが。あ、でも、この巻で打ち切りになって報告はできませんでしたっていうオチは嫌だなww




　ということで、いつもの今後の予定を。

　といっても、現時点で発売が見えているのは、来月、七月に発売になる「東京廃区の戦女三師団トリスケリオン」の三巻（ファンタジア文庫）くらいでして。「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の十二巻が秋に出ますが、まだ発売月は確定してません。こちらは十二巻が最終巻なので、どうかお見逃しなく！

　あとは講談社ラノベ文庫さんの新作の用意を粛々と進める感じですかね。では、七月に「東京廃区の戦女三師団トリスケリオン３」でお目にかかりましょう。





二○一七年五月吉日 　舞まい阪さか 洸こう
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